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序
章

　
﹁
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形
の
一
用
法
［
時
枝1958: 1-9

］︵
以

下
で
は
、
五
八
論
稿
と
略
称
す
る
︶
お
よ
び
﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文

法
﹄︵
増
訂
版
︶［
時
枝1959

］
に
お
い
て
、﹁
連
体
形
＋
係
助
詞
│
情
意
の

形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
を
中
心
と
し
た
事
例
を
報
告
し
、
古
文
連
体
形
が
条

件
法
と
し
て
解
釈
可
能
な
こ
と
を
時
枝
誠
記
は
指
摘
し
た
。
こ
の
時
枝
説
に

つ
い
て
は
、
寺
村
［1980: 265

］、
西
尾
［1982: 94
］、
高
橋
［2006: 68

］

が
わ
ず
か
に
触
れ
た
程
度
で
あ
り
、
十
分
吟
味
し
た
論
稿
は
、
前
記
増
訂
版

以
降
、
管
見
の
限
り
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
に
、

連
体
形
用
法
に
つ
い
て
の
時
枝
説
お
よ
び
そ
の
言
語
学
的
前
提
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

第
二
に
、
五
八
論
稿
の
検
討
を
前
提
に
、
現
代
文
の
連
体
修
飾
節
に
つ
い

て
、
主
に
主
節
主
格
を
成
す
主
名
詞
に
係
る
連
体
修
飾
節
を
観
察
し
連
体
修

飾
節
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
事
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
否

か
を
検
討
課
題
と
す
る
。
続
い
て
、
当
該
連
体
修
飾
節
と
主
節
と
の
関
連
の

意
味
に
つ
い
て
分
類
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
連
体
修
飾
節
の
述
部
が
主
節
の
述
部
と
意
味
的
に
連
関

し
て
お
り
、
連
体
修
飾
節
を
連
用
修
飾
節
に
換
言
で
き
る
根
拠
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
連
体
修
飾
節
と
連
用
修
飾
節
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
益

岡
［1997

］
や
奥
津
［2007

］
の
研
究
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
形
容
詞
述
語
文

を
中
心
に
、
さ
ら
に
詳
し
く
、
連
体
修
飾
節
末
の
述
部
と
主
節
の
述
部
と
の

意
味
的
に
連
関
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
三
に
、連
体
修
飾
節
と
主
節
と
の
論
理
的
関
連
の
意
味
分
類
に
基
づ
き
、

連
体
修
飾
節
を
連
用
修
飾
節
に
換
言
す
る
と
い
う
実
験
を
試
み
る
。
連
体
修

飾
節
を
連
用
節
に
換
言
で
き
る
と
す
れ
ば
、
換
言
を
媒
介
に
連
体
修
飾
節
の

英
語
な
ど
へ
の
翻
訳
手
法
の
緻
密
化
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
連
体
修
飾

節
の
翻
訳
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
と
な
る
。
本
稿
文
末
の
補

節
に
お
い
て
述
べ
る
が
、
英
文
に
お
い
て
制
限
用
法
の
関
係
代
名
詞
節
と
条

件
節
と
の
換
言
可
能
性
に
つ
い
て
、
ま
た
非
制
限
用
法
の
関
係
代
名
詞
節
と

理
由
節
と
の
換
言
可
能
性
に
つ
い
て
、Q

uirk

ら
の
研
究
が
あ
り
［Q

uirk. 

et al. 1985: 1238-1241

］、
独
文
に
つ
い
て
も
、
関
係
代
名
詞
節
と
条
件
節

と
の
、
ま
た
理
由
節
と
の
換
言
に
つ
い
て
フ
レ
ー
ゲ
が
論
理
学
的
に
検
討
し

て
い
る
［
フ
レ
ー
ゲ1999: 71-102

］。

古
典
解
釈
と
自
然
言
語
処
理

時
枝
文
法
に
お
け
る
﹁
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形
の
一
用
法
﹂
か
ら
の
示
唆佐 

良 

木　
　
　
　
　

昌
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第
四
に
、
右
の
知
見
を
摂
取
し
つ
つ
、
す
で
に
筆
者
ら
が
提
案
し
た
仮
説

﹁
連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
可
能
で
あ
る
と
き
、
連
体
節
は
主
節
述
部
に
意

味
的
に
関
わ
る
﹂［
佐
良
木
・
新
田2008

］
お
よ
び
﹁
連
体
節
を
連
用
節
／

シ
テ
形
に
換
言
可
能
で
あ
る
と
き
、
連
体
節
の
英
訳
は
、
関
係
節
で
は
な
く

従
属
節
・
分
詞
構
文
が
適
切
で
あ
る
﹂［
佐
良
木
・
岩
垣2010

］
に
つ
い
て

検
証
す
る
。

以
上
を
約
め
る
な
ら
ば
、
本
稿
で
は
、
時
枝
説
か
ら
摂
取
し
た
事
柄
︵
第

一
章
・
第
二
章
︶
に
基
づ
い
て
、
古
文
連
体
形
の
条
件
法
に
当
た
る
現
代
語

の
連
体
修
飾
節
の
用
例
を
整
理
す
る
︵
第
三
章
︶
と
共
に
、
そ
の
連
体
節
英

訳
手
法
を
検
討
す
る
︵
第
四
章
～
第
五
章
︶。
す
な
わ
ち
、
本
稿
後
半
は
、

機
械
翻
訳
の
英
訳
手
法
を
高
度
化
す
る
、
そ
の
作
業
の
一
環
で
あ
る
。

日
英
機
械
翻
訳
の
知
識
は
、
機
械
学
習
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
る
と
い
う
性

格
の
も
の
で
は
な
い
。
膨
大
な
対
訳
コ
ー
パ
ス
は
産
業
翻
訳
の
商
業
的
結
果

で
あ
っ
て
、
高
度
な
翻
訳
知
識
を
基
礎
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
も
ノ
イ
ズ

と
し
て
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
誤
訳
を
含
ん
で
い
る
。﹁
質
の
悪
い
︵
稚
拙
な
︶

翻
訳
例
を
学
習
用
対
訳
コ
ー
パ
ス
と
し
て
、
統
計
シ
ス
テ
ム
に
学
習
さ
せ
る

と
翻
訳
成
功
率
は
た
や
す
く
降
下
す
る
。﹂［
新
田2012: 186

］
た
め
に
翻

訳
精
度
の
向
上
に
は
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。た
と
え
ば
、

次
の
平
易
な
和
文
の
英
訳
を
観
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
和
英
辞
書
の
和
文

英
訳
例
で
あ
る
。

 

先
生
の
家
へ
行
っ
た
ら
、
い
つ
も
は
恐
い
先
生
が
笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
っ

た
。

 W
e w

ent to the teacher＇s house, and though he＇s usually so 

stern, he greeted us w
ith a sm

ile. 

和
英
辞
書

辞
書
訳
に
お
い
て
は
、﹁
先
生
﹂
を
修
飾
す
る
連
体
節
と
主
節
と
の
論
理
関

係
が
正
し
く
把
握
さ
れ
連
体
節
がthough

譲
歩
接
続
詞
節
に
英
訳
さ
れ
て

い
る
。
全
体
と
し
て
、
先
生
宅
訪
問
↓
先
生
の
い
つ
も
の
態
度
↓
先
生
の
対

応
と
い
う
話
の
推
移
は
再
現
さ
れ
て
い
る
。

次
に
大
規
模
対
訳
デ
ー
タ
を
誇
る
統
計
翻
訳
で
は
ど
う
か
、以
下
に
示
す
。

 I w
ent to the teacher＇s house, scary is alw

ays the teacher 

w
ho have greeted w

ith a sm
ile. 

統
計
翻
訳

こ
ち
ら
の
英
訳
で
は
、
連
体
節
と
主
節
と
の
論
理
関
係
は
英
文
上
に
表
さ
れ

て
い
な
い
。
関
係
代
名
詞
節
の
時
制
を
観
る
と
現
在
完
了
で
あ
る
か
ら
先
生

は
以
前
か
ら
笑
顔
で
あ
る
か
ら
い
つ
も
怖
い
と
い
う
判
断
と
は
相
容
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、﹁
先
生
﹂
と
﹁
怖
い
﹂
と
の
意
味
関
係
か
ら
、﹁
怖
い
﹂

は
畏
怖
の
念
で
あ
っ
て
恐
怖
で
は
な
い
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う

だ
。
要
す
る
に
、
原
文
の
意
味
が
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
錯
誤
の
英

文
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
統
計
翻
訳
で
右
の

英
訳
文
を
そ
れ
ぞ
れ
和
訳
し
て
み
よ
う
。ま
ず
辞
書
英
訳
文
の
和
訳
で
あ
る
。

 

私
た
ち
は
、
先
生
の
家
に
行
き
、
彼
は
普
段
は
厳
し
い
で
す
が
、
彼
は
笑

顔
で
私
た
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

論
理
関
係
が
明
示
的
な
英
訳
文
は
、
統
計
翻
訳
に
お
い
て
適
切
に
和
訳
さ
れ

て
い
る
。
次
に
、
統
計
翻
訳
英
訳
文
の
和
訳
で
あ
る
。

 
私
は
怖
い
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
き
た
教
師
で
、
先
生
の
家
に
行
き

ま
し
た
。

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
訳
文
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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実
践
的
な
翻
訳
知
識
、
本
稿
で
提
案
し
て
い
る
﹁
連
体
節
を
連
用
節
に
換

言
可
能
な
と
き
、
そ
の
英
訳
は
従
属
節
や
分
詞
構
文
が
適
切
で
あ
る
﹂
と
い

う
翻
訳
知
識
は
、
産
業
翻
訳
コ
ー
パ
ス
に
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
優
れ
た

文
芸
翻
訳
や
学
術
評
論
翻
訳
の
ご
く
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
収
集
し
た
コ
ー
パ
ス
は
寡
聞
に
し
て
管
見
の
限
り
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
翻
訳
知
識
の
源
泉
は
、
優
れ
た
翻
訳
家
の
実
践
的
知
識
に
あ
り
、

こ
れ
ら
を
丹
念
に
集
め
学
ぶ
こ
と
が
唯
一
の
道
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

翻
訳
家
に
よ
る
翻
訳
例
と
文
法
的
語
彙
的
正
確
さ
を
基
礎
と
し
た
辞
書
対
訳

例
を
源
泉
と
し
て
連
体
節
英
訳
に
関
す
る
翻
訳
知
識
を
と
り
ま
と
め
た
。

な
お
、
以
下
で
は
連
体
修
飾
節
を
連
体
節
、
連
用
修
飾
節
を
連
用
節
と
略

し
て
用
い
る
。
ま
た
、
形
容
詞
に
つ
い
て
、
古
語
の
場
合
は
情
意
の
形
容
詞
、

情
意
の
表
現
、
現
代
語
の
場
合
は
感
情
形
容
詞
、
感
情
表
現
と
い
う
こ
と
と

す
る
。

第
一
章　

言
語
過
程
説
の
確
立
途
上
に
お
け
る
用
例
分
析
の
方
法

時
枝
の
学
的
探
求
の
時
期
を
、
初
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
と
区
分
し
て
、

以
下
の
論
述
の
便
宜
と
す
る
。

﹁
初
期
﹂ ﹃
岩
波
講
座
﹁
日
本
文
学
﹂
国
語
学
史
﹄［
時
枝1932

］
ま
で
の
時

期
︵
卒
論
の
一
九
二
七
年
～
一
九
三
二
年
︶

﹁
前
期
﹂ 

そ
の
翌
年
︵
一
九
三
三
年
︶
か
ら
、
単
行
本
﹃
国
語
学
史
﹄［
時
枝

1940

］
お
よ
び
﹃
国
語
学
原
論
﹄︵

１
︶［

時
枝1941

］、
そ
し
て
東
京
大

学
に
講
座
を
開
く
︵
一
九
四
三
年
︶
ま
で
の
時
期

﹁
中
期
﹂ ﹃
国
語
研
究
法
﹄［
時
枝1947

］［
14
］・﹃
日
本
文
法
口
語
篇
﹄［
時

枝1950a

］・﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
﹄︵
一
九
五
〇
年
︶［
時

枝1950b

］［
16
］
か
ら
﹃
日
本
文
法
文
語
篇
﹄︵［
時
枝1954

］

ま
で
を
、﹃
国
語
学
原
論
続
篇
﹄［
時
枝1955

］
ま
で

﹁
後
期
﹂ ﹃
現
代
の
国
語
学
﹄［
時
枝1956

］・﹃
文
章
研
究
序
説
﹄［
時
枝

1960

］
以
降
﹃
講
座
日
本
語
の
文
法
﹄［
時
枝1967

］
ま
で

以
上
の
よ
う
に
仮
区
分
す
る
。

前
期
の
早
い
時
期
︵
一
九
三
三
年
～
一
九
三
六
年
︶
に
は
、
古
典
解
釈
の

方
法
お
よ
び
品
詞
論
に
関
す
る
一
連
の
諸
論
文
が
あ
る
。
以
下
、列
挙
す
る
。

﹁
源
氏
帚
物
語
帚
木
巻
冒
頭
の
解
釈　
﹁
さ
る
は
﹂
の
語
義
用
法
に
基
い

て
﹂［
時
枝1933a

］

﹁
古
語
解
釈
の
方
法
﹁
さ
る
は
﹂
を
中
心
と
し
て
﹂［
時
枝1933b

］

﹁
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
は
可
能
で
あ
る
か

︵
２
︶

﹂［
時
枝1936a

］︵
執

筆
は
一
九
三
五
年
、
以
下
、﹁
体
系
的
組
織
﹂
と
い
う
略
称
を
用
い
る
︶

﹁
国
語
の
品
詞
分
類
に
つ
い
て
の
疑
点
﹂﹂［
時
枝1936b

］

﹁
形
容
詞
形
容
動
詞
の
連
用
形
に
於
け
る
述
語
格
と
副
詞
格
と
の
識
別

に
つ
い
て
﹂［
時
枝1936c

］

右
に
列
記
し
た
時
枝
の
諸
論
文
を
通
読
す
る
と
、
そ
れ
ら
に
学
問
の
方
法

へ
の
強
い
問
題
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
前
期
の
諸
論
稿
で

は
、
意
味
分
析
に
お
い
て
語
の
多
義
を
一
義
に
定
め
る
の
に
語
の
用
例
の
類

別
を
以
て
す
る
、
と
い
う
方
法
が
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
方
法
は
、

本
居
宣
長
が
採
っ
た
用
例
帰
納
の
方
法
を
批
判
的
に
継
承
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
︵
第
二
節
に
て
詳
述
す
る
︶
と
共
に
、
時
枝
自
身
に
よ
る
古
典

語
を
解
釈
し
分
析
す
る
作
業
過
程
に
お
い
て
、
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
分
析
作
業
に
あ
た
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
が
、﹁
対
象
語
﹂
と
い
う
文
法

範
疇
で
あ
る︵
第
二
章
第
一
節
に
お
い
て
詳
述
す
る
︶。こ
の
範
疇
の
導
入
が
、

意
味
分
析
の
方
法
が
文
の
統
語
構
造
分
析
の
方
法
を
措
定
す
る
、
そ
の
可
能

根
拠
を
与
え
た
の
で
あ
る
。意
味
と
統
語
と
の
統
一
的
分
析
の
帰
結
と
し
て
、

対
象
語
を
採
る
形
容
詞
は
情
意
性
意
味
を
表
し
対
象
語
が
そ
の
情
意
の
対
象

を
表
す
こ
と
、
他
方
、
対
象
語
を
採
ら
な
い
形
容
詞
は
状
態
性
意
味
を
表
す

こ
と
、
こ
れ
ら
を
実
証
し
え
た
の
で
あ
る
。

﹃
国
語
学
史
﹄
の
序
説
に
お
い
て
時
枝
は
、
国
語
学

︵
３
︶
の
対
象
を
規
定
す
る

方
法
に
つ
い
て
論
究
し
て
、外
部
的
原
理
に
よ
っ
て
規
定
し
て
は
な
ら
ず﹁
対

象
自
体
の
内
に
具
有
す
る
原
理
﹂
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
対
象
を
輪
郭
づ
け
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
言
う
［
時
枝1940
］。
近
代
西
洋
の
自
然
科
学
的
な
分

析
方
法
、
す
な
わ
ち
単
位
的
要
素
に
全
体
を
分
解
・
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
対
象
の
本
質
規
定
を
定
め
る
方
法
を
、
無
批
判
無
媒
介
に
言
語
学
に
導
入

し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
批
判
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
前
期
に
お
い
て
端
緒
的

に
自
覚
さ
れ
た
﹁
語
の
意
味
の
理
解

︵
４
︶﹂［

時
枝1931

］
の
方
法
が
国
語
学
研

究
史
の
方
法
に
活
用
さ
れ
て
単
行
本
﹃
国
語
学
史
﹄
に
結
実
す
る

︵
５
︶。

前
期
の

後
半
に
お
い
て
は
、
言
語
過
程
説
の
根
幹
が
形
成
さ
れ
、
学
史
を
下
向
分
析

的
前
提
と
し
て
言
語
本
質
論
の
構
築
で
あ
る
﹃
国
語
学
原
論
﹄
に
結
実
す
る

︵
以
下
﹃
原
論
﹄
と
略
述
す
る
︶。

時
枝
の
学
の
方
法
論
お
よ
び
自
然
科
学
的
方
法
の
導
入
へ
の
批
判
は
、﹃
原

論
﹄
以
降
の
諸
著
作
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
言
語
は
自

然
科
学
の
対
象
と
は
異
な
る
が
ゆ
え
に
分
析
の
方
法
も
学
的
方
法
も
異
な

り
、
研
究
対
象
の
特
殊
性
を
無
視
し
て
自
然
科
学
的
な
原
子
的
構
成
観
か
ら

帰
結
さ
れ
る
形
態
素
の
分
解
と
合
成
と
い
う
方
法
を
採
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
の
が
時
枝
の
立
場
で
あ
る
。

第
一
節　

本
居
宣
長
の
用
例
分
析
法
を
批
判
的
に
継
承
し
た
意
味
分
析
の
方
法

時
枝
は
、
そ
の
前
期
前
半
の
論
文
﹁
体
系
的
組
織
﹂
に
お
い
て
、
意
味
分

析
の
視
座
を
、
⑴
語
の
職
能
上
︵
文
法
的
機
能
の
こ
と
︶
の
類
別
と
、
⑵
当

該
の
語
と
他
の
語
と
の
接
続
関
係
と
に
据
え
置
い
た
。
こ
れ
ら
分
析
視
座
か

ら
、意
味
の
差
別
に
応
じ
た
類
別
を
用
例
か
ら
帰
納
す
る
こ
と
、お
よ
び
﹁
語

の
意
味
の
体
系
的
組
織
﹂
を
見
い
だ
す
こ
と
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
一
環

と
し
て
、
形
容
詞
の
意
味
分
析
と
体
系
的
分
類
と
が
試
み
ら
れ
た
。

上
記
の
論
稿
に
拠
れ
ば
、
時
枝
が
採
っ
た
意
味
分
析
の
方
法
は
、
本
居
宣

長
に
よ
る
古
典
解
釈
の
方
法

︵
６
︶
を
批
判
的
に
摂
取
・
継
承
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宣
長
が
採
っ
た
古
典
解
釈
に
お
け
る
語
の
意
味

理
解
法
は
、﹁
語
の
意
味
の
研
究
は
そ
の
語
を
使
用
し
た
話
者
の
思
想
に
還

る
こ
と
﹂
で
あ
り
、﹁
あ
た
え
ら
れ
た
語
の
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
用
例
用

法
の
蒐
集
の
上
に
立
っ
て
、
語
の
意
味
を
帰
納
的
に
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ

と
で
あ
る
。﹂［
時
枝1936a; 1973: 208-212

］
や
や
詳
し
く
引
け
ば
、﹁
語

を
分
解
法
に
よ
ら
ず
、
又
本
義
正
義
に
槌
ら
ず
、
そ
れ
自
身
を
不
可
分
の
統

一
体
と
し
て
、
用
例
に
基
き
、
帰
納
的
に
語
の
意
味
を
決
定
し
よ
う
と
す
る

態
度
﹂
で
あ
り
、
同
時
に
、﹁
一
時
代
に
お
け
る
意
味
の
静
態
的
研
究
﹂［
時

枝1936a; 1973: 209-212

］
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
枝
に
拠
れ
ば
、
宣
長
の

帰
納
的
な
分
析
方
法
に
は
、
活
用
形
や
職
能
の
観
点
か
ら
意
味
の
差
別
相
を

認
識
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
統
語
論
的
究
明
の
弱
さ
を
克
服
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す
る
に
は
、
意
味
の
差
別
が
何
等
か
の
類
別
に
対
応
し
て
現
れ
て
く
る
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
類
別
に
応
じ
て
意
味
を
分
類
整
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
時
枝
は
言
う
。
重
要
な
論
拠
で
あ
る
の
で
、
長
く
な
る
が
厭
わ
ず
引
い
て

お
こ
う
。

﹁
即
ち
意
味
の
差
別
は
、
用
例
の
何
等
か
の
類
別
に
対
応
し
て
現
れ
て

来
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
若
し
そ
う
い
う
事
実
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
用

例
の
類
別
は
、
如
何
な
る
事
実
に
基
く
類
別
な
の
で
あ
る
か
。
私
は
こ
の

探
索
の
歩
み
を
大
胆
に
進
ま
せ
る
為
に
、
更
に
こ
の
類
別
の
基
礎
事
実
に

就
い
て
想
定
を
試
み
る
な
ら
ば
、
想
像
さ
れ
る
こ
と
は
、
語
の
用
例
の
類

別
は
、
一
は
そ
の
語
の
職
能
上
の
別
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
一
の
形
容
詞
が
、
述
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場

合
、
修
飾
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合

等
に
意
味
の
差
別
が
起
こ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。︵
以
上
は
、
接
続
あ

る
い
は
活
用
の
問
題
︶
そ
の
二
は
、
与
え
ら
れ
た
語
と
、
そ
れ
と
密
接
な

関
係
に
於
か
れ
て
居
る
語
と
の
関
係
、
例
え
ば
、
一
の
形
容
詞
が
述
語
と

し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
な
ら
ば
、
そ
の
主
語
と
の
関
係
に
於
い
て
、
修
飾

語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
な
ら
ば
、
そ
の
修
飾
語
と
の
関
係
に
お
い
て

意
味
の
差
別
が
起
こ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。︵
以

上
は
位
格
の
異
同
と
い
う
問
題
︶
語
の
用
法
の
類
別
は
、
猶
別
の
事
実
を

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
更
に
深
い
国
語
の
現
象
に
対

す
る
洞
察
に
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
に
対
応

す
る
意
味
の
差
別
を
、私
は
仮
に
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
と
名
付
け
て
、

か
く
の
如
き
体
系
的
組
織
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
を
目
標
と
し
て
、
そ
の

実
証
的
な
調
査
を
試
み
て
見
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る

︵
７
︶。﹂︵

括
弧
内
に
記
し

た
注
記
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
︶［
時
枝1936a; 1973: 213-214

］

こ
の
論
述
箇
所
で
は
、
意
味
分
析
と
統
語
構
造
分
析
と
の
統
一
的
な
取
り

扱
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
用
例
は
二
つ
の
統
語
的
な
関
係
、
即
ち
接
続
関

係
と
位
格

︵
８
︶

と
に
よ
っ
て
類
別
さ
れ
、
類
別
用
例
か
ら
、
他
の
意
味
と
は
差
別

さ
れ
る
語
の
意
味
の
特
殊
相
が
認
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
意

味
の
特
殊
相
は
、
あ
る
統
語
的
な
特
質
、
即
ち
型
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

第
二
節　

帰
納
的
意
味
分
析
の
方
法

時
枝
自
身
が
採
っ
た
帰
納
的
分
析
の
方
法
は
、
す
で
に
﹁
古
典
解
釈
の
方

法
│
さ
る
は
を
中
心
と
し
て
│
﹂︵
一
九
三
三
年
︶
お
よ
び
そ
の
前
に
刊
行

さ
れ
た
論
稿
﹁
源
氏
物
語
帚
木
巻
冒
頭
の
解
釈
│
さ
る
は
の
語
義
用
法
に
基

い
て
│
﹂︵
一
九
三
三
年
︶
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、①
古
語
﹁
さ

る
は
﹂
に
つ
い
て
、﹁
蒐
集
し
た
も
の
を
帰
納
的
に
見
渡
し
て
見
た
が
何
等

の
結
論
を
も
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。﹂、
②
そ
こ
で
、﹁
同
類
と
見
ら

れ
る
用
例
を
選
り
分
け
る
作
業
を
試
み
た
。﹂
③
語
の
意
義
用
法
に
﹁
大
き

な
類
別
が
あ
る
事
を
見
出
し
た
。﹂、
④
見
い
だ
し
た
類
別
を
範
疇
と
し
て
用

い
て
用
例
を
分
類
し
た
、
⑤
こ
の
分
類
結
果
に
よ
っ
て
語
の
多
義
を
﹁
一
つ

の
概
念
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
﹂
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
時
枝
に
よ
る
意
味
分
析
過
程
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
る
。
①
の
手
法
と
は
、
お
そ
ら
く
、
多
義
語
に
つ
い
て
そ
の
場
そ
の
場
で

そ
こ
に
最
適
で
あ
る
意
味
を
採
用
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
語
義
解
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釈
の
手
法
を
踏
襲
し
て
用
例
間
に
お
け
る
何
等
か
の
規
則
性
を
見
い
だ
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
判
断
根
拠
無
き
主
観
的
方
法
と
し
て
批
判

し
た
伝
統
的
解
釈
法
を
採
っ
た
意
味
は
、
こ
の
従
来
手
法
で
は
多
義
を
一
義

に
絞
る
客
観
的
根
拠
は
見
出
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
②
の
用
例
間
に
類
同
性
を
見
出
す
と
い
う
方
法
で
は
、⑴﹁
さ

る
は
﹂
を
含
む
文
ま
た
は
節
お
よ
び
前
後
の
文
ま
た
は
節
に
お
い
て
は
理
由

を
云
々
す
る
語
は
な
い
と
い
う
語
彙
的
特
徴
を
認
定
す
る
と
共
に
、
⑵
そ
の

文
間
あ
る
い
は
節
間
の
論
理
関
係
を
、
相
反
現
象
の
同
時
並
立
と
推
定
す
る

と
い
う
手
順
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
帰
納
的
分
析
の
諸
手
順
が
実
施
さ
れ

て
、
③
の
類
別
と
し
て
、﹁
さ
る
は
﹂
を
含
む
文
の
構
造
に
は
、
逆
態
法
︵
相

反
す
る
二
つ
の
事
柄
が
両
立
す
る
︶
の
表
現
の
有
無
と
い
う
点
に
違
い
が
あ

る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
④
の
分
類
が
可
能
に
な
り
、
妥
当
な

意
味
解
釈
の
客
観
的
根
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
や
詳
し
く
言
う
な
ら

ば
、﹁
さ
る
は
﹂
の
意
味
用
法
は
、
甲
類
︵﹁
さ
る
は
﹂
の
次
に
逆
態
法
の
叙

述
を
含
む
文
を
伴
う
場
合
︶
と
乙
類
︵﹁
さ
る
は
﹂
の
次
に
逆
態
法
の
叙
述

を
含
む
文
を
伴
わ
な
い
場
合
︶
と
に
分
類
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
二
分
類

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
﹁
さ
る
は
﹂
に
同
一
概
念
の
存
在
を
認
定
で
き
、
こ

の
同
一
概
念
と
職
能
と
に
よ
っ
て
、
個
別
用
例
に
於
け
る
妥
当
な
意
味
解
釈

の
客
観
的
根
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

時
枝
は
１
３
２
の
用
例
に
つ
い
て
綿
密
な
分
析
と
解
釈
と
を
、
右
に
示
し

た
一
九
三
三
年
の
二
つ
の
論
稿
に
お
い
て
列
挙
し
て
い
る
が
、こ
の
列
述
は
、

も
ち
ろ
ん
、
右
に
概
括
し
た
帰
納
的
分
析
の
方
法
を
用
い
て
得
ら
れ
た
分
析

結
果
を
、
論
証
過
程
に
配
置
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
帰
納
的
分
析
の
過
程
そ

の
も
の
で
は
な
い
。
挙
げ
ら
れ
た
用
例
は
、
分
類
体
系
を
示
す
例
証
と
し
て

配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
体
系
的
組
織
﹂の
論
稿
に
お
い
て
は
、

１
６
２
の
用
例
を
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
事
例
の
よ
う
に
、
実
に
多
数

の
用
例
を
綿
密
に
分
析
し
て
い
る
。
時
枝
の
学
説
が
地
道
な
作
業
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
多
数
用
例
を
一
覧
可
能
に
す
る
情
報
処
理

技
術
を
用
い
る
用
例
分
析
で
は
、
時
枝
の
用
例
は
物
の
数
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
し
、
統
計
的
な
分
析
に
と
っ
て
は
標
本
数
の
不
足
と
い
う
問
題
点
を

は
ら
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
処
理
さ
れ
る
多
数
標
本
は

一
つ
一
つ
が
内
省
分
析
の
対
象
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
内
容
面
が
捨
象
さ

れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
意
味
分
析
が
な
し
え
な
い
。
意
味
分
析
が
可
能
で
あ
る

た
め
に
は
、
時
枝
の
帰
納
的
分
析
の
手
順
の
如
く
、
一
文
一
文
に
お
け
る
語

の
意
味
的
類
別
と
統
語
的
類
型
と
を
認
定
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

自
明
で
あ
る
。

こ
う
し
た
帰
納
的
分
析
に
よ
る
発
見
の
方
法
と
分
類
原
理
の
設
定
と
が
、

﹁
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
﹂
の
論
稿
に
お
け
る
形
容
詞
の
意
味
分
析
に
も

適
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
次
章
に
て
観
て
い
く
。

な
お
以
下
で
は
、
連
体
形
あ
る
い
は
連
体
節
が
表
す
事
柄
と
主
節
が
表
す

事
柄
が
相
反
す
る
関
係
に
あ
る
と
き
、
こ
の
関
係
を
時
枝
説
に
従
っ
て
﹁
逆

態
﹂
と
呼
ぶ
が
、﹁
相
反
﹂
ま
た
は
﹁
逆
条
件
﹂
と
言
い
換
え
る
と
き
も
あ
る
。

第
二
章　

形
容
詞
述
語
文
の
意
味
分
析

一
九
三
六
年
の
三
つ
の
形
容
詞
意
味
分
析
の
論
文
、﹁
体
系
的
組
織
﹂
の

論
稿
、
お
よ
び
同
論
稿
に
続
い
て
同
一
九
三
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
つ
の
論
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稿
、﹁
国
語
の
品
詞
分
類
に
つ
い
て
の
疑
点
﹂、﹁
形
容
詞
形
容
動
詞
の
連
用

形
に
於
け
る
述
語
格
と
副
詞
格
と
の
識
別
に
つ
い
て

︵
９
︶﹂

に
お
い
て
、
形
容
詞

の
意
味
分
析
を
時
枝
は
提
示
し
て
い
る
。そ
の
分
析
方
法
は
、﹁
体
系
的
組
織
﹂

の
論
稿
中
の
本
論
﹁
語
の
意
味
の
理
解
の
前
提
と
な
る
種
々
の
言
語
現
象
の

観
察
﹂
の
章
建
て
が
直
裁
に
示
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
こ
に
引
い
て

お
こ
う
。

一　

形
容
詞
の
主
語
と
対
象
語

二　

形
容
詞
の
情
意
性
意
味
と
状
態
性
意
味

三　

対
象
語
と
形
容
詞
の
意
味
の
関
係

四　

 

形
容
詞
の
述
語
格
と
副
詞
格
と
の
間
に
存
す
る
意
味
の
差
別
、
特
に

誤
ら
れ
易
い
連
用
形
に
つ
い
て

五　

連
用
形
副
詞
格
に
類
似
す
る
話
者
の
情
意
の
表
現
法

六　

形
容
詞
の
修
飾
格
、
及
び
述
語
格
を
保
持
す
る
形
容
詞
の
連
体
形

一
及
び
二
が
意
味
分
析
の
方
法
的
前
提
で
あ
り
、
一
が
統
語
論
的
な
前
提
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
二
は
意
味
論
的
な
前
提
で
あ
る
。
そ
し
て
三
が
、
意

味
と
統
語
と
を
統
一
的
に
分
析
す
る
視
座
の
設
定
で
あ
る
。
四
以
下
が
、
意

味
論
的
＝
統
語
論
的
な
分
析
の
具
体
的
内
容
を
論
述
す
る
部
分
で
あ
る
。
一

及
び
二
に
お
い
て
方
法
的
前
提
と
し
て
導
入
さ
れ
た
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
は
、

四
以
下
の
分
析
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

上
記
章
建
て
が
示
す
と
こ
ろ
、﹁
対
象
語
﹂
と
い
う
文
法
範
疇
お
よ
び
、

そ
し
て﹁
情
意
性
意
味
と
状
態
性
意
味︶

₁₀
︵

﹂と
い
う
二
つ
の
意
味
的
範
疇
に
よ
っ

て
用
例
を
類
別
し
て
語
の
意
味
と
用
法
と
を
一
体
と
し
て
把
握
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
カ
テ
ゴ
リ
は
、
帰
納
的
分
析
の
結
果
に
お
い
て
得
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
分
類
原
理
と
し
て
予
め
設
定
さ
れ
た
う
え
で
、
形
容
詞

の
意
味
分
析
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
学
問
の
叙
述
方
法
に
沿
っ
た
論

述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
、
形
容
詞
意
味
分
析
の
方
法

に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。

第
一
節　

文
法
範
疇
「
対
象
語
」
の
措
定
に
よ
る
意
味
分
析

時
枝
は
、﹁
体
系
的
組
織
﹂
を
執
筆
し
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
情
意
の

対
象
あ
る
い
は
機
縁
と
な
る
語
を
﹁
対
象
語
﹂
と
名
付
け
た
。﹁
対
象
語
﹂

と
い
う
文
法
範
疇
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
こ
の
論
稿
に
お
い
て
初

め
て
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
法
範
疇
の
導
入
に
よ
っ
て
、
形
容

詞
の
意
味
分
析
が
一
気
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

狼
は
恐
ろ
し
い

母
恋
し

こ
れ
ら
例
文
に
つ
い
て
、﹁
体
系
的
組
織
﹂
の
論
稿
に
お
い
て
時
枝
は
こ

う
い
っ
て
い
る
、﹁
狼
、
母
は
夫
々
恐
ろ
し
い
、
恋
し
の
主
語
で
な
く
、
そ

れ
ら
の
感
情
の
機
縁
と
な
り
対
象
と
な
る
語
で
あ
る
。
主
語
は﹁
彼
﹂か﹁
私
﹂

か
、
と
も
か
く
右
の
感
情
の
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂［
時
枝1936a,  

1973: 216-217

］。
以
下
、
同
論
稿
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
て
観
て
い
く
。

﹁
体
系
的
組
織
﹂
の
論
稿
に
お
い
て
、
時
枝
は
、﹁
対
象
語
﹂
を
措
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
以
下
の
事
柄
を
明
ら
か
に
し
た
。

①
﹁
情
意
の
主
体
に
所
属
す
る
情
意
的
意
味
︵
Ｂ
︶
と
、
対
象
の
属
性
に

所
属
す
る
状
態
性
意
味
︵
Ａ
︶
と
の
二
面
を
併
有
﹂
す
る
形
容
詞
の
用

法
を
類
別
で
き
る
こ
と
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②
﹁
主
語
│
形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
︵
Ⅰ
︶
を
採
る
と
き
、
形
容
詞
は
状

態
性
︵
Ａ
︶
を
表
し
、﹁
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
︵
Ⅱ
︶
を

採
り
︵
主
語
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
︶
と
き
、形
容
詞
は
情
意
性
︵
Ｂ
︶

を
表
す
こ
と

時
枝
に
よ
れ
ば
、﹁
私
は
こ
の
本
が
面
白
い
﹂
と
い
っ
た
文
に
お
い
て
は
、

﹁
面
白
い
﹂
は
﹁
私
﹂
の
感
情
を
表
す
と
と
も
に
、
面
白
み
と
い
う
属
性
を

備
え
る
﹁
こ
の
本
﹂
が
感
情
の
対
象
で
あ
る
と
解
釈
し
て
、当
該
の
文
が
﹁
主

語
│
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
﹂
の
型
を
な
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、﹁
彼
は
面
白
い
﹂
と
い
っ
た
文
型
に
お
い
て
は
、そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。

一
方
で
、﹁
私
﹂
と
い
う
主
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
視
る
と
す
る
な
ら
ば
、

﹁
彼
﹂
と
は
私
に
﹁
面
白
い
と
い
う
感
じ
を
起
こ
さ
せ
た
対
象
で
あ
り
機
縁
﹂

［ibid.: 216

］
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
は
、﹁
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
﹂
の
Ⅱ
型

を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、﹁
彼
﹂
を
主
語
と
視
る
な
ら
ば
、

Ⅰ
型
の
文
型
で
あ
り
﹁
面
白
い
﹂
は
﹁
彼
﹂
の
性
格
た
る
滑
稽
さ
な
ど
の
属

性
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
文
型
︵
Ⅰ
／
Ⅱ
︶
と
意
味
︵
Ａ
／
Ｂ
︶﹁
と

の
類
別
に
基
い
て
、﹁
対
象
語
の
位
置
に
あ
る
も
の
を
主
語
と
す
る
時
は
︵
Ⅰ

型
︶、
そ
の
述
語
的
形
容
詞
は
、
対
象
の
属
性
を
示
す
状
態
性
意
味
︵
Ｂ
︶

の
み
を
以
て
解
釈
す
る
。﹂［ibid.: 220

］
と
の
知
見
を
得
た
の
で
あ
る
。

③
﹁
気
持
ち
を
表
す
意
味
と
、
状
態
を
表
す
意
味
と
が
合
体
し
て
一
語
を

以
て
表
さ
れ
る
﹂
⑴
と
共
に
、
感
情
主
体
の
気
持
ち
を
表
す
語
と
、
感

情
の
対
象
あ
る
い
は
感
情
の
機
縁
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
状
態

を
表
す
対
象
語
と
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
⑵
を
指
摘
し
て
い

る
こ
と

前
者
⑴
に
つ
い
て
は
、以
下
に
示
す
図
一［
時
枝1973: 219

］よ
っ
て︵
Ⓐ
・

Ⓑ
と
ギ
リ
シ
ャ
文
字
記
号
お
よ
び
囲
み
線
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
︶、
形
容

詞
の
意
味
分
布
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
示
し
て
い
る
。
一
端
に
は
、﹁
対
象
所
属

の
状
態
性
意
味
﹂
Ⓐ
を
表
す
語
︵
高
い
・
低
い
。・
赤
い
・
深
い
・
太
い
な

ど
の
α
群
︶
を
配
し
、
他
端
に
は
﹁
情
意
の
主
体
に
所
属
の
情
意
性
意
味
﹂

Ⓑ
︵
恥
ず
か
し
い
・
望
ま
し
い
・
ほ
し
い
・
恋
し
い
な
ど
γ
群
︶
を
表
す
語

を
配
し
て
、
両
端
の
中
間
帯
︵
β
群
︶
に
は
、
両
方
の
意
味
を
含
む
語
︵
に

く
ら
し
い
・
面
白
い
・
を
か
し
い
・
淋
し
い
・
暑
い
・
恐
ろ
し
い
︶
を
据
え

置
く
こ
と
で
、
二
つ
の
意
味
カ
テ
ゴ
リ
ー
︵
後
に
三
つ︶

₁₁
︵

︶
に
よ
る
形
容
詞
の

分
類
体
系
を
示
し
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
こ
の
形
容
詞
の
意

味
分
類
体
系
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
時
枝
は
現
代
語
の
形
容
詞
を
図

中
に
示
し
て
い
る
が
、
実
際
に
用
例
分
析
を
重
ね
て
い
る
の
は
古
語
で
あ
っ

て
、後
述
す
る
古
語
の
形
容
詞
﹁
を
か
し
﹂
の
意
味
分
析
で
触
れ
る
よ
う
に
、

古
語
と
現
代
語
と
の
意
味
的
差
異
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
古
語
に
お
け
る
意
味
ス
ペ
ク
ト
ル
は
別
途
、
考
案
す
べ
き
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
時
枝
の
採
っ
た
意
味
分
析
の
方
法
を
整
理
し
て
お
く
。

一　

ま
ず
対
象
語
を
措
定
し
て
の
、
形
容
詞
述
語
文
の
用
例
間
の
比
較
対

照
に
お
い
て
、
当
該
形
容
詞
の
表
す
意
味
は
状
態
的
の
み
で
な
く
情
意

的
も
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

二　

形
容
詞
の
意
味
決
定
は
﹁
最
初
か
ら
主
語
を
決
定
せ
ず
、
情
意
性
の

も
の
か
、
状
態
性
の
も
の
か
を
目
標
と
し
て
主
語
を
想
定
し
つ
つ
そ
の

意
味
を
帰
納
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。古
典
の
文
面
の
解
釈
に
於
い
て
、

こ
の
二
の
意
味
の
観
念
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
主
語
の
想
定
と
相
俟
っ
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て
、
古
典
の
理
解
を
散
漫
よ
り
防
ぐ
必
要
な
武
器
で
あ
る
と
思
ふ
。﹂

三　

古
典
用
例
か
ら
の
帰
納
的
分
析
に
お
い
て
、
日
本
語
の
あ
る
種
の
形

容
詞
に
は
意
味
の
二
面
が
あ
り
、﹁
気
持
ち
を
表
す
意
味
と
、
状
態
を

表
す
意
味
と
が
合
体
し
て
一
語
を
以
て
表
さ
れ
る
﹂
こ
と
を
見
出
し
、

こ
の
現
象
を
日
本
語
形
容
詞
の
特
質
と
し
て
把
握
す
る
。

四　

多
く
の
形
容
詞
は
二
面
の
意
味
を
表
し
、﹁
状
意
性
意
味
は
そ
の
情

意
の
主
体
に
属
し
、
情
態
性
意
味
は
、
対
象
の
属
性
に
所
属
﹂
す
る
。

第
二
節　

対
象
語
と
形
容
詞
と
の
意
味
関
係

─�

「
対
象
語
─
形
容
詞
述
語
」
に
お
け
る
感
情
の
対
象
と
感
情
の
機
縁
と

の
区
別
─

　

感
情
の
対
象
あ
る
い
は
機
縁
と
な
る
の
は
、
コ
ト
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
で
あ
る
。

西
尾
［1982

：90

］
に
よ
れ
ば
、
万
葉
集
の
傾
向
と
し
て
、
①
感
情
形
容
詞

の
対
象
に
な
る
の
は
実
体
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
実
体
を
包
含
し

た
コ
ト
で
あ
る
が
、
対
象
へ
の
志
向
性
の
つ
よ
い
感
情
を
あ
ら
わ
す
感
情
形

容
詞
︵
愛か
な

し
・
な
つ
か
し
・
憎
し
︶
の
述
語
文
で
は
、
実
体
を
あ
ら
わ
す
具

体
名
詞
が
対
象
語
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
②
﹁
実
体
で
は
な
く
、
コ
ト
が
対

象
語
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
の
い
ろ
い
ろ
な
様
式
﹂［ibid

：91

］
と
し

て
は
、
⒜
﹁
恋
・
旅
・
よ
の
な
か
﹂
な
ど
の
抽
象
名
詞
が
対
象
語
、
⒝
用
言

や
活
用
連
語
の
名
詞
化
さ
れ
た
も
の
が
対
象
語
︵
特
に
ク
語
法
︶、
⒞
用
言

の
連
体
形
が
い
わ
ゆ
る
﹁
準
体
言
﹂
と
し
て
用
い
ら
れ
た
対
象
語
、
⒟
﹁
感

情
の
対
象
や
機
縁
に
な
る
も
の
﹂が︶

₁₂
︵

条
件
句
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
場
合
︶

そ
の
一
つ
と
し
て
感
情
の
な
り
た
つ
情
況
が
﹁
動
詞
已
然
形
＋
ば
﹂
の
形
を

も
つ
条
件
句
、
以
上
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
、
感
情
の
対
象
あ
る
い
は

機
縁
が
﹁
準
体
言
﹂
の
用
法
で
表
現
さ
れ
る
場
合
⒞
と
い
う
の
が
、
次
章
で

言
及
す
る
連
体
形
の
一
用
法
で
あ
る
。

次
章
で
は
、
こ
の
西
尾
分
類
も
斟
酌
し
て
、
対
象
語
│
情
意
の
形
容
詞
述

語
の
文
型
に
お
い
て
、
感
情
の
対
象
あ
る
い
は
機
縁
が
、
①
コ
ト
で
表
現
さ

れ
る
の
か
、
モ
ノ
で
表
現
さ
れ
る
の
か
、
ヒ
ト
で
表
現
さ
れ
る
の
か
、
⒝
情

意
の
対
象
と
し
て
、
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
コ
ト
が
意
味
的
に
整
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
、
②
コ
ト
で
表
さ
れ
る
場
合
、
⒜
抽
象
名
詞
の
コ
ト
、
⒝
用
言
や
活
用

図一　時枝 1936 による形容詞の意味分類
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連
語
の
名
詞
化
さ
れ
た
コ
ト
、
⒞
連
体
形
の
体
言
化
に
よ
る
コ
ト
、
以
上
の

い
ず
れ
な
の
か
、
以
上
の
分
類
観
点
に
立
ち
つ
つ
、﹁
対
象
語
│
情
意
の
形

容
詞
述
語
﹂
の
文
を
中
心
に
、
そ
の
用
法
を
観
て
い
く
。
た
だ
し
、
万
葉
時

代
︵
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
前
期
中
期
︶
に
お
け
る
対
象
語
の
傾
向
分

析
が
、
そ
の
ま
ま
源
氏
物
語
︵
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
頭
︶
に
も
妥
当

す
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
西
尾
の
分
類
観
点
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
古
語
に
お
け
る
コ
ト
と
モ
ノ
と
は
、
概
念
的
に
截
然
と
区
別
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
根
来
［1973:3-20

］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
コ
ト

に
対
す
る
感
情
が
﹁
も
の
あ
は
れ
﹂
と
表
現
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
根
来
に

よ
れ
ば
﹁
源
氏
物
語
の
な
か
に
は
﹃﹁
も
の
﹂
形
容
詞
が
三
十
四
種

二
百
七
十
七
例
、﹁
も
の
﹂
形
容
動
詞
が
二
十
六
種
百
二
十
八
例
﹄
と
頻
度

が
高
く
、
接
頭
辞
に
転
化
し
て
形
容
詞
や
い
わ
ゆ
る
形
容
動
詞
を
作
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、﹁
夜
深
き
鶏
の
声
の
聞
え
た
る
も
、も
の
あ
は
れ
な
り
。﹂︵﹁
源

氏
﹂︶
若
菜
上
﹂
と
い
う
よ
う
に
、
場
面
︵
深
夜
の
静
寂
︶
に
お
い
て
、
何

か
の
コ
ト
を
機
縁
と
し
て
、
漠
と
し
た
心
の
有
様
が
起
こ
る
、
こ
れ
を
﹁
も

の
あ
は
れ
﹂
と
表
す
。
こ
の
よ
う
に
感
情
対
象
が
漠
と
し
て
お
り
感
情
と
の

関
係
も
截
然
と
は
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
主
客
が
融
合
し
て
い
る
表
現
で
あ

ろ
う
。
現
代
語
に
お
い
て
も
﹁
も
の
悲
し
い
﹂
と
い
っ
た
感
情
語
が
あ
り
、

場
面
に
お
け
る
感
情
表
出
の
表
現
は
、
対
象
と
感
情
と
が
融
合
す
る
日
本
語

表
現
の
特
質
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
踏
み
込
ま
な
い
。

第
三
節　

�

対
象
的
因
果
的
な
感
情
惹
起
の
表
現
と
内
的
自
省
的
な
感
情
生
起

の
表
現

﹁
体
系
的
組
織
﹂
の
論
稿
に
お
い
て
時
枝
は
対
象
語
と
感
情
形
容
詞
と
の

媒
介
的
な
結
び
付
き
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。﹁
虎
は
恐
ろ
し
い
﹂

に
お
い
て
は
、﹁
虎
の
持
つ
属
性
が
直
ち
に
恐
ろ
し
い
と
い
う
情
意
に
対
応
﹂

し
て
お
り
、対
象
語
と
形
容
詞
の
意
味
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。一
方
、﹁
或

る
対
象
を
機
縁
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
起
こ
る
種
々
な
想
像
思
惟
を
仲
介
と
し

て
結
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
﹂
と
分
析
し
、﹁
従
っ
て
全
く
矛
盾
し
た
様
な
対

象
と
感
情
の
結
合
や
、
又
距
離
の
非
常
に
懸
離
れ
た
︵
対
象
と
、
感
情
と
の
︶

結
付
き
を
な
し
て
居
る
こ
と
が
存
在
す
る
。﹂［
時
枝1936a; 1973

：223

］︵
括

弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
︶
と
の
知
見
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同

論
稿
で
は
、﹁
対
象
語
│
情
意
の
形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
︵
Ⅱ
︶
に
お
い
て
は
、

︵
Ⅱ
ａ
︶
対
象
語
が
感
情
の
直
接
的
な
対
象
を
表
す
も
の

︵
Ⅱ
ｂ
︶
対
象
語
が
感
情
の
機
縁
を
表
す
も
の

こ
の
両
者
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

同
論
稿
で
は
、
対
象
語
が
感
情
の
機
縁
を
表
す
古
文
用
例
、
即
ち
対
象
語

が
感
情
の
媒
介
的
な
対
象
を
表
す
も
の
︵
Ⅱ
ｂ
︶
を
採
り
上
げ
て
、
対
象
に

つ
い
て
の
想
像
や
思
考
の
作
用
に
媒
介
さ
れ
て
感
情
が
起
こ
る
と
い
う
表
現

意
識
の
過
程
に
言
及
し
て
い
る
。
媒
介
的
な
関
係
は
﹁
全
く
そ
の
場
合
に
於

け
る
主
観
と
対
象
と
の
特
殊
な
る
意
味
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
﹂
の
で
あ

る
が
、
特
殊
な
る
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
文
用
例
の
個
別
具
体
的
に
分
析
す

る
こ
と
に
と
ど
ま
り
踏
み
込
ん
だ
意
味
関
係
分
析
は
呈
示
さ
れ
て
い
な
い

し
、
後
に
時
枝
が
解
明
し
た
場
面
論
［
時
枝1938a, 1940

］
を
踏
ま
え
て
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い
る
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
は
具
体
的
分
析
に
含
ま
れ
る
積

極
的
な
知
見
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

﹁
形
容
詞
の
意
味
す
る
も
の
が
、
対
象
語
の
属
性
を
意
味
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
対
象
を
機
縁
と
し
て
、
そ
れ
に
就
い
て
更
に
想
像
思
惟
が
起
こ
り
、

そ
の
上
に
構
成
さ
れ
る
主
観
の
情
意
を
表
し
て
居
る
﹂［
時
枝1936a; 1973: 

225

］︵
Ⅱ
ｂ
︶
と
い
う
。
対
象
と
情
意
と
の
心
理
的
距
離
が
遠
い
事
例
に
つ

い
て
い
く
つ
か
例
文
を
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、﹁
苦
し
か
っ
た
昔
が

な
つ
か
し
い
﹂
と
い
う
例
文
を
挙
げ
、
苦
し
か
っ
た
昔
を
機
縁
と
し
て
、﹁
全

然
反
対
の
感
情
を
惹
起
こ
し
、
或
は
、
対
象
を
仲
介
と
し
て
、
新
し
い
思
惟

に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
感
情
で
あ
る
。﹂︵1973: 223

︶
と
解
釈
し
て
い
る
。
少

し
補
足
す
れ
ば
、
苦
し
か
っ
た
昔
と
な
つ
か
し
い
と
い
う
感
情
と
は
、
意
味

的
に
隔
絶
し
て
お
り
心
理
的
距
離
が
遠
い
。

し
か
し
、
本
例
な
ど
に
つ
い
て
の
時
枝
分
析
で
は
心
理
過
程
に
傾
い
て
い

る
が
、
認
識
＝
表
現
の
過
程
と
し
て
把
握
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
体
に

か
か
っ
た
困
難
に
対
す
る
﹁
苦
し
か
っ
た
﹂
と
い
う
認
識
と
そ
の
表
現
が
あ

り
、
そ
の
感
性
的
な
認
識
を
モ
メ
ン
ト
と
し
て
惹
起
し
た
感
情
を
、﹁
な
つ

か
し
﹂
と
い
う
情
意
の
形
容
詞
で
表
現
し
た
、
こ
の
認
識
＝
表
現
の
過
程
は

お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
上
で
、
言
語
分
析
の
基
本
で
あ
る
意

味
的
＝
統
語
的
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
分
析
上
の
課
題
は
、
連
体
修
飾

の
﹁
苦
し
い
﹂
と
い
う
情
意
の
形
容
詞
と
主
節
の
﹁
な
つ
か
し
﹂
と
い
う
情

意
の
形
容
詞
と
の
意
味
的
不
整
合
に
つ
い
て
の
究
明
で
あ
る
。対
象
語
は﹁
苦

し
か
っ
た
昔
︵
の
こ
と
︶﹂
と
い
う
コ
ト
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
と
観
て
、﹁
そ

の
コ
ト
を
懐
古
す
る
と
﹂
と
い
う
条
件
法
に
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、﹁
対

象
語
︵
コ
ト
︶
│
情
意
の
形
容
詞
﹂
と
い
う
文
型
に
お
い
て
、﹁
苦
し
い
﹂

と
﹁
な
つ
か
し
い
﹂
と
が
意
味
的
に
矛
盾
を
き
た
す
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す

る
に
は
﹁
苦
し
い
﹂
と
﹁
な
つ
か
し
い
﹂
と
の
間
に
相
反
関
係
が
あ
る
こ
と

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹁
昔
は
苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
今
と
な
っ
て
は
、

な
つ
か
し
い
﹂
と
逆
態
に
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
︵
相
反
関
係
に
あ
る

現
代
語
事
例
は
、
第
五
章
第
三
節
を
参
照
︶。

続
く
事
例
と
し
て
源
氏
物
語
か
ら
、
対
象
語
と
情
意
の
形
容
詞
と
の
︵
心

理
的
︶
距
離
は
少
し
も
緊
密
で
は
な
い
諸
例
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
一
つ
だ

け
引
用
す
る
。

明
け
行
く
空
も
は
し
た
な
く
て
、
殿
へ
お
は
し
ぬ

時
枝
の
解
釈
は
、
以
下
の
と
お
り
。

 

は
し
た
な
く
て
と
い
う
情
意
性
意
味
は
、
明
け
行
く
空
の
属
性
と
は
理
解

さ
れ
な
い
。
情
意
の
主
体
が
明
け
行
く
空
と
い
う
対
象
に
対
し
て
構
成
さ

れ
る
特
殊
な
る
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
明

け
行
く
空
に
よ
っ
て
、
人
に
見
ら
れ
る
と
か
、
我
身
の
姿
が
顕
に
な
る
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
事
実
が
中
間
に
思
惟
と
し
て
介
在
し
て
居
る
に
も
拘
は

ら
ず
、
話
者
の
意
識
と
し
て
は
、
単
に
明
け
行
く
空
と
は
し
た
な
し
と
い

う
感
情
の
対
応
が
意
識
の
焦
点
に
顕
は
れ
た
事
を
意
味
す
る
［ibid.: 

223

］。

こ
の
時
枝
解
釈
に
踏
ま
え
て
、
本
例
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
形

容
詞
﹁
は
し
た
な
し
﹂
が
表
す
情
意
の
対
象
は
、
ヒ
ト
の
行
為
︵
コ
ト
︶
と

考
え
ら
れ
る
。
同
時
代
の
﹃
枕
草
子
﹄
に
あ
る
例
文
﹁
は
し
た
な
き
も
の
。

異
人
を
呼
ぶ
に
、
わ
れ
ぞ
と
さ
し
出
で
た
る
。﹂
に
観
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
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為
︵
コ
ト
︶
に
対
し
て
体
裁
が
悪
い
と
い
う
情
意
を
、﹁
は
し
た
な
し
﹂
は

表
す
。
こ
の
意
味
か
ら
す
る
と
、
情
意
の
対
象
に
﹁
空
﹂
が
措
か
れ
る
の
は

不
整
合
を
き
た
す
。
対
象
語
﹁
明
け
行
く
空
﹂
と
情
意
の
形
容
詞
﹁
は
し
た

な
し
﹂
と
は
意
味
的
に
疎
遠
で
あ
る
。﹁
空
│
│
情
意
﹂
と
い
う
意
味
的
不

整
合
を
許
す
根
拠
は
な
に
か
。
そ
れ
は
、
思
惟
の
媒
介
で
あ
る
と
時
枝
は
観

て
い
る
。
想
い
う
か
べ
ら
れ
た
コ
ト
を
対
象
と
し
て
感
情
が
起
こ
る
と
い
う

媒
介
的
な
過
程
と
時
枝
は
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
こ
こ

は
、
思
惟
の
介
在
に
も
拘
わ
ら
ず
感
情
の
対
応
が
表
現
意
識
の
焦
点
に
顕
れ

た
と
い
う
矛
盾
を
見
極
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
き
、
若
干
検
討
し

よ
う
。

夜
明
け
の
場
面
が
自
分
の
身
を
省
み
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に
話
者
を
措

い
た
の
で
あ
り
、場
面
に
お
け
る
内
省
を
モ
メ
ン
ト
と
し
て
﹁
は
し
た
な
し
﹂

と
い
う
感
情
が
起
こ
っ
た
と
視
る
と
、
感
情
の
対
象
は
話
者
た
る
自
己
な
の

で
あ
る
。
こ
の
自
己
意
識
を
話
者
は
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
本
用
例
で
は
、
何
か
の
コ
ト
を
機
縁
と
し
て
起
こ
る
感
情
の
表
現

で
は
な
く
、
場
面
に
置
か
れ
た
話
者
の
自
己
意
識
の
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
れ

を
﹁
は
し
た
な
し
﹂
と
表
し
て
い
る
と
見
立
て
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
対
象

は
自
己
で
あ
る
か
ら
、
外
的
起
因
の
感
情
で
は
な
く
内
発
的
な
感
情
と
い
え

よ
う
。
約
め
て
言
え
ば
、
対
象
│
感
情
と
い
う
表
現
構
造
で
は
な
く
、
場
面

的
な
表
現
構
造
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
対
象
的
・
因
果
的
な
感
情
惹
起

の
表
現
と
、
内
的
・
自
省
的
な
感
情
生
起
の
表
現
と
は
、
文
型
は
同
じ
で
も

区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
場
面
論
に
踏
ま
え
て
対
象
語
│
情
意
の
形
容
詞

と
い
う
表
現
態
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、以
上
に
留
め
る
。

第
三
章　

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
古
文
連
体
形
の
用
法

﹃
原
論
﹄［
時
枝1941

］
以
降
、
言
語
過
程
説
に
お
け
る
文
法
論
は
、
主

要
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
著
作
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。

㈠
﹃
日
本
文
法
口
語
篇
﹄［
時
枝1950

］。
以
下
、﹃
口
語
篇
﹄
と
略
述
す
る
。

㈡
﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法 

日
本
文
学
教
養
講
座
︿
第
14
﹀﹄

［
時
枝1950

］。
以
下
、﹃
古
典
文
法
﹄
と
略
述
す
る
。

㈢
﹃
日
本
文
法
文
語
篇
﹄［
時
枝1954

］。
以
下
、﹃
文
語
篇
﹄
と
略
述
す
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
文
法
研
究
の
な
か
で
、﹃
古
典
文
法
﹄
に
は
、﹁
連
体
形
の
用

法
︵
一
︶
～
︵
六
︶﹂
に
関
す
る
論
述
が
あ
る
。
後
の
増
訂
版
［
時
枝

1959

］
に
お
い
て
は
﹁
連
体
形
の
用
法
︵
七
︶
条
件
法
と
し
て
現
代
語
訳
さ

れ
る
連
体
形
﹂
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
初
版
と
増
訂
版
と
の
間
に
は
、﹃
古

典
の
解
釈
文
法
﹄
時
枝
［1953

］
が
出
て
お
り
、記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、﹃
古

典
文
法
﹄
初
版
と
同
じ
く
六
項
で
あ
る
。
前
記
﹁
増
訂
版
﹂
の
構
成
単
元
を

引
く
。

一
﹁
ぞ
﹂﹁
な
む
﹂﹁
や
﹂﹁
か
﹂
等
の
係
り
の
助
詞
の
結
び
と
な
る
連
体

形
二　

述
語
格
を
保
持
し
な
が
ら
下
に
続
く
連
体
形

三　

主
語
を
想
定
し
て
解
繹
す
る
述
語
格
の
連
体
形

四　

被
修
飾
語
を
想
定
し
て
解
繹
す
る
連
体
形

五　
︹︵
主
語

－

連
体
形
の
述
語
︶
＝
述
語
︺
の
構
造
を
持
つ
た
文

六　

連
体
形
と
そ
の
被
修
飾
語
と
の
複
雑
な
意
味
関
係

七　

条
件
法
と
し
て
解
繹
さ
れ
る
連
体
形
の
一
用
法
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増
訂
版
に
お
け
る
﹁
単
元
七
﹂
は
、﹃
国
語
と
国
文
學
﹄︵
三
五
巻
二
号
、

一
九
五
八
年
︶
に
掲
載
さ
れ
た
五
八
論
稿
︵﹁
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る

連
体
形
の
一
用
法
│
│
人
づ
て
に
聞
え
侍
る
は
、
言
の
葉
も
続
き
は
べ
ら
ず

︵
源
氏
物
語
椎
本
︶
│
│
﹂︶
の
簡
約
版
で
あ
る
。
そ
の
構
成
を
以
下
に
示
す
。

一　

問
題

二　

問
題
と
さ
れ
た
例
文
︵
源マ

語マ

﹁
椎
本
﹂
及
び
﹁
総あ
げ

角ま
き

﹂
の
一
部
よ
り
︶

三　

問
題
と
さ
れ
た
連
体
形
の
解
釈

四　
︵
対
象
語
│
│
述
語
︶
の
文
構
造

五　

対
象
語
と
、
連
体
形
条
件
法
と
の
関
係

﹁
二　

問
題
と
さ
れ
た
例
文
﹂
に
お
い
て
、
源
氏
物
語
か
ら
用
例
３
２
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
右
記
第
四
項
と
第
五
項
と
を
軸
に
、
時
枝
に

よ
る
﹁
条
件
法
と
し
て
解
繹
さ
れ
る
連
体
形
の
一
用
法
﹂
に
つ
い
て
詳
し
く

観
て
い
く
。
源
氏
引
用
に
つ
い
て
時
枝
は
﹁
岩
波
文
庫
本
﹂
を
使
っ
て
い
る

が
、
そ
の
引
用
を
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。

第
一
節　

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形
と
情
意
の
表
現

時
枝
に
よ
れ
ば
、
古
典
語
に
お
け
る
連
体
形
に
は
、
条
件
法
と
し
て
現
代

語
訳
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
㈠
体
言
相
当
の
連
体
形
は
対
象
語
で
あ
る
、
㈡

当
該
連
体
形
は
条
件
法
と
し
て
解
釈
で
き
、﹁
理
由
︵
の
で
︶﹂﹁
仮
定
︵
ば
︶﹂

﹁
逆
態
︵
と
も
︶﹂
の
意
味
を
表
す
、
㈢
そ
の
現
代
語
訳
で
は
、
連
体
形
に
形

式
名
詞
を
補
っ
て
古
文
を
解
釈
す
る
、
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
連
体

形
に
修
飾
さ
れ
る
と
見
な
す
体
言
﹁
ノ
﹂﹁
コ
ト
﹂﹁
モ
ノ
﹂
等
を
補
う
か
、

或
は
連
体
形
そ
れ
自
身
を
体
言
と
同
格
に
解
釈
す
る︵﹃
古
典
解
釈
﹄増
補
版
・

単
元
五
お
よ
び
七
︶。
時
枝
の
挙
げ
て
い
る
例
を
五
八
年
論
稿
か
ら
一
つ
引

く
。

 

ら
う
た
げ
な
る
様
に
泣
き
萎し
お

れ
て
お
は
す
る
も
、い
と
心
苦
し
︵
源
語
﹁
椎

本
﹂、
四
ノ
二
六
三
ノ
一
五
︶

時
枝
に
よ
れ
ば
、﹁
し
を
れ
て
お
は
す
る
﹂
と
い
う
連
体
形
は
体
言
相
当

格
を
成
し
情
意
の
形
容
詞
﹁
心
苦
し
﹂
の
対
象
語
で
あ
る
。
そ
の
現
代
語
訳

で
は
﹁
泣
き
萎
れ
て
お
ら
れ
る
の
も
﹂
と
い
う
よ
う
に
、形
式
名
詞
﹁
の
﹂﹁
も

の
﹂﹁
こ
と
﹂
を
補
っ
て
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
体
言
格
と
し
て
み
る

な
ら
ば
、﹁
泣
き
萎
れ
て
お
ら
れ
る
と
﹂
と
い
う
条
件
法
と
し
て
解
釈
で
き

る
こ
と
か
ら
、﹁
泣
き
萎
れ
て
お
ら
れ
る
と
、
痛
々
し
い
﹂
と
い
う
起
因
︵
条

件
節
︶
│
感
情
惹
起
︵
主
節
︶
の
複
文
と
視
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
本
例

に
お
い
て
は
、﹁
心
苦
し
﹂
の
対
象
は
、﹁
泣
き
萎
れ
て
お
ら
れ
る
﹂
と
い
う

ヒ
ト
の
様
子
、
す
な
わ
ち
コ
ト
で
あ
る
の
で
、
情
意
の
表
現
に
お
け
る
﹁
対

象
語
︵
コ
ト
︶
│
情
意
の
形
容
詞
﹂
と
い
う
意
味
的
連
関
に
整
合
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
形
式
名
詞
﹁
の
﹂・﹁
も
の
﹂・﹁
こ
と
﹂
の
い
ず
れ
を

補
う
べ
き
か
に
つ
い
て
の
論
議
に
は
、
踏
み
込
ま
な
い
が
、
現
代
語
の
﹁
コ

ト
専
用
文
は
古
典
語
で
も
コ
ト
型
専
用
、
ノ
専
用
文
は
古
典
語
で
は
準
体
型

専
用
、
と
い
っ
た
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
﹂﹁﹁
準
体
型
﹂
は
感
覚
・
感
情
・

判
断
等
の
﹁
対
象
﹂
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
﹂［
青
木2005: 47-60

］

と
い
う
知
見
を
参
考
と
し
た
。

以
下
で
は
五
八
年
論
稿
に
お
い
て
時
枝
が
取
り
上
げ
た
源
氏
用
例
の
主
な

も
の
を
文
型
を
整
理
し
て
掲
げ
る
。﹁
対
象
語
―
述
語
﹂
と
い
う
文
型
各
種

を
小
見
出
し
に
し
て
示
す
︵
な
お
、
括
弧
内
引
用
番
号
は
時
枝
が
原
典
の
順
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に
沿
っ
て
つ
け
た
も
の
で
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
、
用
例
文
に
付
し
た
傍
線
は

時
枝
に
よ
る
も
の
、
二
重
傍
線
お
よ
び
助
詞
の
文
字
強
調
太
文
字
は
筆
者
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
原
典
の
巻
・
条
の
参
照
は
省
く
︶。

以
下
の
用
例
文
に
お
い
て
は
、
連
体
形
と
こ
れ
を
承
け
る
係
助
詞
ま
た
は

格
助
詞
︵
太
字
で
強
調
表
記
し
た
︶
か
ら
成
る
体
言
格
が
対
象
語
格
と
解
釈

さ
れ
る︵
時
枝
が
傍
線
を
付
け
た
︶。
文
末
述
語︵
あ
る
い
は
節
末
述
語
︶は
、

形
容
詞
か
動
詞
︵
二
重
傍
線
を
付
け
た
︶
で
あ
る
。
以
下
の
用
例
で
は
、
時

枝
解
釈
に
基
づ
い
て
対
象
語
と
述
語
と
の
関
係
を
示
す
。

ａ
１ 「
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
は
／
も
／
こ
そ
─
情
意
の
形
容
詞
述
語
」

︵
三
︶　 

宿
世
異
に
て
、
外
様
に
も
な
り
給
は
む
は
、
流
石
に
口
惜
し
か
る
べ

く
、
領
じ
た
る
心
地
し
け
り

︵
四
︶　 

明
暮
御
傍
に
慣
ら
は
い
給
ひ
て
、
俄
に
別
れ
給
は
む
は
、
辛
き
心
な

ら
ね
ど
、
実
に
怨
め
し
か
る
べ
き
御
有
様
に
な
む
あ
り
け
る

︵
六
︶　 

只
今
の
空
の
気
色
を
、
思
し
知
ら
ぬ
顔
な
ら
む
も
、
余
り
心
づ
き
な

く
こ
そ
あ
る
べ
け
れ

︵
七
︶　

ら
う
た
げ
な
る
様
に
泣
き
萎
れ
て
お
は
す
る
も
、
い
と
心
苦
し

︵
八
︶　

余
り
情
立
た
む
も
う
る
さ
し

︵
一
一
︶
心
よ
り
外
に
空
の
光
見
侍
ら
む
も
慎
ま
し
う
て

︵
一
二
︶ 

⋮
漫
す
ゞ
ろ
に
頼
み
顔
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
つ
る
日
頃
を
思
ひ
続
く
る

も
、
流
石
に
苦
し
う
て
、
慎
ま
し
け
れ
ど
⋮

︵
一
六
︶ 

い
と
ど
人
目
の
絶
え
果
つ
る
も
、
然さ

る
べ
き
事
と
思
ひ
な
が
ら
、

い
と
悲
し
く
な
む

︵
二
十
︶ 

所
に
付
け
て
は
、
斯
か
る
草
木
の
気
色
に
従
ひ
て
、
行
き
交
う
月

日
の
標
も
見
ゆ
る
こ
そ
を
か
し
け
れ

こ
こ
で
の
用
例
ａ

１
す
べ
て
に
、
情
意
の
形
容
詞
が
認
め
ら
れ
る
。﹁
口

惜
し
﹂︵
三
︶、﹁
怨
め
し
﹂︵
四
︶、﹁
こ
こ
ろ
づ
き
な
し
﹂︵
六
︶、﹁
心
苦
し
﹂

︵
七
︶、﹁
う
る
さ
し
﹂︵
八
︶、﹁
慎
ま
し
﹂︵
一
一
・
一
二
︶、﹁
苦
し
﹂︵
一
二
︶、

﹁
悲
し
﹂︵
一
六
︶、﹁
を
か
し
﹂︵
二
〇
︶。
ま
た
本
用
例
す
べ
て
に
お
い
て
、

情
意
の
対
象
は
、
動
詞
連
体
形
で
表
さ
れ
る
ヒ
ト
の
行
為
・
様
子
︵
コ
ト
︶

で
あ
る
か
ら
、﹁
連
体
形
で
表
さ
れ
る
対
象
語
︵
コ
ト
︶
│
情
意
の
形
容
詞
﹂

に
該
当
す
る
。
か
つ
、
動
詞
連
体
形
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
か

ら
、
起
因
︵
条
件
節
︶
│
感
情
惹
起
︵
主
節
︶
の
複
文
と
視
る
こ
と
が
で
き

る
。﹁
こ
そ
│
け
れ︶

₁₃
︵

﹂
の
係
り
結
び
は
感
情
表
出
が
同
時
に
強
調
判
断
で
あ

る
こ
と
も
示
し
て
お
り
、﹁
を
か
し
﹂
が
情
意
の
み
な
ら
ず
評
価
的
判
断
の

意
味
を
備
え
て
い
る
と
視
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
二
一
︶ 

大お
と

臣ゞ
の
事
々
し
く
煩
は
し
く
て
、
何
事
の
紛
れ
を
も
見
咎
め
ら
れ

む
が
む
ず
か
し
き

こ
の
用
例
は
﹁
動
詞
連
体
形
＋
格
助
詞
が
⋮
情
意
の
形
容
詞
語
﹂
の
文
型
を

成
す
。
形
容
詞
﹁
む
ず
か
し
﹂
は
情
意
で
あ
る
が
現
代
語
の
意
味
﹁
理
解
し

に
く
い
﹂﹁
困
難
﹂
は
近
世
以
降
に
生
ま
れ
た
と
考
証
さ
れ
て
い
る︶

₁₄
︵

。

上
記
用
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
形
容
詞
述
語
を
承
け
る
助
動
詞
に
着

目
す
る
と
、﹁
べ
く
﹂︵
三
︶﹁
べ
き
﹂︵
四
︶﹁
べ
け
れ
﹂︵
六
︶﹁
な
む
︵
一
六
︶﹂

を
確
認
で
き
、
他
例
は
接
続
助
詞
﹁
て
﹂
あ
る
い
は
零
記
号
の
辞
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
用
例
中
の
述
語
形
容
詞
に
つ
い
て
、
時
枝
ス
ペ
ク
ト

ル
図
に
従
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、
β
群
﹁
う
る
さ
し
・
慎
ま
し
・
を
か
し
﹂
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と
γ
群
﹁
口
惜
し
・
怨
め
し
・
心
苦
し
・
悲
し
﹂
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

γ
群
の
形
容
詞
は
感
情
表
出
の
強
い
語
で
あ
る
が
、
β
群
の
形
容
詞
は
評
価

的
な
価
値
基
準
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ａ

１
の
文
型
に
は
感
情

表
出
度
が
や
や
異
な
る
二
つ
の
タ
イ
プ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
視
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
こ
で
参
考
の
た
め
に
、﹁
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
の
古
文
と

そ
の
現
代
語
訳
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
。
現
代
語
訳
に
お
い
て
条
件
法
と
し

て
解
釈
さ
れ
る
事
例
︵
一
二
︶
を
一
つ
示
し
て
お
く
。

時
枝
用
例
十
二
︵
椎
本
三
十
九 
姫
君
と
贈
答
︶

 

⋮
す
ゞ
ろ
に
頼
み
顔
な
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
つ
る
日
ご
ろ
を
思
ひ
つ
ゞ
く

る
も
、
さ
す
が
に
苦
し
う
て
、
つ
ゝ
ま
し
け
れ
ど

 

⋮
何
と
な
く
頼
み
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ
の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
何
と

い
っ
て
も
つ
ら
く
て
、
恥
ず
か
し
い
の
だ
が
、
⋮ 

評
釈
：
玉
上
琢
彌

　

な
お
、
時
枝
の
見
解
で
は
、﹁
を
か
し
﹂
は
、﹁
或
る
特
殊
な
心
の
動
き
の

働
き
を
反
省
す
る
意
識
の
中
に
生
ま
れ
る
﹂［
時
枝1936a: 205

］
で
あ
る

か
ら
、β
群
の
形
容
詞
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。﹁
口
惜
し
﹂﹁
怨
め
し
﹂﹁
心

苦
し
﹂
の
よ
う
に
感
情
が
前
面
に
出
る
表
現
と
は
異
な
り
緩
衝
さ
れ
た
情
意

の
表
現
で
あ
る
。
根
来
は
枕
草
子
の
事
例
検
討
か
ら
、﹁
情
意
性
形
容
詞
を

終
止
法
で
用
い
て
い
る
ば
あ
い
話
手
清
少
納
言
が﹃
お
も
し
ろ
く
思
わ
れ
る
﹄

と
い
う
ふ
う
に
感
情
を
低
回
的
に
表
現
し
て
い
る
﹂
と
規
定
し
﹁
覚
ゆ
﹂
を

内
に
含
ん
だ﹁︵
対
象
︶ガ
⋮
⋮
思
わ
れ
る
﹂と
解
釈
で
き
る
と
し
て
い
る［
根

来1969: 34

］。

ａ
２�

「
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
は
／
も
／
な
む
─
情
意
の
形
容
詞
補
語
＋
動

詞
述
語
」

︵
二
二
︶ 

そ
の
事
と
心
得
て
、
薫
﹁
我
が
涙
を
ば
玉
に
貫
か
な
む
﹂
と
打
誦

し
給
へ
る
、
伊
勢
の
御
も
斯
う
こ
そ
は
あ
り
け
め
と
、
を
か
し
う

も
聞
ゆ
る
も
、
内
の
人
は
、
聞
き
知
り
顔
に
、
さ
し
答
へ
給
は
む

も
慎
ま
し
う
て

　
　
　
　

  

時
枝
の
解
釈
に
よ
る
と
、
本
例
で
は
三
つ
の
連
体
形
│
述
語
の
呼
応
関
係
が
認

め
ら
れ
る
。
⑴
﹁
打
誦
し
給
へ
る
﹂
│
﹁
を
か
し
う
聞
ゆ
る
﹂、
⑵
﹁
を
か
し

う
聞
ゆ
る
も
﹂
│
﹁
さ
し
答
へ
給
は
む
も
慎
ま
し
う
﹂、
⑶
﹁
さ
し
答
へ
給
は

む
も
﹂
│
﹁
慎
ま
し
う
﹂。
⑴
と
⑵
と
⑶
と
は
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
。
⑵

と
⑶
の
文
型
は
ａ
１
と
同
じ
で
情
意
の
表
現
。

︵
二
三
︶ 

宮
の
御
文
な
ど
侍
る
め
る
は
、
更
に
実ま

め
ま
め〱

し
き
御
事
な
ら
じ
と
侍

る
め
る
と
、
聞
ゆ
れ
ば

　
　
　
　

  

現
代
語
訳
で
は
、﹃
宮
の
お
手
紙
な
ど
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
で
す
が
︵
よ
う
で
あ

り
ま
す
な
ら
ば
︶、
そ
れ
は
、
ま
じ
め
な
御
事
で
は
あ
る
ま
い
と
、
お
考
え
の

よ
う
で
﹂
と
申
し
上
げ
る
と
［
玉
上1967: 319

］﹄。
仮
定
条
件
と
推
論
と
い

う
判
断
の
表
現
で
あ
り
、
形
容
詞
﹁
ま
め
ま
め
し
き
﹂
は
、
ま
じ
め
な
こ
と
で

は
な
い
と
の
評
価
的
価
値
基
準
に
よ
る
否
定
判
断
を
表
し
て
い
る
。

︵
二
五
︶ 

実げ

に
然さ

の
み
、
様
の
物
と
過
し
給
は
む
も
、
明
け
暮
る
る
月
日
に

添
へ
て
も
、
御
事
を
の
み
こ
そ
、
あ
た
ら
し
う
心
苦
し
う
悲
し
き

も
の
に
思
ひ
聞
ゆ
る
を

こ
こ
で
の
源
氏
用
例
ａ

２
で
は
、﹁
打
誦
し
給
へ
る
﹂
│
﹁
を
か
し
う
聞
ゆ
る
﹂

︵
二
二
︶、﹁
過
し
給
は
む
＋
も
﹂
│
﹁
思
ひ
聞
ゆ
る
﹂︵
二
五
︶
に
お
い
て
思
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考
の
動
詞
述
語
＋
が
採
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、﹁
侍
る
め
る
＋
は
﹂
│
﹁
実

〱
し
き
御
事
な
ら
じ
﹂︵
二
三
︶
の
﹁
な
る
﹂
に
否
定
辞
が
付
く
述
部
を
採
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
述
語
動
詞
は
情
意
の
形
容
詞
あ
る
い
は
名
詞
の
補
語

︵
二
三
︶
を
採
っ
て
い
る
。﹁
過
ち
な
く
は
﹂︵
五
︶、﹁
を
か
し
う
も
﹂︵
二
二
︶、

﹁
実
〱
し
き
御
事
﹂︵
二
三
︶。
用
例
︵
二
五
︶
に
お
い
て
は
、﹁
思
ひ
聞
ゆ
る
﹂

は
情
意
の
形
容
詞
﹁
心
苦
し
う
悲
し
き
﹂
に
飾
ら
れ
る
﹁
も
の
﹂
を
補
語
と

し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
本
用
例
の
範
囲
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
動
詞
述
語

は
思
考
の
語
で
あ
っ
て
も
感
覚
的
な
意
味
を
含
む
動
詞
︵
聞
ゆ
・
覚
ゆ
・
思

し
続
け
ら
る
︶
で
あ
っ
て
主
観
的
な
感
情
に
関
与
し
て
い
る
︵
源
氏
物
語
に

お
い
て
、
ヲ
格
を
と
る
﹁
思
ふ
﹂
の
動
詞
述
語
の
用
例
は
ま
れ
と
の
報
告
が

あ
る︶

₁₅
︵

︶。
一
方
、
本
用
例
に
お
い
て
、
感
情
の
対
象
は
、
動
詞
連
体
形
で
表

さ
れ
る
ヒ
ト
の
行
為
・
様
子
︵
コ
ト
︶
で
あ
る
か
ら
、﹁
連
体
形
で
表
さ
れ

る
対
象
語
︵
コ
ト
︶
│
情
意
の
形
容
詞
補
語
＋
動
詞
述
語
﹂
の
文
型
と
し
て

一
括
で
き
る
。
か
つ
、
動
詞
連
体
形
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
か

ら
、
起
因
︵
条
件
節
︶
│
感
情
的
思
考
︵
主
節
︶
の
複
文
と
視
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
上
を
約
め
る
と
、
用
例
ａ

２
で
は
、
連
体
形
が
表
す
条
件
的
事
態

に
志
向
す
る
感
性
的
判
断
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

時
枝
は
、
別
枠
に
以
下
の
例
文
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
こ
で
検
討
し
て
い

る
連
体
形
が
表
す
条
件
的
事
態
に
志
向
す
る
感
性
的
判
断
の
表
現
と
し
て
観

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

︵
一
三
︶ 

い
と
恥
か
し
げ
め
な
る
御
心
ど
も
に
は
、
聞
き
置
き
給
へ
ら
む
か

し
と
推
量
ら
る
ゝ
が
、
妬
く
も
い
と
ほ
し
く
も
覚
ゆ
る
に
ぞ

　
　
　

  

時
枝
の
解
釈
は
、﹁
推
量
ら
る
ゝ
﹂
は
、﹁
妬
く
も
い
と
ほ
し
く
も
覚
ゆ
る
﹂
の

因
で
あ
り
、
条
件
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
動
詞
述
語
﹁
覚
ゆ
﹂
に

感
情﹁
い
と
ほ
し
﹂
の
連
用
形
が
係
る
。
そ
の
意
は
、﹁
推
し
量
ら
れ
る
の
が︵
推

し
量
ら
れ
る
と
︶、
き
ま
り
悪
く
も
、
お
気
の
毒
に
も
思
わ
れ
る
の
で
、﹂［
玉

上1967: 253

］︵
括
弧
内
は
引
用
者
の
解
釈
︶

︵
一
四
︶ 

斯
か
る
様
の
人
影
な
ど
さ
へ
絶
え
果
て
む
程
、
と
ま
り
て
思
ひ
給

は
む
心
地
ど
も
を
、
酌
み
聞
え
給
ふ
も
、
い
と
胸
痛
う
思
し
続
け

ら
る

　
　
　
　

  

時
枝
の
解
釈
は
、﹁
酌
み
聞
え
給
ふ
﹂
は
、﹁
胸
痛
う
思
し
続
け
ら
る
﹂
の
因
で

あ
り
、
条
件
。﹁
薫
自
身
の
想
像
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
志
向
作
用

と
解
す
れ
ば
、
前
諸
例
と
別
も
の
で
は
な
い
。﹂

体
言
格
と
し
て
も
条
件
法
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
時
枝
引
用
例
︵
一
︶
に
あ

る
箇
所

⋮
、
程
の
経
る
も
、
な
か
な
か
〱
悪
き
事
に
な
む
し
侍
り
し

お
返
事
が
遅
れ
れ
ば
、
却
て
面
白
く
な
い
事
と
世
間
で
は
し
て
居
り
ま
す

 

同
じ
く
引
用
例
︵
一
二
︶
に
あ
る
︵
前
記
引
用
例
１
と
同
文
︶
条
件
法
と
し
て
も
解
釈

で
き
る
と
の
下
記
指
摘
が
あ
る
、﹁
日
頃
を
思
ひ
続
け
れ
ば
︵
続
け
る
と
、
続
け
る
に

つ
け
て
等
︶、
さ
す
が
に
苦
し
く
て
﹂

こ
の
箇
所
は
、
あ
る
条
件
の
下
で
結
果
と
し
て
感
情
を
覚
え
た
と
い
う
主
観

的
情
意
の
文
と
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
考
の
語
で
あ
る
動
詞
述
語
で
あ
っ

て
も
﹁
妬
く
も
い
と
ほ
し
く
も
覚
ゆ
﹂︵
一
三
︶﹁
い
と
胸
痛
う
思
し
続
け
ら

れ
る
﹂︵
一
四
︶
と
い
う
よ
う
に
、
情
意
の
形
容
詞
の
連
用
形
︵
シ
ク
活
用
︶

が
動
詞
に
係
る
こ
と
か
ら
、
主
観
的
な
情
意
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る︶

₁₆
︵

。



古典解釈と自然言語処理（佐良木）

− 17 −

な
お
、根
来
に
よ
れ
ば
、﹁
を
か
し
﹂
連
用
形
＋
動
詞
︵
覚
ゆ
︶
述
語
﹂
は
、

﹁
主
体
が
対
象
を
放
し
て
自
分
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
感
情
を
表
現
し
て
い
く

［
根
来1973: 155

］﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
再
検
討
は
、
本
節

で
検
討
し
た
ａ
群
と
、
次
節
で
吟
味
す
る
ｂ
群
と
の
区
別
を
明
確
に
す
る
た

め
に
、
さ
ら
に
感
情
表
現
の
諸
相
を
概
念
規
定
し
て
い
く
う
え
で
も
必
要
と

な
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

第
二
節　

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形
と
判
断
の
表
現

時
枝
は
言
う
。

 

体
言
格
と
し
て
と
同
時
に
、
そ
れ
が
条
件
格
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
と
い
ふ

こ
と
は
、
そ
の
体
言
格
が
、
対
象
語
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
許
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
以
上
の
や
う
な
条
件
格
の
成
立
か
ら
、
更

に
進
ん
で
、
対
象
と
そ
れ
に
対
す
る
志
向
的
情
意
或
は
判
断
の
関
係
を
越

え
て
、
た
だ
、
事
柄
の
因
果
関
係
、
先
後
関
係
の
表
現
の
表
現
に
用
い
ら

れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
が
次
の
諸
例
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
⋮
し
か
し
、
こ
れ
も
﹁
雨
降
れ
ば
、
地
固
ま
る
﹂
の
よ
う
な
、

客
観
的
事
実
の
因
果
関
係
、
先
後
関
係
と
異
な
り
、
後
者
の
判
断
︵
聞
え

承
る
甲
斐
あ
る
べ
け
れ
︶
は
、
前
者
の
事
実
︵
御
心
向
け
に
従
ひ
聞
ゆ
る

様
な
ら
む
︶
に
志
向
す
る
判
断
と
し
て
、
前
諸
例
と
根
本
的
に
は
異
な
る

も
の
で
な
い
と
も
い
へ
そ
う
で
あ
る
。﹂︵
五
八
論
稿
、
太
字
強
調
は
引
用

者
︶

以
下
に
は
時
枝
が
取
り
上
げ
た
用
例
を
記
載
す
る
が
、
そ
の
前
に
時
枝
の

言
説
を
吟
味
し
て
お
く
。
上
記
の
引
用
中
に
、
①
対
象
と
そ
れ
に
対
す
る
志

向
的
情
意
或
は
判
断
の
関
係
、
お
よ
び
②
事
柄
の
因
果
関
係
、
先
後
関
係
と

い
う
文
意
の
分
析
が
あ
る
。
前
者
①
で
は
、
対
象
│
志
向
的
情
意
と
対
象
│

判
断
と
は
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
統
語
的
な
構
造
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の

か
は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。

後
者
②
は
、
対
象
と
判
断
と
の
関
係
、
や
や
詳
し
く
は
表
現
主
体
が
意
識

し
た
対
象
的
事
態
と
、
そ
れ
に
下
し
た
価
値
判
断
と
の
関
係
を
表
す
と
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
後
者
②
の
文
型
で
は
、
対

象
語
に
対
す
る
形
容
詞
述
語
で
は
な
く
、
対
象
語
に
対
す
る
動
詞
述
語
の
事

例
が
い
く
つ
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
動
詞
述
語
は
助
動

詞
を
伴
っ
て
い
る
事
例
で
あ
り
、﹁
あ
る
べ
け
れ
﹂﹁
あ
ら
ざ
り
﹂﹁
侍
ら
む
﹂

﹁
思お
ぼ

す
﹂﹁
覚
ゆ
る
﹂﹁
侍
ら
ず
﹂﹁
思
し
続
け
ら
る
﹂﹁
し
侍
り
﹂
な
ど
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、﹁
客
観
的
事
な
事
実
の
叙
述
ば
か
り
で
な
く
、
⋮
話

手
の
情
意
が
含
ま
つ
て
ゐ
る
﹂。﹁
客
観
的
な
事
態
を
表
現
す
る
語
が
、
主
観

的
な
情
意
の
表
現
に
用
ゐ
ら
れ
る
﹂。
後
の
﹃
原
論
﹄［1941: 374-375

］
に

お
い
て
、﹁
主
語
格
と
対
象
語
格
﹂
の
項
に
お
い
て
﹁
対
象
語
並
に
対
象
語

格
の
設
定
は
、
必
し
も
右
の
如
き
形
容
詞
的
述
語
に
限
ら
ず
、
動
詞
述
語
に

つ
い
て
も
い
ひ
得
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
の
知
見
を
呈
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ

が
妥
当
す
る
か
ど
う
か
、
以
下
、
用
例
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
ま
た
、
時
枝

の
論
述
に
は
不
分
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
用
例
を
整
理
し

つ
つ
検
証
す
る
。

以
下
で
は
、﹁
動
詞
連
体
形
＋
こ
そ
・
は
・
も
係
助
詞
／
が
格
助
詞
﹂
⋮

動
詞
述
語
＋
判
断
の
助
動
詞
﹂
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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ｂ 「
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
は
／
も
／
な
む
─
動
詞
述
語
」

﹁
客
観
的
な
事
態
を
表
現
す
る
語
が
、
主
観
的
な
情
意
の
表
現
に
用
ゐ
ら

れ
る
﹂

︵
二
四
︶ 
総あ
げ

角ま
き

を
戯
た
は
ぶ

れ
に
と
り
な
し
し
も
、
心
も
て
、﹁
尋ひ
ろ

ば
か
り
﹂
の
隔
て

に
て
も
、
対
面め

し
つ
る
と
や
、
こ
の
君
も
思お

ぼ

す
ら
む
と
、
い
み
じ

う
恥
か
し
け
れ
ば

　
　
　
　

  

こ
の
例
文
解
釈
は
筆
者
の
力
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
時
枝
の
み
た
て
を

そ
の
ま
ま
、
以
下
に
引
く
。﹁
と
り
な
し
し
も
﹂
は
、﹁
心
も
て
、﹃
尋
ば
か
り
﹄

の
隔
て
に
て
も
、
対
面
し
つ
る
と
や
、
⋮
⋮
思
す
﹂
と
い
ふ
判
断
の
条
件
。﹁
尋

ば
か
り
﹂
を
、
催
馬
楽
の
﹁
尋
ば
か
り
や
、
さ
か
り
て
寝
た
れ
ど
も
、
ま
ろ
ひ

合
ひ
に
け
り
、
か
寄
り
合
ひ
に
け
り
﹂
を
踏
ん
だ
と
す
れ
ば
、
全
文
の
意
味
は
、

﹁
私
︵
大
君
︶
が
、
薫
の
総
角
の
歌
を
戯
言
に
と
り
な
し
た
︵
薫
の
意
向
を
拒

絶
し
た
︶
に
も
拘
は
ら
ず
、
中
の
君
は
、
私
が
進
ん
で
薫
と
と
も
寝
を
し
た
と

思
つ
て
ゐ
な
さ
る
だ
ら
う
か
と
思
は
れ
て
恥
か
し
い
の
で
﹂
と
な
る
。﹁
総
角

を
戯
言
に
と
り
な
し
た
こ
と
﹂
は
、
中
の
君
の
判
断
に
対
す
る
対
象
語
的
事
実

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
逆
態
的
条
件
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。﹂︵
五
八
論
稿
、
強

調
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
︶。

動
詞
述
語
﹁
思
す
ら
む
と
﹂
が
、
下
接
す
る
情
意
の
形
容
詞
﹁
恥
ず
か
し
﹂

に
係
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
動
詞
述
語
が
表
す
事
態
が
起
因
と
な
っ
て
感
情

を
惹
起
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
形
成
も
、
客
観
的
な
語
が

主
観
的
な
情
意
の
表
現
に
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
、
時
枝
に
お
い
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
逆
態
的
条
件
と
結
果
と
の
文
で
あ
る
。

︵
十
︶　

人
伝
に
聞
え
侍
る
は
、
言
の
葉
も
続
き
侍
ら
ず

　
　
　

  ﹁
人
伝
に
聞
え
侍
る
は
﹂
が
条
件
。﹁
言
の
葉
も
続
き
侍
ら
ず
﹂
は
結
果
を
表
し

て
い
る
。
ひ
と
づ
て
に
お
聞
き
に
な
ら
れ
れ
ば
、﹁
言
葉
が
す
ら
す
ら
と
出
て
来

な
い
﹂
と
い
う
、
条
件
と
結
果
の
文
で
あ
る
。
言
葉
が
続
か
な
い
と
い
う
外
面

的
事
実
が
、﹁
客
観
的
事
な
事
実
の
叙
述
ば
か
り
で
な
く
、
⋮
話
手
の
情
意
が
含

ま
つ
て
ゐ
る
﹂。
あ
る
い
は
﹁
客
観
的
な
事
態
を
表
現
す
る
語
が
、
主
観
的
な
情

意
の
表
現
に
用
ゐ
ら
れ
る
﹂。
以
上
、
時
枝
の
解
釈
で
あ
る
。

︵
一
九
︶ 

一
所
の
御
蔭
に
隠
れ
て
、
三
十
余
年
を
過す
ぐ

し
侍
り
に
け
れ
ば
、
今

は
ま
し
て
、
野
山
に
交
り
侍
ら
む
も
、
如
何
な
る
木
の
本
を
か
は

頼
む
べ
く
侍
ら
む

　
　
　
　

  ﹁
野
山
に
交
り
侍
ら
む
﹂
も　

は
、﹁
如
何
な
る
木
の
本
を
か
は
頼
む
べ
く
侍
ら

む
﹂
と
い
ふ
判
断
の
因
。﹁
如
何
な
る
木
の
本
を
か
云
々
﹂
は
、
前
︵
一
〇
︶

例
と
同
様
に
、
情
意
の
表
現
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

条
件
と
判
断
を
表
し
て
い
る
文
で
あ
る
が
、﹁
野
山
に
侍
ら
む
も
│
頼
む
べ

く
侍
ら
む
﹂
が
時
枝
解
釈
の
よ
う
に
判
断
│
情
意
の
表
現
と
言
え
る
か
ど
う

か
、
こ
れ
だ
け
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
玉
上
［1967: 280-281

］
の
訳
を

以
下
に
引
く
。﹁
⋮
宮
様
の
お
一
方
の
御
慈
悲
に
お
す
が
り
し
て
、
三
十
余

年
も
送
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
今
と
な
っ
て
は
野
山
に
さ
す
ら
い
出
る

に
し
ま
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
木
の
本
を
頼
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
い
や
ら

⋮
﹂。
仮
定
条
件
と
判
断
不
能
︵
逡
巡
︶
と
の
間
の
相
反
と
解
釈
で
き
る
が
、

逡
巡
を
情
意
と
解
釈
で
き
る
か
ど
う
か
、
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

対
象
語
の
事
実
に
志
向
す
る
強
調
判
断
の
表
現

︵
五
︶　 
生
ま
れ
た
る
家
の
程
、
掟
の
ま
ゝ
に
も
て
な
し
た
ら
む
な
む
、
聞
耳

に
も
、
我
が
心
地
に
も
、
過
ち
な
く
は
覚
ゆ
べ
き
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︵
九
︶　 

斯
様
に
は
も
て
な
い
給
は
で
、
昔
の
御
心
向
け
に
従
ひ
聞
え
給
は
む

様
な
ら
む
こ
そ
、
聞
え
承
る
甲
斐
あ
る
べ
け
れ

　
　
　

  ﹁
御
心
向
け
に
従
ひ
聞
え
給
は
む
様
な
ら
む
﹂
こ
そ
、
は
﹁
聞
え
承
る
甲
斐
あ
る

べ
け
れ
﹂
と
い
ふ
の
判
断
の
条
件
と
な
る
事
柄
で
あ
り
、因
と
な
る
事
柄
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
﹁
雨
降
れ
ば
、
地
固
ま
る
﹂
の
や
う
な
、
客
観
的
事
実
の
因

果
関
係
、
先
後
関
係
と
異
な
り
、
後
者
の
判
断
は
、
前
者
の
事
実
に
志
向
す
る

判
断
と
し
て
、
前
諸
例
と
根
本
的
に
は
異
な
る
も
の
で
な
い
と
も
い
へ
そ
う
で

あ
る
。﹂と
時
枝
は
見
立
て
て
い
る
﹂︵
五
八
論
稿
、強
調
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
︶。

︵
一
︶　 

斯
か
る
折
の
事
、
態
と
が
ま
し
く
も
て
な
し
、
程
の
経
る
も
、
な
か

な
か
〱
悪
き
事
に
な
む
し
侍
り
し

︵
二
︶　 

い
と
好
き
給
へ
る
親み

王こ

な
れ
ば
、
斯
か
る
人
な
む
と
聞
き
給
ふ
が
、

猶
も
あ
ら
ぬ
す
さ
び
な
め
り

　
　
　

  ﹁
斯
か
る
人
な
む
と
聞
き
給
ふ
﹂が　

は
、後
続
の﹁
猶
も
あ
ら
ぬ
す
さ
び
な
め
り
﹂

の
条
件
的
事
実
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
時
枝
の
見
立
て
あ
る
。

︵
一
五
︶ 

来
し
方
を
思
ひ
続
く
る
も
、
何
の
頼
も
し
げ
な
る
世
に
も
あ
ら
ざ

り
け
れ
ど

　
　
　
　

  ﹁
来
し
方
を
思
ひ
続
く
る
﹂
も　

は
、﹁
何
の
頼
も
し
げ
な
る
世
に
も
あ
ら
ざ
り

け
れ
﹂
と
い
ふ
判
断
の
因
。
と
時
枝
は
見
立
て
て
い
る
。

こ
れ
ら
用
例
で
は
、
対
象
語
側
の
動
詞
連
体
形
が
伴
う
助
動
詞
お
よ
び
助
詞

と
、述
語
動
詞
が
伴
う
助
動
詞
と
か
ら
判
断
の
表
現
と
視
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
時
枝
の
言
う
﹁
主
体
的
な
も
の
を
表
す
辞
﹂
に
着
目
す
れ
ば
よ
い

わ
け
で
あ
る
。
と
く
に
、﹁
な
む
│
べ
き
﹂︵
五
︶、﹁
こ
そ
│
け
れ
﹂︵
九
︶

の
よ
う
な
係
り
結
び︶

₁₇
︵

か
ら
、主
観
性
の
強
い
判
断
文
と
容
易
に
判
定
で
き
る
。

第
三
節　

�

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
、
主
節
主
名
詞
を
修
飾
す
る
古
文
連

体
節

連
体
修
飾
節
は
古
文
に
お
い
て
事
例
を
観
察
で
き
る
。
万
葉
集
に
お
け
る

連
体
修
飾
に
つ
い
て
の
事
例
も
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
［
鍵
本

1999

］［
稲
垣2013

］。
連
体
形
を
名
詞
で
承
け
る
表
現
態
は
、
古
く
か
ら

あ
り
、
感
情
表
現
に
使
わ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
時
枝
用
例

︵
十
六
︶﹁
絶
え
果
つ
る
﹂
と
い
う
動
詞
が
﹁
絶
え
間
﹂
と
い
う
抽
象
名
詞
に

転
換
さ
れ
て
い
る
事
例
を
観
よ
う
。

い
と
久
し
く
な
り
ぬ
る
た
え
ま
を
恨
め
し
く
お
ぼ
し
に
や

 

︵
源
氏
若
菜
下
︶

こ
の
文
型
、﹁
連
体
形
＋
抽
象
名
詞
＋
格
助
詞
＋
情
意
の
形
容
詞
補
語
＋
動

詞
述
語
﹂
に
お
い
て
は
、
感
情
対
象
が
状
態
の
名
詞
︵
抽
象
名
詞
︶
で
表
わ

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
態
を
静
的
な
状
態
︵
以
下
、
単
に
静
態
と
い
う
︶

と
し
て
よ
り
客
観
的
に
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
連
体
形
に
よ
っ
て
、

対
象
の
行
為
や
状
態
そ
の
も
の
︵
以
下
、
動
態
と
い
う
︶
を
表
す
の
で
は
な

く
、
対
象
を
静
態
と
し
て
表
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
コ
ト
を
モ
ノ
と
し

て
、感
情
対
象
を
直
接
的
に
で
は
な
く
媒
介
的
に
表
現
し
て
い
る︵
な
お
、﹁
お

ぼ
す
﹂
は
﹁
お
も
ふ
﹂
の
尊
敬
語
、
ヲ
格
を
と
る
﹁
お
も
ふ
﹂
に
つ
い
て
は

第
三
章
第
一
節
お
よ
び
文
末
注
16
を
参
照
の
こ
と
︶。

右
の
媒
介
的
表
現
と
は
異
な
り
、
対
象
を
ヒ
ト
に
特
定
し
て
の
表
現
に
関

し
て
、
以
下
に
﹁
紫
式
部
日
記
﹂
か
ら
、
主
体
を
表
す
体
言
を
修
飾
す
る
連

体
形
の
用
例
を
い
く
つ
か
採
っ
た
︵
底
本
は
黒
川
本
、
表
記
は
市
古
ら
編

1987

﹃
紫
式
部
日
記
﹄
に
従
う
、
用
例
番
号
は
五
一
～
五
七
と
し
本
稿
筆
者
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に
よ
る
も
の
。
解
釈
に
は
萩
谷1971

を
参
照
し
、
一
部
、
市
古
ら
編1987

か
ら
古
賀
典
子
訳
を
引
用
す
る
︶。
和
泉
式
部
や
清
少
納
言
を
人
物
批
評
す

る
く
だ
り
に
は
以
下
の
文
例
が
あ
る
。

ｃ 

動
詞
連
体
形
＋
「
人
」
＋
（
係
助
詞
）
─
動
詞
述
語
＋
判
断
の
助
動
詞

︵
五
一
︶ 

⋮
わ
れ
か
し
こ
に
思
ひ
た
る
人
、
に
く
く
も
い
と
ほ
し
く
も
お
ぼ

え
侍
る
わ
ざ
な
り
。

現
代
語
訳 　

⋮
自
分
が
一
番
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
も
の
で
す
が
、
そ
ん
な
人
は
憎
ら

し
く
も
気
の
毒
に
も
思
わ
れ
る
こ
と
で
す
。 

古
賀
訳

連
体
節
に
お
い
て
は
、﹁
思
ひ
︵
動
詞
連
用
形
︶
た
る
︵
完
了
の
助
動
詞
連

体
形
︶﹂
が
体
言
﹁
人
﹂
を
修
飾
し
て
い
る
。
主
節
に
お
い
て
は
、
対
象
志

向
性
の
強
い
二
つ
の
情
意
の
形
容
詞
、
そ
の
連
用
形
﹁
に
く
く
も
い
と
ほ
し

く
も
﹂
の
対
象
語
で
あ
り
動
詞
﹁
お
ぼ
ゆ
﹂
の
補
語
と
観
て
、﹁
自
分
が
一

番
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
、︵
そ
の
人
が
︶
憎
ら
し
く
気
の
毒
に
思
わ

れ
る
﹂
と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、
条
件
│
結
果
の
推
論
に
お
け
る
感
性
的

判
断
の
表
現
と
視
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
五
二
︶ 

⑴
か
く
、人
に
こ
と
な
ら
む
と
思
ひ
好
め
る
人
は
、必
ず
見
劣
り
し
、

行
く
す
ゑ
う
た
て
の
み
侍
る
は
。

　
　
　

  

⑵
艶
に
な
り
ぬ
る
人
は
、
い
と
す
ご
う
す
ず
ろ
な
る
を
り
も
、
も

の
の
あ
は
れ
に
す
す
む
、
を
か
し
き
こ
と
も
見
す
ぐ
さ
ぬ
ほ
ど
に
、

お
の
ず
か
ら
さ
る
ま
じ
く
あ
だ
な
る
さ
ま
に
も
な
る
に
は
べ
る
べ

し
。

現
代
語
訳
⑴ 　

こ
ん
な
風
に
、
他
人
と
は
際
立
見
せ
よ
う
と
む
き
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

き
ま
っ
て
︵
他
人
よ
り
︶
見
劣
り
が
す
る
し
、
将
来
碌
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
よ
。 

萩
谷
訳

清
少
納
言
へ
の
辛
辣
な
批
評
箇
所
で
あ
る
。
連
体
節
に
お
い
て
は
、﹁
思
ひ

好
め
︵
動
詞
已
然
形
︶・
る
︵
助
動
詞
連
体
形
︶﹂
が
体
言
﹁
人
﹂
を
修
飾
し

て
、
こ
れ
ら
を
係
り
助
詞
﹁
は
﹂
が
承
け
て
い
る
。
主
節
に
お
い
て
は
、
評

価
の
名
詞
﹁
見
劣
り
﹂
と
﹁
行
く
す
ゑ
う
た
て
﹂
と
を
、
文
末
の
﹁
侍
る
﹂

と
感
動
の
終
助
詞
﹁
は
﹂
と
に
よ
っ
て
﹁
強
い
語
気
で
結
ん
で
い
る
﹂［
荻

谷1873: 242

下
］。﹁
む
き
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
⋮
な
の
だ
﹂
と

い
う
条
件
│
推
定
の
関
係
に
換
言
可
能
で
あ
る
。
こ
の
推
論
﹁
⋮
す
る
人
は

⋮
﹂
を
、強
い
感
情
の
主
体
的
表
現
﹁
侍
る
は
﹂
が
包
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

感
性
的
判
断
の
強
調
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
語
訳
⑵ 　

ま
た
︵
こ
ん
な
風
に
︶
気
取
る
癖
の
つ
い
て
し
ま
っ
た
人
は
、
ひ
ど
く
殺

風
景
な
つ
ま
ら
な
い
時
に
も
、
や
た
ら
気
分
を
出
し
て
︵
ち
ょ
っ
と
し
た
︶

情
緒
を
さ
え
見
逃
が
す
ま
い
と
す
る
う
ち
に
、
自
然
と
、
常
識
は
づ
れ
の
、

軽
薄
な
ひ
と
が
ら
に
も
な
る
に
き
ま
っ
て
ま
す
。 

萩
谷
訳

連
体
節
に
お
い
て
は
﹁
な
り
︵
補
助
動
詞
連
用
形
︶・
ぬ
る
︵
完
了
の
助

動
詞
連
体
形
︶﹂
が
体
言
﹁
人
﹂
を
修
飾
し
て
、
こ
れ
ら
を
係
り
助
詞
﹁
は
﹂

が
承
け
て
い
る
。
文
頭
の
﹁
艶
に
﹂
は
﹁
避
難
す
べ
き
気
取
っ
た
態
度
や
情

緒
を
表
示
す
る
も
の
﹂［
荻
谷1873: 243

上
］。
長
い
主
節
に
お
い
て
は
、

主
観
的
感
情
の
語
を
含
ん
だ
否
定
的
評
価
﹁
さ
る
ま
じ
く
あ
だ
な
る
さ
ま
﹂

を
表
す
と
と
も
に
文
末
の
﹁
侍
る
﹂
と
必
然
の
推
量
助
動
詞
﹁
べ
し
﹂
と
に

よ
っ
て
締
め
く
っ
て
﹁
強
い
語
気
で
結
ん
で
い
る
﹂［
荻
谷1873: 242

下
］。

﹁
く
せ
が
つ
い
て
し
ま
う
と
、
人
は
⋮
⋮
な
る
に
き
ま
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
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仮
定
条
件
│
推
定
の
関
係
に
換
言
で
き
る
。
こ
の
推
論
を
断
定
の
主
体
的
表

現
﹁
侍
る
べ
し
﹂
が
包
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
感
性
的
判
断
の
強
調
表
現
と

考
え
ら
れ
る
。

︵
五
三
︶ 
我
は
と
く
す
し
く
慣
ら
ひ
も
ち
、
け
し
き
こ
と
ご
と
し
く
な
り
ぬ

る
人
は
、
立
ち
居
に
つ
け
て
、
わ
れ
用
意
せ
ら
る
る
ほ
ど
も
、
そ

の
人
に
は
目
と
ど
ま
る
。

現
代
語
訳 　
﹁
我
こ
そ
は
﹂
と
、妙
に
気
取
る
癖
が
つ
い
て
、態
度
が
尊
大
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
女
房
た
ち
は
︵
こ
ち
ら
も
そ
の
女
房
の
︶
一
挙
一
投
足
に
お
の
ず
と
気
を
配

る
こ
と
と
な
る
の
で
、
そ
の
女
房
に
は
つ
い
目
が
ゆ
く
。 

萩
谷
訳

﹁
く
す
し
く
な
ら
ひ
も
ち
﹂と
は
、奇
を
て
ら
う
習
慣
が
つ
く
こ
と
で
あ
る［
荻

谷1873: 290

上
］﹁
態
度
が
尊
大
に
な
っ
て
し
ま
う
と
女
房
た
ち
は
﹂
と
い

う
原
因
と
結
果
に
解
釈
可
能
で
き
る
。
連
体
節
に
は
評
価
形
容
詞﹁
く
す
し
﹂

﹁
こ
と
ご
と
し
﹂︵
大
げ
さ
の
意
︶
が
あ
り
主
節
は
﹁
目
と
ど
ま
る
﹂
で
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
感
性
的
判
断
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
五
四
︶ 

か
ば
か
り
に
濁
り
深
き
世
の
人
は
、
な
ほ
つ
ら
き
人
は
つ
ら
か
り

ぬ
べ
し
。

現
代
語
訳 　

こ
れ
ほ
ど
に
深
く
濁
っ
た
現
世
の
人
間
で
は
、
や
は
り
つ
ら
く
当
た
る
︵
当

た
れ
ば
、
そ
の
︶
人
は
つ
ら
い
目
に
あ
う
の
が
当
然
で
す
。 

古
賀
訳

連
体
節
に
も
主
節
に
も
情
意
の
形
容
詞
﹁
つ
ら
し
﹂
が
あ
り
文
末
に
は
必
然

の
推
量
助
動
詞
﹁
べ
し
﹂
が
あ
っ
て
締
め
く
っ
て
い
る
。
原
因
と
結
果
と
の

関
係
に
お
け
る
感
性
的
判
断
と
解
釈
可
能
で
き
る
。

︵
五
五
︶ 

⋮
、
近
う
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
、
は
か
な
き
物
語
す
る
を
聞
こ
し
め
し

つ
つ
⋮

現
代
語
訳 　

お
そ
ば
近
く
に
い
る
女
房
た
ち
が
、
と
り
と
め
も
な
い
お
話
を
す
る
の
を
お

聞
き
に
な
り
な
が
ら
﹂
萩
谷
訳　
﹁
女
房
ら
が
、
お
そ
ば
近
く
に
い
る
と
き
に
、

と
り
と
め
の
な
い
話
を
す
る
、
そ
れ
を
中
宮
が
お
聞
き
に
な
り
な
が
ら
﹂

 

古
賀
訳

引
例
で
は
、
状
況
を
示
す
事
柄
が
連
体
形
で
表
さ
れ
主
体
を
表
す
体
言
を
修

飾
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、﹁
お
そ
ば
近
く
に
い
る
と
き
に
﹂
と
い
う
状
況

─
事
態
の
表
現
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。

　

以
上
の
文
例
は
文
型
ａ

２
に
近
い
と
も
言
え
る
が
、
感
性
的
判
断
の
対
象

は
あ
く
ま
で
﹁
ヒ
ト
﹂
で
あ
る
。︵
五
五
︶
を
除
き
、
対
象
志
向
性
の
強
い

情
意
の
形
容
詞
が
ヒ
ト
を
対
象
と
し
て
採
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
西
尾

［1982: 90

］
の
指
摘
通
り
だ
ろ
う
。

次
に
、
主
体
を
表
す
体
言
以
外
を
修
飾
す
る
連
体
形
に
つ
い
て
、
い
く
つ

か
用
例
を
採
っ
た
。

︵
五
六
︶ 

い
と
白
き
庭
に
、
月
の
光
り
あ
ひ
た
る
、
様
態
か
た
ち
も
、
を
か

し
き
様
な
る
。

現
代
語
訳 　

た
い
そ
う
白
々
と
し
た
庭
に
、
月
光
に
映
え
て
い
る
︵
の
で
︶
女
房
た
ち
の

容
姿
容
貌
も
、
素
敵
に
思
わ
れ
る
こ
と
だ
。 

古
賀
訳

場
面
︵
月
光
下
の
庭
︶
に
お
け
る
話
者
の
印
象
を
表
現
し
て
お
り
、
環
境
│

帰
結
の
関
係
に
お
い
て
の
感
性
的
判
断
の
表
現
と
し
て
も
解
釈
で
き
る
。

︵
五
七
︶ 

⋮
お
な
じ
さ
ま
に
さ
う
ぞ
く
き
た
る
、
様
態
、
髪
の
ほ
ど
、
く
も

り
な
く
見
る

現
代
語
訳 　

白
一
色
の
衣
装
を
き
て
い
る
の
で
、
容
姿
や
髪
の
様
子
が
、
か
え
っ
て
く
っ

き
り
と
目
立
っ
て
見
え
る
。 

古
賀
訳
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あ
る
状
況
と
そ
の
反
映
に
つ
い
て
の
印
象
と
に
お
け
る
感
性
的
判
断
の
表
現

と
し
て
解
釈
で
き
る
。

右
の
二
つ
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
連
体
節
で
表
さ
れ
た
行
為
や
状
態
が
、

主
節
述
部
の
表
す
行
為
や
状
態
の
背
景
と
し
て
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
と
解

釈
で
き
よ
う
。第

四
章　

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
現
代
連
体
節

第
三
章
に
お
い
て
論
及
し
た
よ
う
に
、﹁
連
体
形
＋
係
／
格
助
詞
│
形
容

詞
述
語
﹂
の
文
型
に
お
い
て
、﹁
動
詞
連
体
形
＋
係
／
格
助
詞
﹂
が
体
言
相

当
で
対
象
語
で
あ
る
と
き
、
条
件
法
と
し
て
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
事
柄
が
時
枝
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
文
型
で
は
、
動
詞

連
体
形
が
感
情
の
対
象
あ
る
い
は
機
縁
を
表
す
と
共
に
、
感
情
形
容
詞
の
述

語
が
発
話
主
体
の
主
観
的
感
情
を
表
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
連
体
形
が

係
り
助
詞
﹁
も
﹂
に
よ
り
総
括
さ
れ
︵
連
体
形
も
︶
対
象
語
格
と
な
っ
て

形
容
詞
述
語
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
入
れ
子
型
構
造
形
式
で
あ
る
。
こ
の
詞

│
辞
の
入
れ
子
構
造
か
ら
、
感
情
対
象
の
動
的
属
性
︵
客
観
︶
と
感
情
表
出

︵
主
観
︶
と
の
関
係
︵
時
枝1941: 375-377

︶
は
直
接
的
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
先
の
用
例
十
二
に
あ
る
よ
う
に
、
平
安
の
王
朝
人
に
お
い
て
は
、﹁
思

ひ
つ
ゞ
く
る
﹂︵
振
り
返
る
︶
と
い
う
思
考
作
用
が
、
即
﹁
苦
し
﹂
と
い
う

感
情
表
出
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

思
ひ
つ
ゞ
く
る
も
さ
す
が
に
苦
し
う
て

振
り
返
っ
て
み
る
の
も
、
何
と
い
っ
て
も
つ
ら
く
て
、

こ
う
し
た
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
古
文
は
、
現
代
語
に
お
い
て
は
、

動
詞
連
体
形
を
承
け
る
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
を
補
っ
て
解
釈
さ
れ
る
が
、
こ
れ

と
同
じ
文
型
を
な
す
感
情
表
現
が
汎
く
見
い
だ
さ
れ
る
。

こ
こ
で
繰
り
返
し
て
い
う
の
も
お
恥
ず
か
し
い
訳
で
す
が
︵
漱
石
︶

と
い
っ
た
現
代
文
は
馴
染
み
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
代
文
で

は
、動
詞
連
体
形
が
形
式
名
詞
に
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
こ
と
﹂

が
抽
象
的
実
体
と
し
て
再
表
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
語
に
お
い

て
は
、
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
り
、
連
体
形
で
表
さ
れ
た
感
情
対
象
の
動
的

属
性
が
実
体
化︶

₁₈
︵

さ
れ
て
い
る
［
三
浦1975

：79-80

］。
し
た
が
っ
て
、
当
然

﹁
格
助
詞
が
実
体
視
さ
れ
た
概
念
を
指
す
語
に
つ
く︶

₁₉
︵

﹂［
水
谷1950

］。

現
代
文
で
は
、
抽
象
度
の
高
い
形
式
名
詞
で
連
体
形
を
受
け
る
形
を
採
っ

て
い
る
。
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
感
情
形
容
詞
述
語
の
形
態
が
一
般
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
連
体
形
に
よ
っ
て
、
対
象
の
動
態
を
表
す
の
で
は
な
く
、

対
象
を
静
態
と
し
て
表
し
て
い
る
。
古
文
の
よ
う
に
動
態
が
感
情
を
起
こ
と

い
う
関
係
で
は
な
く
、
形
式
名
詞
を
経
て
の
感
情
生
起
と
し
て
表
現
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
前
章
第
三
節
に
お
い
て
、﹁
い
と
久
し
く
な
り

ぬ
る
た
え
ま
を
恨
め
し
く
お
ぼ
し
に
や
﹂︵
源
氏
若
菜
下
︶
を
事
例
と
示
し

た
古
文
の
文
型
、﹁
連
体
形
＋
抽
象
名
詞
＋
格
助
詞
＋
情
意
の
形
容
詞
補
語

＋
動
詞
述
語
﹂
に
お
い
て
は
、感
情
対
象
が
抽
象
名
詞
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
例
で
は
、事
態
を
静
態
と
し
て
よ
り
客
観
的
に
把
握
し
、連
体
形
に
よ
っ

て
、
対
象
の
動
態
を
表
す
の
で
は
な
く
、
対
象
を
静
態
と
し
て
表
し
て
い
る
。

入
れ
子
型
で
は
、
動
詞
連
体
形
が
零
記
号
の
辞
︵
■
︶
に
総
括
さ
れ

︵
連
体
形
■
︶、
こ
の
詞
│
辞
を
形
式
名
詞
が
包
摂
し
︵
連
体
形
■
の
︶、
こ

れ
ら
を
係
／
格
助
詞
が
総
括
す
る
と
い
う
二
重
の
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
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︵［
連
体
形
■
の
］
も
︶。
し
た
が
っ
て
、
対
象
語
と
形
容
詞
述
語
と
の
関
係

は
媒
介
的
で
あ
る
。
古
文
に
お
け
る
感
情
対
象
の
直
接
的
な
表
現
が
、
現
代

文
で
は
媒
介
的
な
表
現
と
し
て
再
表
現
さ
れ
て
い
る
。
古
典
時
代
に
お
い
て

は
感
情
対
象
が
動
的
属
性
と
し
て
直
接
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
が
現

代
文
で
は
、
動
的
属
性
を
実
体
的
に
捉
え
返
す
と
い
う
反
省
過
程
が
介
在
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

連
体
形
を
直
接
係
／
格
助
詞
が
承
け
る
形
は
、
感
情
表
現
以
外
で
も
現
代

文
に
お
い
て
残
っ
て
お
り
、故
事
成
句
の
﹁
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
﹂
も
、

そ
の
類
で
あ
る
。
文
語
調
の
口
語
体
、
特
に
明
治
期
の
演
説
口
調
に
残
っ
て

い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。林
四
郎
の
指
摘
に
拠
れ
ば
、

﹁
新
内
閣
の
意
向
は
、
⋮
⋮
緊
縮
を
図
る
と
い
ふ
に
在
る
﹂
や
﹁
│
せ
ざ
る

を
得
な
い
﹂﹁
感
な
き
を
得
な
い
﹂﹁
し
か
し
、
準
体
言
も
徐
々
に
衰
え
て
、

や
が
て
﹁
の
﹂
や
﹁
こ
と
﹂﹁
も
の
﹂
が
こ
れ
に
代
わ
り
、
完
全
な
口
語
文

に
な
る
。
こ
れ
ら
準
体
言
と
形
式
名
詞
と
は
、
口
語
の
中
で
比
較
的
遅
れ
て

き
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
、
極
め
て
現
代
語
ら
し
い
言
い
方

だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。﹂［
林1977: 358-362

］

こ
う
し
た
連
体
形
の
古
文
か
ら
形
式
名
詞
介
在
の
現
代
文
へ
の
歴
史
的
推

移
に
つ
い
て
は
、
踏
み
込
ま
な
い
が
、
連
体
形
用
法
が
衰
退
し
た
と
の
説
に

つ
い
て
は
、［
信
太1970

］
お
よ
び
［
柳
田1993

］
の
諸
論
稿
を
参
看
し
た
。

第
一
節　
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
」

時
枝
条
件
法
解
釈
の
視
点
か
ら
、
現
代
文
に
お
け
る
、﹁
連
体
形
＋
形
式

名
詞
＋
係
／
格
助
詞
﹂
の
文
型
を
視
る
と
き
、
条
件
表
現
と
し
て
解
釈
さ
れ

る
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
／
動
詞
述
語
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
で
は
、
条
件
表
現
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
現
代
文
用
例
を
検
討
す
る
。
用

例
は
青
空
文
庫
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
正
規
表
現
に
よ
る
検
索
に
よ
り
抽
出
し

た
。

㊀
「
連
体
形
＋
の
＋
も
」
─
感
情
形
容
詞
述
語

現
代
文
に
お
い
て
は
、
時
枝
解
釈
に
お
い
て
補
わ
れ
た
形
式
名
詞
﹁
の
﹂

が
顕
在
化
し
て
﹁
連
体
形
＋
の
＋
も
＋
感
情
形
容
詞
述
語
﹂
と
い
う
定
型
を

観
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
よ
う
。

︵
１
︶ 

こ
こ
で
繰
り
返
し
て
い
う
の
も
お
恥
ず
か
し
い
訳
で
す
が
、
私
は
そ

の
時
、
君
な
ど
の
講
義
を
あ
り
が
た
が
っ
て
聴
く
生
徒
が
ど
こ
の
国

に
い
る
も
の
か
と
申
し
た
の
で
す
。 

夏
目
漱
石
﹁
私
の
個
人
主
義
﹂

　
　
　

 ﹁
い
う
の
も
お
恥
ず
か
し
い
訳
で
す
が
﹂
の
箇
所
は
、﹁
連
体
形
い
う
＋
形
式
名
詞

＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
成
す
。
連
体
形
﹁
い
う
﹂
＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体

言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
恥
ず
か
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
で
き
る
。﹁
い

う
と
恥
ず
か
し
い
訳
で
す
が
﹂﹁
い
え
ば
恥
ず
か
し
い
訳
で
す
が
﹂
と
条
件
表
現

に
換
言
で
き
る
。

︵
２
︶
⋮
、
こ
っ
ち
か
ら
催
促
す
る
の
も
悪
い
か
も
知
れ
ず
⋮

 

夏
目
漱
石
﹁
こ
こ
ろ
﹂

　
　
　

 

連
体
形
﹁
催
促
す
る
﹂
＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
悪
い
﹂

の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
る
。﹁
催
促
す
る
と
悪
い
か
も
知
れ
な
い
﹂

と
い
う
仮
定
条
件
表
現
に
換
言
可
能
で
あ
る
。

︵
３
︶ 
女
は
入
つ
て
来
ま
し
た
が
、
私
は
初
対
面
の
挨
拶
を
す
る
の
も
き
ま

り
が
悪
く
て
、﹃
御
遠
慮
を
な
さ
ら
な
い
で
、
此
方
へ
来
て
お
掛
け
な
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さ
い
。﹄
な
ど
と
云
つ
て
女
を
椅
子
に
座
ら
せ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

 

与
謝
野
晶
子
﹁
女
が
来
て
﹂

　
　
　

 ﹁
挨
拶
を
す
る
の
も
﹂
の
箇
所
は
、﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を

採
っ
て
お
り
、
連
体
形
﹁
す
る
﹂
＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形

容
詞
﹁
き
ま
り
が
わ
る
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
挨
拶
を
す
る

と
き
ま
り
が
わ
る
い
の
で
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
４
︶
思
い
だ
す
の
も
恐
ろ
し
い
か
ら
。 

倉
田
百
三
﹁
俊
寛
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
採
っ
て
お
り
、連
体
形
﹁
思
い
出
す
﹂

＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
恐
ろ
し
い
﹂
の
対
象
語
格

と
し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
思
い
出
す
と
恐
ろ
し
い
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し

得
る
。

︵
５
︶ 

⋮
急
に
隠
れ
た
り
な
ん
ぞ
す
る
の
も
見
ぐ
る
し
い
か
ら
、
こ
の
ま
ま

こ
う
し
て
居
り
ま
し
ょ
う
と
、
相
手
の
女
房
が
云
う
の
で
、
そ
の
傍

に
女
も
じ
っ
と
伏
せ
て
い
た
。 
堀
辰
雄
﹁
姨
捨
﹂

　
　
　

 

連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
採
っ
て
お
り
、
連
体
形
﹁
す
る
﹂
＋

形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
見
ぐ
る
し
い
﹂
の
対
象
語
格

と
し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
す
れ
ば
見
ぐ
る
し
い
﹂と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
６
︶ 

⋮
そ
の
ひ
と
に
迷
惑
を
か
け
る
の
も
心
苦
し
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

誤
解
の
起
ら
ぬ
よ
う
、
私
の
戸
籍
名
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

 

太
宰
治
﹁
家
庭
の
幸
福
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
採
っ
て
お
り
、
連
体
形
﹁
か
け
る
﹂

＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
心
苦
し
い
﹂
の
対
象
語
格

と
し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
迷
惑
を
か
け
る
と
心
苦
し
い
か
ら
﹂
と
い
う
条
件
表
現

に
換
言
し
得
る
。

︵
７
︶ 

け
れ
ど
も
君
を
、
こ
の
ま
ま
む
な
し
く
帰
ら
せ
る
の
も
心
苦
し
く
て
、

⋮ 

太
宰
治　
﹁
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
﹂

　
　
　

 ﹁
帰
ら
せ
る
の
も
﹂の
箇
所
は
、﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂の
文
型
を
成
す
。

使
役
連
体
形﹁
帰
ら
せ
る
﹂＋
形
式
名
詞﹁
の
﹂に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞﹁
心

苦
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
る
。﹁
け
れ
ど
も
君
を
、
こ
の
ま

ま
む
な
し
く
帰
ら
せ
る
と
心
苦
し
く
て
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
可
能
で
あ
る
。

︵
８
︶ 

⋮
あ
な
た
に
、
あ
ま
り
宿
賃
の
お
世
話
に
な
る
の
も
心
苦
し
い
事
で

し
た
の
で
、
私
だ
け
先
に
、
失
礼
し
て
帰
京
い
た
し
ま
し
た
が
、
⋮

 

太
宰
治
﹁
風
の
便
り
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
で
、連
体
形﹁
な
る
﹂＋
形
式
名
詞﹁
の
﹂

に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
心
苦
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
し
得
る
。

﹁
お
世
話
に
な
れ
ば
心
苦
し
い
事
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
９
︶ 

そ
の
ま
ま
、
す
ぐ
う
ち
へ
歸
る
の
も
工
合
ひ
が
わ
る
い
し
、
彼
は
そ

の
足
で
、
古
本
屋
へ
む
か
つ
た
。
み
ち
み
ち
男
は
考
へ
る
。

 

太
宰
治
﹁
猿
面
冠
者
﹂

　
　
　

 

連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
採
っ
て
お
り
、
連
体
形
﹁
帰
る
﹂
＋

形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
具
合
が
悪
い
﹂
の
対
象
語
格

と
し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
帰
る
と
具
合
が
悪
い
﹂
と
の
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
10
︶﹁
│
│
こ
の
ま
ん
ま
帰
っ
ち
ゃ
う
の
も
惜
し
い
よ
う
だ
な
﹂

 

宮
本
百
合
子
帆
﹁
帆
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
で
、
連
体
形
﹁
帰
っ
ち
ゃ
う
﹂
＋
形

式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
惜
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
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解
釈
し
得
る
。﹁
帰
っ
ち
ゃ
え
ば
惜
し
い
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
11
︶
⋮
今
更
、未
練
が
ま
し
い
言
葉
を
つ
ら
ね
る
の
も
気
恥
か
し
い
が
、⋮
。

 

小
酒
井
不
木
﹁
あ
る
自
殺
者
の
手
記
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
で
、
連
体
形
﹁
つ
ら
ね
る
﹂
＋
形
式

名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
気
恥
か
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し

て
解
釈
し
得
る
。﹁
つ
ら
ね
れ
ば
気
恥
か
し
い
﹂と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

︵
12
︶
今
更
、
先
生
に
つ
く
の
も
可
笑
し
う
ご
ざ
ん
す
か
ら
ね
。

 

岸
田
国
士
﹁
取
引
に
あ
ら
ず
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
で
、連
体
形﹁
つ
く
﹂＋
形
式
名
詞﹁
の
﹂

に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
可
笑
し
い
﹂
の
対
象
語
格
と
し
て
解
釈
し
得
る
。

﹁
つ
け
ば
可
笑
し
い
﹂
と
い
う
条
件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

㊁
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
も
＋
動
詞
述
語
」

︵
13
︶ 

ど
う
す
れ
ば
人
間
は
も
っ
と
幸
福
に
社
会
は
も
っ
と
明
る
く
な
り
得

る
だ
ろ
う
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
選
ぶ
の
も
、
や
む
を
得
な

い
の
で
あ
る
。 

三
好
十
郎
﹁
恐
怖
の
季
節
﹂

　
　
　

 

連
体
形
﹁
選
ぶ
﹂
＋
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
に
よ
る
体
言
句
が
﹁
や
む
を
得
な
い
﹂
と

い
う
判
断
の
対
象
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。﹁
選
ぶ
と
し
て
も
や

む
を
得
な
い
﹂
と
い
う
譲
歩
の
表
現
に
換
言
可
能
で
あ
る
。

㊂
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
も
＋
名
詞
述
語
」

︵
14
︶
泣
か
れ
る
の
も
少
し
な
ら
厭
と
は
云
わ
な
い
。

 

夏
目
漱
石
﹁
趣
味
の
遺
伝
﹂

　
　
　

 ﹁
泣
か
れ
る
の
も
﹂
の
箇
所
は
、﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
を
採
っ

て
い
る
。
逆
態
条
件
節
＋
仮
定
条
件
句
＋
主
節
の
文
構
成
と
視
る
な
ら
ば
、﹁
泣

か
れ
て
も
⋮
い
や
と
は
云
わ
な
い
﹂
と
い
う
逆
態
条
件
の
表
現
に
言
換
え
が
で
き

る
。

︵
15
︶ 

私
は
、
実
は
、
非
常
に
う
れ
し
い
│
│
う
れ
し
い
と
言
う
の
も
、
変

な
も
の
で
す
が 

三
好
十
郎
﹁
お
り
き
﹂

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
﹂
の
文
型
で
、連
体
形﹁
言
う
﹂＋
形
式
名
詞﹁
の
﹂

に
よ
る
体
言
句
が
感
情
形
容
詞
﹁
変
な
も
の
で
す
と
い
う
判
断
﹂
の
対
象
語
格
と

し
て
解
釈
し
得
る
。﹁
言
う
と
す
れ
ば
／
言
え
ば
変
な
も
の
で
す
が
﹂
と
い
う
条

件
表
現
に
換
言
し
得
る
。

以
上
の
用
例
１
～
15
に
お
い
て
は
、﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
﹂
は
﹁
条
件
法
﹂

と
し
て
解
釈
さ
れ
、
感
情
形
容
詞
述
語
に
対
す
る
関
係
は
、
条
件
、
逆
態
条

件
で
あ
る
と
観
察
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に
つ
い
て
、
条
件
法
へ
の
換

言
が
で
き
る
な
ら
ば
、
連
体
形
が
主
節
述
部
に
連
用
節
と
し
て
係
る
と
視
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
。

第
二
節　

条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
、
主
節
主
格
を
修
飾
す
る
連
体
節

古
文
の
表
現
で
は
連
体
形
が
二
重
の
用
法
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
多
重
用
法
が
現
代
文
に
お
い
て
連
体
修
飾
の
用
法
が
多
様
で
あ
る

こ
と
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
章
第
三
節
に
お
い
て
例

述
し
た
よ
う
に
、古
文
に
お
い
て
、﹁
連
体
形
＋
係
／
格
助
詞
﹂
と
並
行
し
て
、

連
体
形
が
名
詞
を
修
飾
す
る
表
現
態
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
事
例
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
、
歴
史
的
背
景
と
考
え
る
な

ら
ば
、﹁
連
体
形
＋
﹁
の
﹂
＋
係
／
格
助
詞
﹂
の
形
態
か
ら
﹁
連
体
形
＋
名

詞
＋
係
／
格
助
詞
﹂
の
形
態
へ
の
類
推
に
よ
り
、
後
者
の
表
現
態
が
条
件
表
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現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
を
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

現
代
文
に
お
い
て
は
、主
節
主
格
に
係
る
連
体
修
飾
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
連
体
修
飾
節
が
、
主
節
述
部
に
、
統
語
的
に
は
係
わ
ら
な

い
が
意
味
的
に
は
関
わ
る
場
合
が
あ
る
。
例
文
を
観
て
み
る
。

入
場
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
こ
ち
ら
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

連
体
節
を
、﹁
入
場
券
を
お
持
ち
で
な
い
と
き
は
、︵
そ
の
方
は
︶
こ
ち
ら

に
お
並
び
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
連
用
節
に
言
い
換
え
可
能
で
あ
る
。
連
体
表

現
と
連
用
表
現
と
は
意
味
的
に
は
等
価
で
あ
り
、
連
用
節
と
主
節
と
の
意
味

的
不
整
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
視
点
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
。

連
体
表
現
で
は
﹁
方
﹂
と
い
う
実
体
を
限
定
す
る
こ
と
で
話
者
の
立
場
が
優

先
さ
れ
て
い
る
が
、
連
用
表
現
の
方
で
は
、
聞
き
手
側
の
条
件
を
提
示
す
る

こ
と
で
聞
き
手
の
立
場
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

上
に
観
た
よ
う
に
条
件
法
に
解
釈
さ
れ
る
古
文
連
体
形
の
用
法
は
、
現
代

語
の
表
現
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
代
文
に
お
い
て
、

意
識
的
に
、
連
用
節
的
な
連
体
節
を
用
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

無
自
覚
的
に
連
用
的
連
体
節
を
運
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
連
体
節
を
一
律
に

関
係
節
か
同
格
節
に
英
訳
を
す
る
傾
向
を
助
長
す
る
一
因
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
。

松
本
清
張
﹃
点
と
線
﹄
か
ら
連
体
修
飾
の
事
例
を
い
く
つ
か
採
り
あ
げ
る
。

︵
16
︶ 

そ
う
そ
う
石
田
部
長
の
た
め
一
役
買
い
、
安
田
辰
郎
の
片
棒
を
か
つ

い
だ
佐
々
木
喜
太
郎
と
い
う
事
務
官
は
、
課
長
に
な
り
ま
し
た
よ
。

　
　
　

 ﹁
⋮
の
片
棒
を
か
つ
い
だ
こ
と
で
、
⋮
﹂
と
い
う
原
因
の
連
用
節
に
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

︵
17
︶ 

ま
さ
か
佐
山
を
殺
す
た
め
と
は
知
ら
な
い
石
田
部
長
は
、
彼
を
自
殺

に
追
い
こ
む
工
作
と
ば
か
り
に
思
い
こ
み
、

　
　
　

 ﹁
⋮
知
ら
な
い
か
ら
、⋮
﹂
と
い
う
理
由
の
連
用
節
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

︵
18
︶ 

そ
の
後
﹁
佐
山
が
青
酸
カ
リ
で
女
と
自
殺
し
た
﹂
と
知
っ
た
と
き
の

石
田
部
長
は
、
さ
す
が
に
顔
色
が
蒼
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
　
　

 ﹁
⋮
知
っ
た
と
き
に
は
、
⋮
﹂
と
い
う
時
間
的
継
起
の
連
用
節
に
言
い
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

花
村
萬
月
﹃
父
の
文
章
教
室
﹄
か
ら
一
つ
採
り
あ
げ
る
。

︵
19
︶ 

あ
な
た
は
自
分
の
父
親
が
好
き
で
す
か
。
好
き
、
と
答
え
る
こ
と
の

で
き
た
あ
な
た
は
、
こ
の
文
章
を
読
む
必
要
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
　
　

 ﹁
⋮
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
⋮
﹂　

と
い
う
条
件
の
連
用
節
に
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

16
～
19
の
用
例
に
つ
い
て
、
ま
と
め
る
と
、
連
体
節
が
、
主
節
と
の
関
係
に

お
い
て
、
条
件
・
原
因
・
理
由
・
時
間
的
継
起
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。

第
三
節　

連
体
節
の
文
体
的
特
質

表
現
者
は
、
連
体
節
と
し
て
叙
述
し
た
事
柄
を
実
体
的
に
捉
え
返
し
て
概

括
す
る
。
事
柄
概
括
の
抽
象
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
実
体
を
、
固
有
名
詞
・
形

式
名
詞
な
ど
を
主
名
詞
と
し
て
選
択
的
に
採
り
あ
げ
て
再
び
表
現
す
る
。
連

体
節
が
主
名
詞
を
修
飾
す
る
と
視
る
と
同
時
に
、
表
現
主
体
の
側
か
ら
は
、

連
体
節
を
主
名
詞
が
包
摂
す
る
と
視
る
の
で
あ
る
。﹃
原
論
﹄
の
表
現
に
倣

う
な
ら
ば
、詞
︵
主
名
詞
︶
が
連
体
節
と
そ
の
零
記
号
の
辞
と
を
包
摂
す
る
。
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主
体
を
囲
む
環
境
や
主
体
が
抱
え
る
事
情
を
連
体
節
で
表
現
す
れ
ば
、
場

面
に
お
け
る
主
体
行
為
の
自
然
な
展
開
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
主
節
主
格

を
修
飾
す
る
連
体
節
は
、
こ
と
の
自
然
な
成
り
行
き
を
表
現
す
る
た
め
の
優

れ
た
表
現
態
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
連
続
あ
る
い
は
平
行
す
る
行
為
を
、

連
体
節
│
主
節
で
表
せ
ば
、
主
体
に
お
い
て
一
体
化
す
る
。
こ
こ
で
漱
石
作

品
か
ら
一
文
を
引
く
。

︵
20
︶
○　

 

天
か
ら
降
っ
た
よ
う
に
、
静
か
に
立
っ
て
い
た
糸
子
は
ゆ
る
や

か
に
頭
を
下
げ
た
。

　
　

 

△　

 

天
か
ら
降
っ
た
よ
う
に
、
静
か
に
立
ち
な
が
ら
糸
子
は
ゆ
る
や

か
に
頭
を
下
げ
た
。

 

夏
目
漱
石
﹁
虞
美
人
草
﹂
原
文
は
○
印
の
方

文
芸
作
家
は
、
背
景
︵
連
体
節
︶
と
主
動
作
︵
主
節
︶
と
で
絵
に
な
る
よ
う

に
、
描
く
だ
ろ
う
。
読
者
は
論
理
が
先
に
立
た
ず
自
然
な
流
れ
を
感
じ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
連
用
節
で
は
興
醒
め
で
あ
る
。
論
理
が
顕
在
化
し
て
角
が

立
つ
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
﹁
智
に
先
立
て
ば
角
が
立
つ
﹂。
同
時
に
、
環

境
や
事
情
に
主
体
が
溶
け
込
ん
で
い
る
の
で
主
客
不
分
明
に
な
り
や
す
い
。

連
体
節
と
主
節
と
の
、
論
理
的
関
係
や
前
後
関
係
が
不
明
瞭
に
な
る
傾
向
が

あ
る
。
主
節
が
長
く
な
り
、
さ
ら
に
連
用
節
が
後
続
す
る
よ
う
に
な
る
と
文

脈
の
読
み
取
り
が
難
し
く
な
る
。
た
だ
し
、
長
く
あ
っ
て
も
主
節
が
簡
潔
な

ら
ば
、
読
解
が
容
易
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
く
漱
石
の
作
品
一
文
を
示

す
。

︵
21
︶﹁
静
か
な
も
の
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
美
禰
子
は
ま
っ
た
く
動
か
な
い
。﹂

 

漱
石
﹁
三
四
郎
﹂

　
　
　

 

長
い
連
体
節
が
簡
潔
な
主
節
に
よ
っ
て
文
が
収
斂
し
て
い
る
。

同
様
の
観
点
か
ら
、
芥
川
の
文
章
︵﹃
影
﹄︶︶
を
採
り
上
げ
る
。

︵
22
︶ 

⑴
⋮
電
燈
を
消
し
た
二
階
の
寝
室
に
は
、
か
す
か
な
香
水
の
に
お
い

の
す
る
薄
暗
が
り
が
拡
が
っ
て
い
る
。
⑵
た
だ
窓
掛
け
を
引
か
な
い

窓
だ
け
が
、
ぼ
ん
や
り
明
る
ん
で
見
え
る
の
は
、
月
が
出
て
い
る
か

ら
に
違
い
な
い
。
⑶
現
に
そ
の
光
を
浴
び
た
房
子
は
、
独
り
窓
の
側

に
佇
み
な
が
ら
、
眼
の
下
の
松
林
を
眺
め
て
い
る
。

三
つ
の
文
は
、
み
な
連
体
節
と
主
節
と
を
備
え
て
お
り
、
文
を
繋
ぐ
接
続
詞

は
な
い
が
、そ
の
代
わ
り
文
頭
に
前
文
を
引
き
継
ぐ
副
詞
︵﹁
た
だ
﹂﹁
現
に
﹂︶

が
置
か
れ
て
い
る
。
最
初
の
二
つ
は
主
体
を
取
り
巻
く
環
境
的
状
況
︵
薄
暗

が
り
の
寝
室
と
窓
か
ら
入
る
月
明
か
り
︶
を
描
き
、
そ
れ
ら
状
況
を
、
三
つ

目
の
文
の
連
体
節
に
て
収
斂
す
る
形
で
︵﹁
そ
の
光
を
浴
び
た
﹂︶、主
体
︵
房

子
︶
の
背
景
と
し
て
描
き
つ
つ
、
主
体
の
行
為
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
文
の

流
れ
が
自
然
で
あ
り
映
像
喚
起
力
も
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
観
た
連
体
節
と
類
似
す
る
文
体
効
果
の
あ
る
英
文
に
つ
い
て
、
若

干
検
討
し
て
お
こ
う
。
結
論
を
急
ぐ
が
、
英
文
で
は
、
事
態
の
成
り
行
き
と

し
て
表
す
に
は
分
詞
構
文
が
適
切
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
従
属
接
続
詞
を

用
い
る
と
論
理
関
係
が
先
立
つ
か
ら
で
、
分
詞
構
文
に
は
連
体
節
と
の
類
縁

性
が
あ
る
と
見
立
て
た
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課

題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
一
例
だ
け
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
、
主
人
公
が
鱒
釣
り
の
後
に
丸
太
に

腰
掛
け
て
一
息
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
［H

em
ingw

ay 1925: 

T
h

e E
n

d
 of S

om
eth

in
g

］。
こ
の
箇
所
の
英
文
は
累
積
文cum

ulative 
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と
呼
ば
れ
て
い
る
［K

ane 1983: 240

］。
こ
の
累
積
文
で
は
、

主
節
に
続
い
て
、
次
々
と
分
詞
構
文
の
叙
述
が
続
き
、
主
節
よ
り
重
要
に
な

る
。
さ
ら
に
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
、
文
頭
のsat on the logs

か
ら
、
後
半

のsm
ooth to sit on　

に
回
帰
す
る
構
造
が
採
ら
れ
て
い
る
。

︵
23
︶ H

e sat on the logs, sm
oking, drying in the sun, the sun 

w
arm

 on his back, the river shallow
 ahead entering the 

w
oods, curving into the w

oods, shallow
s, light glittering, 

big w
ater-sm

ooth rocks, cedars along the bank and w
hite 

birches, the logs w
arm

 in the sun, sm
ooth to sit on, 

w
ithout bark, gray to the touch; slow

ly the feeling of 

disappointm
ent left him

. It w
ent aw

ay slow
ly, the feeling 

of disappointm
ent that cam

e sharply after the thrill that 

m
ade his shoulders ache. It w

as all right now
.

　
　

  ﹁
ニ
ッ
ク
は
丸
太
に
腰
掛
け
た
ば
こ
を
吸
っ
た
。
日
で
服
を
乾
す
と
日

の
温
も
り
が
背
中
に
感
じ
ら
れ
る
。
浅
瀬
の
先
は
森
へ
入
り
曲
が
り

な
が
ら
奥
へ
と
流
れ
て
い
き
、
浅
瀬
に
は
光
が
煌
め
き
、
水
が
大
き

な
岩
を
洗
っ
て
滑
ら
か
に
流
れ
、
土
手
に
沿
っ
て
杉
が
、
白
樺
も
見

え
る
。
丸
太
は
日
に
あ
た
っ
て
暖
か
く
、
皮
を
は
い
で
あ
る
の
で
ご

つ
ご
つ
で
な
く
座
る
の
に
好
く
、
体
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
灰
色
だ
。

ゆ
っ
く
り
と
失
望
感
が
抜
け
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。
そ
の
落
胆
は

だ
ん
だ
ん
消
え
て
い
っ
た
、
失
望
感
は
興
奮
し
た
あ
と
に
急
に
や
っ

て
き
て
肩
が
痛
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
今
は
も
う
大
丈
夫
だ
。﹂

 

試
訳

右
の
試
訳
は
原
文
の
構
文
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
連
体
節
を
適
度
に
用

い
て
改
訳
し
て
み
よ
う
。

 ﹁
丸
太
に
腰
掛
け
た
ニ
ッ
ク
は
た
ば
こ
を
吸
っ
た
、
日
で
服
を
乾
す
と

日
の
温
も
り
が
背
中
に
感
じ
ら
れ
る
。
森
へ
と
入
り
曲
が
り
な
が
ら
奥

へ
流
れ
て
い
く
浅
瀬
の
先
。
そ
の
浅
瀬
に
は
光
が
煌
め
き
、
水
が
大
き

な
岩
を
洗
っ
て
滑
ら
か
に
流
れ
て
い
く
、
土
手
の
杉
、
白
樺
が
見
え
る
、

日
に
あ
た
っ
て
暖
か
い
丸
太
は
皮
を
は
い
で
あ
る
の
で
ご
つ
ご
つ
で
な

く
座
る
の
に
好
く
、
体
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
灰
色
だ
。
ゆ
っ
く
り
と
失

望
の
感
じ
が
抜
け
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
消
え
て
い
く
そ

の
失
望
感
は
、
興
奮
し
た
あ
と
に
急
に
や
っ
て
き
て
肩
が
痛
か
っ
た
の

だ
っ
た
。
今
は
も
う
大
丈
夫
だ
。﹂

翻
訳
調
と
感
じ
ら
れ
る
連
用
中
止
の
連
続
が
、
連
体
節
が
入
る
こ
と
で
改
善

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
に
よ
る
流
れ
る
よ

う
な
光
景
描
写
に
、
よ
り
近
づ
い
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
連
体
節

の
文
体
的
特
質
に
つ
い
て
、
次
の
見
解
が
参
考
に
な
る
。﹁
も
っ
と
長
い
修

飾
語
句
が
、
短
い
名
詞
に
吸
収
さ
れ
て
は
先
へ
進
む
表
現
法
に
長
所
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
文
章
に
一
種
の
し
ま
り
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
と
言
え
そ

う
に
思
う
。﹂［
渡
辺
実1963

］

原
文
で
は
、
遠
景
か
ら
近
景
へ
、
そ
し
て
上
手
か
ら
下
手
へ
と
風
景
を
背

景
に
、ニ
ッ
ク
の
心
の
安
ら
ぎ
を
写
し
出
す
よ
う
に
文
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
絵
画
的
な
描
写
は
イ
メ
ー
ジ
の
流
れ
の
表
現
で
あ
る
か
ら
、
従

属
接
続
詞
や
接
続
副
詞
に
よ
り
文
を
繋
ぐ
手
法
で
は
実
現
で
き
え
な
い
。

since

︵
の
ゆ
え
に
︶
やalthough

︵
に
も
か
か
わ
ら
ず
︶
やconsequently
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︵
し
た
が
っ
て
︶
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
事
柄
を
論
理
的
に
分
節
す
る
か
ら

で
あ
る
。

芸
術
家
は
、
全
体
を
部
分
に
分
解
せ
ず
全
体
を
全
体
と
し
て
描
く
。
例
え

ば
、
対
象
を
描
写
す
る
と
き
に
、
カ
メ
ラ
が
遠
景
か
ら
近
景
へ
と
写
す
よ
う

に
情
景
を
、
あ
る
い
は
対
象
の
動
的
構
造
を
直
感
し
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
描
く
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
作
家
は
、
ま
ず
情
景
の
概
観
か
ら
書
き
出

し
細
部
へ
の
描
写
に
移
る
。
細
部
の
描
写
は
、従
属
接
続
詞
を
極
端
に
避
け
、

流
れ
る
が
如
く
に
文
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。こ
う
し
た
文
章
展
開
は
、

直
列
文
︵Serial Sentences
︶
と
い
わ
れ
、and

の
繋
ぎ
を
特
色
と
す
る

freight-train sentences

や
分
詞
構
文
な
ど
で
繋
ぐ
長
いcum

ulative 

sentences

な
ど
に
よ
る
文
体
が
知
ら
れ
て
い
る
［K

ane 1983: 229-242

］。

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
こ
の
種
の
文
体
の
匠
で
あ
る
。

一
方
、
従
属
接
続
詞
や
接
続
副
詞
に
よ
る
叙
述
で
は
、
論
理
が
先
立
っ
て

し
ま
う
た
め
流
れ
を
分
断
す
る
。
部
分
を
単
な
る
部
分
に
堕
落
さ
せ
部
分
の

機
械
的
結
合
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
文
章
か
ら
映
像
は
喚

起
さ
れ
な
い
。

事
実
に
語
ら
せ
る
と
い
う
叙
述
法
は
、
単
に
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
述

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
観
念
的
に
再
構
成
さ
れ
た
全
体
が
す
で
に
あ

り
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
、
創
造
行
為
と
し
て
対
象
を
表
現
︵express

︶

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
事
実
の
羅
列
で
は
な
い
。
芸
術
家
が
出
来
事
・
状
況
・

人
物
を
活
き
活
き
と
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
作
品
を
完
成
す
る
前
に
、

芸
術
的
全
体
と
し
て
観
念
の
中
に
表
現
対
象
を
再
構
築
︵re-present

︶
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
対
象
を
観
念
の
中
に
取
り
込
み
、
観
念
の
中
に
映
像

の
形
で
保
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
家
の
翻
訳
に
は
、
連
体

節
を
生
か
し
た
翻
訳
が
有
効
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
四
節　

英
語
従
属
節
を
連
体
節
へ
翻
訳
す
る
手
法

英
語
の
関
係
代
名
詞
節
に
お
い
て
は
、
関
係
代
名
詞
が
主
格
あ
る
い
は
対

格
を
示
す
こ
と
は
明
確
で
は
あ
る
が
、
主
節
と
の
論
理
的
関
係
を
明
示
し
て

い
な
い
。
一
方
、
従
属
接
続
節
に
お
い
て
は
、
主
節
と
の
論
理
関
係
を
接
続

詞
が
明
示
し
て
い
る
。If

仮
定
条
件
節
・w

hen

時
あ
る
い
は
確
定
条
件
節
・

although

譲
歩
節
な
ど
に
お
い
て
は
、
接
続
詞
が
論
理
範
疇
を
表
し
て
い

る
。英

語
従
属
接
続
節
は
、
主
節
の
述
部
を
副
詞
的
に
修
飾
す
る
と
視
て
、
主

節
と
連
用
節
と
の
複
文
に
和
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹁
の
で
・
か
ら
﹂
の

理
由
表
現
、﹁
れ
ば
・
た
ら
﹂
の
仮
定
条
件
、﹁
け
れ
ど
も
﹂
の
相
反
表
現
な

ど
は
、
文
体
上
、
主
節
と
連
用
節
と
の
関
係
が
明
示
的
に
表
現
さ
れ
論
理
性

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
文
体
的
に
は
、
い
わ
ば
固
い
印
象
が
も

た
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
連
用
的
に
訳
す
の
で
は
な
く
、
主
節

の
主
格
を
修
飾
す
る
連
体
節
と
し
て
訳
出
す
る
と
、
主
格
が
人
間
主
体
を
表

し
て
い
る
と
き
に
は
、
と
く
に
、
文
の
流
れ
が
な
め
ら
か
に
感
じ
ら
れ
自
然

な
表
現
と
し
て
読
み
手
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

連
用
節
と
主
節
と
の
論
理
的
な
関
係
性
が
二
つ
の
節
に
分
け
ら
れ
る
訳
文

で
は
、
連
用
節
の
行
為
や
状
態
と
主
節
の
そ
れ
と
は
分
離
さ
れ
た
上
で
結
合

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
、
主
節
主
格
に
よ
っ
て
連
体
節
が
包
摂
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
連
体
節
の
行
為
や
状
態
と
主
節
の
そ
れ
と
は
統
一
さ
れ
る
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と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
連
体
節
か
ら
主
節
へ
と
事
柄
が
自
然
に
展
開
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
実
際
、
翻
訳
家
の
中
村
保
男
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

 ﹁﹁
～
し
て
い
る
時
に
﹂
を
意
味
す
るas

は
、
少
し
表
現
を
変
え
て
﹁
～

し
て
い
る
時
の
﹂
と
形
容
詞
的
に
訳
し
た
ほ
う
が
文
全
体
の
流
れ
が
な
め

ら
か
に
な
る
場
合
も
あ
る
。﹂［
中
村
ら1984: 262

］

 ﹁
接
続
詞
を
関
係
代
名
詞
に
転
換
し
て
訳
す
わ
け
だ
が
、
こ
の
手
は
何
も

as

に
限
っ
た
話
で
は
な
く
、w

hen

やafter, w
hile

な
ど
に
つ
い
て
も

あ
て
は
ま
る
。
と
り
わ
け
、
副
詞
節
が
長
い
た
め
に
直
訳
し
た
の
で
は
文

全
体
の
流
れ
が
悪
い
と
き
に
使
う
と
効
果
的
だ
が
、
ほ
か
に
も
、
上
の
例

の
よ
う
に
、
接
続
詞
を
挟
ん
だ
二
つ
の
主
語
の
う
ち
、
一
つ
が
所
有
格
を

含
む
場
合
に
は
し
っ
く
り
す
る
こ
と
が
多
い
。﹂［ibid. 

］

以
下
に
は
、
従
属
接
続
節
と
主
節
と
の
主
語
が
同
一
あ
る
い
は
部
分
と
全
体

と
の
関
係
で
あ
る
英
文
と
そ
の
和
訳
文
と
を
、
採
り
上
げ
る
。
英
米
の
文
学

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
日
本
の
翻
訳
論
な
ど
の
諸
作
品
か
ら
用
例
を

引
用
す
る
︵
従
属
接
続
節
の
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
︶。

㊀ w
hen

な
ど
の
時
間
節
を
、
主
格
を
修
飾
す
る
連
体
節
に
翻
訳

︵
31
︶ I found him
 there w

hen I w
as sent to fetch him

 for dinner, 

sm
iling slightly, just this head show

ing, his face turned up 

to the spring rain. 
Canin, E. 1991. B

lu
e R

iver.

　
　

  

晩
御
飯
に
呼
び
に
い
か
さ
れ
た
僕
は
、
そ
ん
な
姿
の
兄
を
見
つ
け
た

│
か
す
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
た
、
頭
だ
け
出
し
て
、
顔
を
春
の
雨
に

向
け
て
上
げ
て
い
る
兄
を
。

 

﹃
英
米
小
説
演
習
﹄
研
究
社1998

訳
：
柴
田
元
幸

︵
32
︶�W

hen her face relaxed, she w
as lovely in a sort of 

different w
ay.

　
　

  

顔
か
ら
緊
張
の
ほ
ぐ
れ
た
女
は
、
さ
っ
き
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
愛

ら
し
か
っ
た
。

 

英
和
翻
訳
辞
典　

中
村
保
男
編

︵
33
︶ A

ll seducers and reform
ers are responsible: Lady 

Bessborough w
hen she lied to Lord Granville; M

iss D
avies 

w
hen she told the truth to M

r. Greg

︶
₂₀
︵.  

W
oolf, V

. 1929

　
　

  

責
任
は
、
あ
ら
ゆ
る
誘
惑
者
、
あ
ら
ゆ
る
改
革
家
に
あ
る
の
だ
。
心

に
も
な
い
こ
と
を
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
卿
に
言
っ
た
ベ
ズ
ブ
ラ
ー
夫
人
の

ご
と
き
も
、
グ
レ
ッ
グ
氏
に
真
実
を
吐
露
し
た
デ
イ
ヴ
ィ
ス
女
史
の

ご
と
き
も
、
そ
う
で
あ
る
。 

訳
：
西
川
正
身
・
安
藤
一
郎 1952

　
　

  

あ
ら
ゆ
る
誘
惑
者
と
あ
ら
ゆ
る
改
革
家
に
責
任
が
あ
る
の
で
す
。
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
卿
に
嘘
を
つ
い
た
ベ
ズ
ブ
ラ
ー
伯
夫
人
に
、
グ
レ
ッ
グ

氏
に
真
実
を
告
げ
た
ミ
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
、
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

 

訳
：
川
本
静
子　

1988

　
　

  

あ
ら
ゆ
る
誘
惑
者
と
あ
ら
ゆ
る
改
革
家
に
責
任
が
あ
る
の
で
す
。
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ル
卿
に
嘘
を
つ
い
た
ベ
ズ
バ
ラ
伯
爵
夫
人
に
も
、
グ
レ
ッ

グ
氏
に
真
実
を
述
べ
た
ミ
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
も
責
任
が
あ
る
の
で

す
。 

訳
：
片
山
亜
紀2015

　
　
　

 
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
評
論A

 Room
 of O

ne＇s O
w

n

に
は
右
三
つ
の
訳

書
が
あ
る
が
、
す
べ
てw

hen

従
属
節
を
主
体
を
修
飾
す
る
連
体
節
に
和
訳
し
て

い
る
。
刊
行
順
に
引
用
し
た
。
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︵
34
︶ T

hen I realized he w
as the young guy w

ho found m
e in 

the hall after I＇d been bashed in the head
　
　

  

そ
こ
で
や
っ
と
気
が
つ
い
た
。
こ
い
つ
は
、
頭
を
ぶ
ん
殴
ら
れ
た
私

を
廊
下
で
見
つ
け
て
く
れ
た
あ
の
若
者
だ
。 

英
和
翻
訳
辞
典

　
　
　

 
関
係
代
名
詞
節
に
お
い
て
、
主
動
詞find

の
目
的
語m

e

を
修
飾
す
る
よ
う
に

after
節
を
連
体
節
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。

︵
35
︶ K

ate poured a glass of juice, and w
hile she drank it, Ray 

ran his arm
s round her w

aist and nuzzled into the back of 

her neck.

　
　

  

ケ
イ
ト
は
コ
ッ
プ
に
ジ
ュ
ー
ス
を
つ
い
だ
。
コ
ッ
プ
を
傾
け
て
い
る

ケ
イ
ト
の
腰
に
レ
イ
は
、
両
手
を
ま
わ
し
う
な
じ
に
鼻
を
す
り
つ
け

た
。 

英
和
翻
訳
辞
典

　
　
　

 w
hile

節
の
主
語
︵she

︶
が
指
す
主
体
︵K

ate
︶
の
身
体
部
分
︵her w

aist, 

the back of her neck

︶
が
、
主
節
動
詞
︵run, nuzzle
︶
に
係
る
前
置
詞
句

の
目
的
語
で
あ
り
、w

hile

の
節
を
、
身
体
部
分
に
係
る
連
体
節
と
し
て
訳
し
て

い
る
。

㊁ as

時
間
節
を
連
体
節
に
和
訳

　

同
じ
主
体
の
二
つ
の
行
為
が
連
続
あ
る
い
は
平
行
し
て
い
る
と
き
、
英
語

原
文
通
り
に
訳
す
と
、
二
股
に
裂
か
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
ア
シ
モ
フ
﹃
ミ

ク
ロ
の
決
死
圏
﹄
の
翻
訳
者
で
あ
る
高
橋
は
﹁
双
頭
の
蛇
﹂
と
い
う
［
高
橋

泰
邦1982: 145

］。
二
つ
の
行
為
は
一
つ
の
主
体
に
お
い
て
継
続
あ
る
い
は

統
一
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
連
用
節
│
主
節
に
訳
出
す
る
の
で
は
な
く
連

体
節
│
主
節
に
訳
出
す
べ
き
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
［
別
宮1983: 99

］。

︵
36
︶ “T

he Em
peror is dead! ” H

is face w
as w

orking w
ith agony 

as he spoke so.

　
　

  

そ
う
言
う
彼
の
顔
が
苦
悶
に
ひ
き
つ
っ
て
い
た
。 

訳
：
高
橋
泰
邦

︵
37
︶ LeA

nn Gw
ynne＇s eyes w

idened as she looked at m
e. I saw

 

fear in her.

　
　

  

私
を
凝
視
す
る
リ
ー
ア
ン
・
グ
ウ
ィ
ン
の
目
が
大
き
く
見
開
か
れ
た
。

不
安
の
色
が
に
じ
ん
で
い
る
。 

英
和
翻
訳
辞
典

︵
38
︶ Behind M

rs. O
＇Brian, as he lifted his eye＇s M

r. Ram
irez 

saw
 the long table  laid w

ith clean w
hite linen 

⋮

 
Bradbury, R. I S

ee Y
ou

 N
ever.

　
　

  

オ
ブ
ラ
イ
ア
ン
夫
人
の
後
ろ
に
は
、
顔
を
あ
げ
た
ラ
ミ
レ
ー
ズ
さ
ん

の
目
に
、
長
い
テ
ー
ブ
ル
が
見
え
た
。 

訳
：
岩
垣
守
彦

︵
39
︶ V

ictor didn＇t see it as he pulled the door closed behind 

him
. H

e thought w
ith satisfaction about the look in his 

father＇s eyes as he w
as being shaved.

 
M

cN
am

ee, E. 1994. R
esu

rrection
 M

an
.

　
　

  

車
の
姿
は
、
う
し
ろ
手
に
ド
ア
を
引
い
て
閉
め
る
ヴ
ィ
ク
タ
ー
の
目

に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
髭
を
剃
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
父
の
目
に
浮
か

ぶ
表
情
を
、
か
れ
は
満
足
感
と
と
も
に
思
い
浮
か
べ
た
。

 

訳
：
柴
田
元
幸

︵
40
︶ T

he w
hole British em

pire creaked and groaned as it 

m
oved to find new

 w
ays of dealing w

ith Gandhi.

　
　

  

ガ
ン
ジ
ー
へ
の
新
た
な
対
応
を
模
索
す
る
大
英
帝
国
は
、
総
身
を
よ
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じ
ら
せ
て
苦
悶
の
声
を
上
げ
た
。 

訳
：
別
宮
貞
徳

︵
41
︶ M

arino＇s face w
as expressionless as he glanced at m

e.
　
　

  

私
に
ち
ら
り
と
目
を
向
け
た
マ
リ
ー
ノ
の
顔
は
、
無
表
情
な
ま
ま
だ
。

 
P. D

. Cornw
ell. 1991. P

ost- M
ortem

s

﹃
検
死
官
﹄
訳
：
相
原
真
理
子

　
　
　

 ﹁
私
を
ち
ら
り
と
見
た
と
き
﹂
と
い
う
連
用
節
に
代
え
て
連
体
節
を
採
用
し
て
い

る
。

︵
42
︶H

is eyes w
ere flat as they fixed on m

e.

　
　

  

私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
目
に
は
、
何
の
感
情
も
表
れ
て
い
な
い
。

 
Ibid.

　
　
　

 ﹁
私
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
と
き
﹂
と
い
う
連
用
節
に
代
え
て
連
体
節
を
採
用
し
て

い
る
。

︵
43
︶ Y

ou m
ay see her now

, as she w
alks dow

n the favourite 

turning, and enters the D
eeps by a narrow

 path through 

a group of Scotch firs- 

⋮

 
Eliot, G. 1860. T

h
e M

ill on
 th

e F
loss.

　
　

  

今
、
歩
み
な
れ
た
道
の
ま
が
り
め
を
お
り
て
、
銀
松
の
む
ら
立
ち
の

な
か
に
通
う
小
径
を
谷
間
へ
と
は
い
っ
て
い
く
、
彼
女
の
姿
が
、
読

者
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。 

訳
：
工
藤
好
美
・
淀
川
郁
子

　
　
　

 

長
いas

節
︵as she w

alks dow
n

⋮a group of Scotch firs

︶
の
訳
を
﹁
彼

女
の
姿
﹂
に
係
る
連
体
節
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。

︵
44
︶ For som

e tim
e as he w

alked N
ick had been in sight of one 

of the big islands of pine standing out above the rolling 

high ground he w
as crossing.

 
E. H

em
ingw

ay. 1929.  In
 ou

r tim
e.

　
　

  

歩
い
て
い
る
ニ
ッ
ク
の
眼
に
、
い
ま
横
切
っ
て
い
る
起
伏
し
た
臺
地

の
う
え
に
、
島
の
よ
う
に
浮
き
出
し
て
い
る
大
き
な
松
林
の
一
つ
が

し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
見
え
て
い
た
。

 

﹃
わ
れ
ら
の
時
代
に
﹄
訳
：
高
橋
正
雄

　
　
　

 

従
属
接
続
節
︵as he w

alked

︶
を
、
主
節
の
主
語
で
あ
る N

ick

に
係
る
連
体

節
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
。

以
上
の
対
訳
用
例
で
は
、
①
従
属
接
続
節
と
主
節
と
の
主
語
が
同
一
主
体
を

指
す
同
じ
で
あ
る
場
合
︵
31
・
33
・
34
・
35
・
38
・
39
・
40
・
44
︶、
②
従

属
接
続
節
の
主
語
を
、主
節
のsee

な
ど
の
動
詞
目
的
語
が
指
す
場
合︵
43
︶、

③
主
節
の
主
語
が
主
体
の
身
体
部
分
︵face

やeyes

な
ど
︶
を
示
し
て
い

る
場
合
︵
36
・
37
・
41
・
42
︶
も
し
く
は
そ
の
逆
の
場
合
︵
主
節
の
主
語
が
︶

︵
32
︶
を
採
り
上
げ
た
。

㊂ as

様
態
の
節
を
連
体
節
に
和
訳

︵
45
︶ For about a couple of m

inutes I stopped thinking about 

bom
bs and began thinking about m

y figure as I＇d studied 

it in m
y bath that m

orning.

 
O

rw
ell, G. 1939  C

om
in

g u
p for air.

　
　

  

二
分
間
く
ら
い
、
私
は
爆
弾
の
こ
と
を
考
え
る
の
を
や
め
、
今
朝
家

の
バ
ス
で
た
め
つ
す
が
め
つ
し
て
見
た
自
分
の
姿
の
こ
と
を
考
え
は

じ
め
た
。 

﹃
空
気
を
も
と
め
て
﹄
訳
：
小
林
歳
雄

　
　

  
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
け
、
わ
た
し
は
爆
弾
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
思
考

回
路
を
転
じ
て
、
今
朝
方
の
自
分
の
家
の
風
呂
場
で
認
識
を
新
た
に
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し
た
自
分
の
体
型
を
思
い
や
っ
て
い
た
。

 

﹃
空
気
を
も
と
め
て
﹄
訳
：
大
石
健
太
郎

︵
46
︶ T

he vocabulary of O
ld English, as it survives for us today, 

contains som
e thirty thousand w

ord, 

⋮

　
　

  
今
日
残
っ
て
い
る
古
代
英
語
の
語
数
は
ほ
ぼ
三
万
。

 
Sheard, J. A

. 1954.  W
ord

s W
e U

se.

 

訳
：
別
宮
貞
徳

㊃ If/w
hen

条
件
節
を
連
体
節
に
和
訳

オ
ー
ウ
ェ
ル
の
短
編
﹁
象
を
撃
つ
﹂
に
連
体
修
飾
を
用
い
た
訳
文
が
あ
る
。

原
文
は
条
件
節
で
あ
る
。

︵
47
︶�If a m

an cannot enjoy the return of spring, w
hy should he 

be happy in a labour-saving U
topia?

　
　

 

春
が
め
ぐ
っ
て
く
る
の
も
楽
し
め
な
い
人
は
、
ど
う
し
て
労
働
節
約
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
で
幸
福
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　
　

 George O
rw

ell U
rban Foible? Collected Essays SO

M
E 

T
H

O
U

GH
T

S O
N

 T
H

E CO
M

M
O

N
 T

O
A

D
 1946

 

訳
：
小
野
恭
一

　
　
　

 

制
限
関
係
代
名
詞
節
を
条
件
法
に
解
釈
し
て
連
体
節
に
翻
訳
し
て
い
る
。

︵
48
︶ W

e＇re leaving at 8:00 o＇clock. If anyone is late, it’s just too 

bad. W
e w

ill leave w
ithout them

.

　
　

  

８
時
に
出
発
し
ま
す
。
遅
れ
た
人
は
、
気
の
毒
で
す
が
置
い
て
い
き

ま
す
。 

英
和
イ
デ
ィ
オ
ム
完
全
対
訳
辞
典

︵
49
︶�W

hen a m
an is investing, he w

ants the best advice that 

m
oney can buy.

　
　

  

投
資
す
る
人
は
金
で
買
え
る
最
高
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
い
る
。

 
Ibid.

㊄ 

分
詞
構
文
を
連
体
節
に
和
訳

︵
50
︶�D

eterm
ined to have their w

eed and sm
oke it too, m

any 

tobacco aficionados have been sw
itching to low

-tar, low
-

nicotine cigarettes.

　
　

  

愛
用
の
葉
と
煙
は
絶
や
す
も
の
か
と
一
大
決
心
を
し
た
多
く
の
タ
バ

コ
狂
い
は
、
低
タ
ー
ル
、
低
ニ
コ
チ
ン
の
シ
ガ
レ
ッ
ト
に
宗
旨
変
え

し
た
。 

現
代
米
語
コ
ー
パ
ス
辞
典

︵
51
︶ A

s the end, having fought off one devil, T
om

 gazes at the 

other

│a T
V

 screen

│w
ith fellow

 m
ental patients.

 
T

M
E 1982 June 7

　
　

  

終
わ
り
に
、
よ
う
や
く
一
つ
の
悪
魔
を
払
い
の
け
た
ト
ム
は
、
同
僚

の
精
神
病
患
者
た
ち
と
と
も
に
、
ま
た
次
の
悪
魔
を
見
つ
め
る
│
こ

ん
ど
Ｔ
Ｖ
だ
。 

現
代
米
語
慣
用
句
コ
ー
パ
ス
辞
典

︵
52
︶�Left to its ow

n devices, the State D
epartm

ent m
achinery 

tends tow
ard inertia rather than creativity;

⋮

 
T

IM
E 1982 M

arch 15
　
　

  

独
善
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
国
務
省
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
創
造
性
よ

り
は
惰
性
に
陥
る
傾
き
が
あ
る
。

 

現
代
米
語
慣
用
句
コ
ー
パ
ス
辞
典

︵
53
︶�Eschew

ing the pinstripe am
biguities of the career 
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professional, H

abib is renow
ned for his straightforw

ard 

talk and capacity to cut through to basics. 

 
T

IM
E 1982 July 19

　
　

  
職
業
外
交
官
に
あ
り
が
ち
の
洗
練
さ
れ
た
曖
昧
さ
を
嫌
う
ハ
ビ
ブ
は
、

そ
の
直
截
な
話
し
ぶ
り
と
基
礎
的
事
実
に
切
り
込
む
能
力
で
名
声
が

あ
る
。 

現
代
米
語
慣
用
句
コ
ー
パ
ス
辞
典

こ
こ
で
動
詞
に
対
す
る
修
飾
句
が
連
体
節
に
翻
訳
さ
れ
る
例
文
を
示
す
。

︵
54
︶ Great num

bers of adult English people never in their lives 

bothered to vote in an election.

　
　

  

成
人
で
一
生
涯
選
挙
に
投
票
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
人
が
い
く
ら

も
い
る
。 

O
rw

ell, G.

﹁
イ
ギ
リ
ス
人
の
道
徳
観
﹂
訳
：
小
野
協
一

︵
55
︶ ︵
1
︶Extrem

ely few
 English people are afraid to utter 

their political opinions in public, 
︵
2
︶and there are not 

even very m
any w

ho w
ant to silence the opinions of 

others.

　
　

  ︵
1
︶
自
己
の
政
治
的
意
見
を
公
然
と
発
表
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
よ
う

な
イ
ギ
リ
ス
人
は
ご
く
稀
で
あ
っ
て
、︵
2
︶
他
人
の
意
見
の
発
表
を

お
し
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
よ
う
な
人
だ
っ
て
そ
う
多
く
は
な
い
。

 
O

rw
ell, G.

﹁
イ
ギ
リ
ス
人
の
道
徳
観
﹂
訳
：
小
野
協
一

　
　
　

 

英
語
単
文
︵
Ｓ
Ｖ
Ｍ
文
型
の
Ｖ
Ｍ
を
、
連
体
節
を
伴
う
主
部
に
翻
訳
し
た
例
。

　
　
　

 ﹁
極
、
少
数
の
人
が
、
自
分
の
政
治
的
な
意
見
を
お
お
っ
ぴ
ら
に
言
う
の
を
、
恐

れ
る
﹂
と
訳
出
で
き
る
が
、to utter

⋮
と
い
う
事
柄
が
主
述
の
間
に
埋
め
こ
ま

れ
る
こ
と
で
客
観
的
な
事
態to utter

に
つ
い
て
の
主
観
的
判
断
を
主
体
的
に
表

す be afraid

。
こ
れ
ら
の
英
語
重
文
に
お
い
て
は
、
先
の
文
は
断
定
文
で
あ
り
、

後
の
文
は
関
係
代
名
詞
節
を
伴
う
存
在
文
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
英
文
の
作
者
は
、

前
文
で
はbe

繋
辞
に
よ
っ
て
主
体
的
に
断
定
を
示
し
、
後
文
で
はbe

存
在
動
詞

に
よ
っ
て
客
体
的
に
事
実
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
訳
文
で
は
、
両
方
と
も
連

体
修
飾
の
形
を
採
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
別
的
に
訳
出
す
べ
き
と
こ
ろ
と
思
わ

れ
る
。

︵
56
︶H

is plan w
as to com

e upon V
icksburg from

 behind, 

⋮

　
　

  

背
後
か
ら
ヴ
ィ
ッ
ク
ス
バ
ー
グ
の
街
を
攻
め
る
作
戦
で
あ
っ
た

 
D

ixon, R. J., Fox, H
. 1975. T

h
e U

S
A

: M
an

 an
d

 H
istory.

 

訳
：
巻
下
吉
夫

︵
57
︶ M

any people saw
 the suspect do it, but none w

ere w
illing 

to bear w
itness.

　
　

  

容
疑
者
が
そ
れ
を
や
る
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
の
人
が
見
た
が
、
進
ん

で
証
言
す
る
人
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。

 

英
和
イ
デ
ィ
オ
ム
完
全
対
訳
辞
典

　
　
　

 

右
の
和
訳
手
法
と
関
連
す
る
英
訳
手
法
に
つ
い
て
は
、第
五
章
第
三
節
第
三
項
﹁
連

体
節
＋
人
／
者
［
が
／
も
］
い
る
／
多
い
﹂
の
文
型
の
英
訳
を
参
看
さ
れ
た
い
。

本
節
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
、︵
Ａ
︶
英
日
翻
訳
に
お
い
て
、

︵
α

１
︶
従
属
接
続
節
を
連
体
節
に
和
訳
す
る
手
法
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
な
お
、︵
α

２
︶
限
定
用
法
の
英
語
関
係
節
を
条
件
節
に
解

釈
し
連
用
節
に
和
訳
し
て
も
よ
い
事
例
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

章
で
触
れ
る
。
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第
五
章　

�

連
体
節
の
英
訳
手
法�

─
主
節
主
格
を
修
飾
す
る
事
例
を
中
心
に
─

連
体
節
を
英
語
関
係
節
に
翻
訳
す
る
と
非
文
に
な
る
場
合
が
多
く
観
察
さ

れ
、
特
に
﹁
先
行
詞
が
特
定
な
唯
一
の
人
・
物
・
事
の
場
合
﹂、
分
詞
構
文

や
従
属
接
続
詞
の
節
と
し
て
英
訳
す
べ
き
こ
と
を
、［
岩
垣2003

］
が
提
案

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
連
体
節
の
英
訳
は
分
詞
構
文
が
適
切
で
あ
る

と
い
う
。

︵
58
︶ 

三
年
ば
か
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
暮
ら
し
た
私
に
は
、
国
際
人
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
変
な
こ
と
か
よ
く
わ
か
る
。

　
　

  H
aving once lived for three years or so in N

ew
 Y

ork, I 

know
 very w

ell how
 difficult it is to becom

e an 

‘internationally m
inded person ’.

こ
の
提
案
に
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
種
の
連
体
節
は
、
非
関
係
節
の
従
属

節
や
分
詞
構
文
の
文
型
を
採
用
し
て
英
訳
す
る
と
い
う
方
向
が
検
討
課
題
と

な
る
。

と
こ
ろ
で
、
英
語
に
お
い
て
は
、
非
制
限
用
法
の
関
係
代
名
詞
節
に
は
、

原
因
や
理
由
の
副
詞
節
的
機
能
が
あ
り
、制
限
用
法
の
関
係
代
名
詞
節
に
は
、

条
件
的
な
関
係
を
表
す
事
例
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
詳
細
は
文
末
注

の
補
節
二
を
参
照
︶。
た
と
え
ば
、

︵
59
︶Students w

h
o w

ork h
ard

 pass their exam
s.

　
　
　

一
生
懸
命
に
勉
強
す
る
学
生
は
、
試
験
に
通
る
。

︵
60
︶If students w

ork hard, they pass their exam
s.

　
　
　

一
生
懸
命
に
勉
強
す
れ
ば
、
学
生
は
試
験
に
通
る
。

こ
の
英
文
事
例
の
よ
う
に
関
係
代
名
詞
節
の
述
部
と
主
節
述
部
と
は
、
統

語
的
に
は
係
わ
り
が
な
い
が
意
味
的
に
は
関
わ
り
が
あ
り
、
こ
の
と
き
前
者

と
後
者
と
の
間
で
相
互
に
換
言
が
可
能
で
あ
る
︵
前
者
の
方
が
英
語
母
語
者

に
は
達
意
に
思
わ
れ
る
が
、
後
者
は
論
理
が
際
立
つ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る︶

₂₁
︵

。
具
体
的
に
は
、
制
限
関
係
代
名
詞
節
を
条
件
の
従
属
接
続
詞
節
に
換

言
で
き
れ
ば
、
前
者
と
後
者
と
の
相
互
換
言
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
非
制
限

関
係
代
名
詞
節
を
理
由
の
従
属
接
続
詞
節
に
換
言
で
き
れ
ば
、
両
者
間
で
相

互
換
言
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
連
体
節
か
ら
連
用

節
へ
の
換
言
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
柄
か
ら
、︵
β
︶
日
英
翻
訳
に

お
い
て
、︵
β

１
︶
連
体
節
を
関
係
代
名
詞
節
に
翻
訳
す
る
手
法
の
他
に
、 

︵
β

２
︶
連
体
節
を
従
属
接
続
節
に
翻
訳
す
る
手
法
の
可
能
性
が
潜
在
し
て

い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
者
︵
β

２
︶
の
手
法
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

第
一
節　

連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
可
能
な
場
合
の
英
訳
過
程

第
一
項
　
連
体
節
の
連
用
節
へ
の
換
言

益
岡
は
、
形
式
は
装
定
︵
主
名
詞
を
飾
る
︶
だ
が
内
容
は
述
定
︵
主
節
に

述
部
に
係
る
︶
と
い
う
性
格
を
持
っ
た
連
体
節
に
つ
い
て
、
次
の
事
柄
を
指

摘
し
た
［
益
岡1997: 167-180

］。

①
主
節
の
表
す
事
態
に
対
し
て
情
報
付
加
す
る
連
体
節
に
つ
い
て
は
、
そ
の

付
加
内
容
に
は
、﹁
対
比
・
逆
接
﹂﹁
継
起
﹂﹁
原
因
・
理
由
﹂﹁
付
帯
状
況
﹂

が
あ
る
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②
こ
れ
ら
連
体
節
表
現
は
意
味
内
容
か
ら
言
え
ば
述
定
と
し
て
機
能
し
て
い

る
③
こ
れ
ら
連
体
節
表
現
は
連
用
節
へ
の
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
が
可
能

益
岡
の
上
記
の
知
見
は
、南
不
二
男
の
﹁
～
テ
﹂
の
分
析
や
仁
田
に
よ
る
﹁
シ

テ
形
接
続
﹂
の
意
味
分
類
に
符
合
す
る
。
南
は
、
連
体
節
に
現
れ
る
従
属
句

に
つ
い
て
、﹁
Ａ
Ｂ
の
も
の
は
連
体
修
飾
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
Ｃ
Ｄ
の
も
の
は
原
則
と
し
て
連
体
修
飾
語
の
一
部
と
な
る
こ
と
が
出
来

な
い
。﹂
と
指
摘
し
た
［
南1993: 78-86

］。

［
白
井
ら1995

］
は
、
南
の
分
類
を
適
用
し
て
係
り
受
け
の
分
析
を
進
め

た
以
下
の
知
見
を
提
出
し
た
。

Ａ
中
止
性
の
強
い
述
語
ほ
ど
遠
く
に
係
る
傾
向
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
か

ら
、
次
の
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
導
入
す
る
。

①
連
用
節
述
語
の
う
ち
、
中
止
性
の
強
い
Ｂ
類
の
述
語
は
、
他
の
連
用
節

述
語
を
飛
び
越
え
る
。
逆
に
、
他
の
述
語
は
、
次
に
現
れ
た
連
用
節
述

語
に
係
る
。

②
連
用
形
の
単
独
型
は
、
他
の
連
用
形
の
単
独
型
を
飛
び
越
え
な
い
で
、

そ
れ
に
係
る
。

Ｂ
動
作
性
の
強
い
述
語
は
、
動
作
性
の
弱
い
述
語
を
飛
び
越
し
、

動
作
性
の
弱
い
述
語
は
、
動
作
性
の
強
い
述
語
に
係
る
。

以
上
の
知
見
に
基
づ
い
て
以
下
の
仮
説
が
提
案
さ
れ
て
い
る
［
佐
良
木
・

新
田2008

］。

 

連
体
節
を
連
用
節
／
シ
テ
形
に
換
言
可
能
で
あ
る
と
き
、
連
体
節
の
英
訳

は
、
関
係
節
で
は
な
く
、
従
属
節
・
分
詞
構
文
が
適
切
で
あ
る
。

連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
し
た
と
き
、
右
の
係
り
受
け
規
則
が
保
持
さ
れ
る

か
ど
う
か
、
例
文
を
一
つ
あ
げ
て
検
証
す
る
。

連
体
節旧

モ
デ
ル
は
五
イ
ン
チ
の
Ｆ
Ｄ
二
台
分
の
ド
ラ
イ
ブ
を
装
備
し
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
大
容
量
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
内
部
に
組
み
込

ん
だ
今
回
の
モ
デ
ル
は
、
ア
ク
セ
ス
時
間
を
短
縮
し
、
記
憶
容
量
に
余

裕
を
持
た
せ
た
。

連
用
節
へ
の
換
言
Ⅰ

旧
モ
デ
ル
は
五
イ
ン
チ
の
Ｆ
Ｄ
二
台
分
の
ド
ラ
イ
ブ
を
装
備
し
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
が
、︵
Ｃ
類
・
読
点
︶
今
回
の
モ
デ
ル
は
こ
れ
に
加
え
て
︵
Ｂ

類
︶
大
容
量
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
内
部
に
組
み
込
ん
で
い
る
の
で
、︵
Ｂ
類
・

読
点
・
強
中
止
性
︶
ア
ク
セ
ス
時
間
を
短
縮
し
、︵
Ｂ
類
・
読
点
︶
記

憶
容
量
に
余
裕
を
持
た
せ
た
。

連
用
節
へ
の
換
言
Ⅱ

旧
モ
デ
ル
は
五
イ
ン
チ
の
Ｆ
Ｄ
二
台
分
の
ド
ラ
イ
ブ
を
装
備
し
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
が
、︵
Ｃ
類
・
読
点
︶
今
回
の
モ
デ
ル
は
こ
れ
に
加
え
て
︵
Ｂ

類
︶
大
容
量
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
内
部
に
組
み
込
ん
で
、︵
Ｂ
類
・
読
点
・
弱

中
止
性
︶
ア
ク
セ
ス
時
間
を
短
縮
し
、︵
Ｂ
類
・
読
点
︶
記
憶
容
量
に

余
裕
を
持
た
せ
た
。

換
言
Ⅰ
で
は
、﹁
組
み
込
ん
で
い
る
の
で
、﹂
の
従
属
句
は
Ｂ
類
・
読
点
・
強

中
止
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
短
縮
し
﹂
を
飛
び
越
し
て
文
末
の
﹁
持
た
せ
た
﹂

に
係
る
。
換
言
Ⅱ
で
は
、﹁
組
み
込
ん
で
、﹂
の
従
属
句
は
Ｂ
類
・
読
点
・
弱

中
止
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、﹁
短
縮
し
﹂
に
係
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
体
節
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は
連
用
節
Ⅰ
へ
の
換
言
が
適
切
で
あ
る
。
本
例
で
は
、
連
体
節
を
連
用
節
に

換
言
し
た
と
き
、
係
り
受
け
関
係
が
元
の
文
と
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
示
し

た
が
、
複
数
の
連
用
節
を
備
え
る
長
文
に
お
い
て
、
連
体
節
の
連
用
節
へ
の

換
言
が
一
般
的
妥
当
性
が
あ
る
か
否
か
の
検
証
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

第
二
項
　
連
体
節
の
英
語
従
属
接
続
節
へ
の
翻
訳
手
法

第
四
章
第
四
節
に
お
い
て
言
及
し
た
よ
う
に
︵
従
属
接
続
節
を
連
体
節
に

和
訳
す
る
手
法
︶、
英
文
和
訳
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
英
文
従
属
節
を
、
連

用
節
で
は
な
く
主
節
主
格
に
係
る
連
体
節
に
訳
出
す
る
手
法
が
あ
る
。
連
体

節
に
よ
る
訳
文
は
、
連
用
節
に
よ
る
訳
文
に
比
べ
て
、
自
然
な
和
文
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
連
体
節
が
備
え
る
文
体
的
特
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
前

章
に
お
い
て
論
じ
た
。
以
上
の
知
見
に
踏
ま
え
て
和
文
英
訳
に
お
い
て
、
あ

る
種
の
連
体
節
は
従
属
節
に
翻
訳
す
る
手
法
が
確
立
で
き
る
と
考
え
る
。
す

な
わ
ち
、
連
体
節
を
連
用
節
／
シ
テ
節
に
換
言
可
能
な
と
き
、
そ
の
換
言
に

よ
っ
て
連
体
節
と
主
節
と
の
論
理
関
係
を
範
疇
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
と
き
は
、連
体
節
の
英
訳
は
関
係
代
名
詞
節
で
は
な
く
分
詞
構
文
・

従
属
節
が
適
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
関
係
節
も
適
切
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、［Q

uirk

ら1985

］
に
よ
れ
ば
、
英
語
関
係
代
名
詞
節
は
、

い
わ
ゆ
る
制
限
用
法
の
場
合
は
、
条
件
の
従
属
節
に
換
言
で
き
、
非
制
限
用

法
の
場
合
は
理
由
の
従
属
節
に
換
言
で
き
る
か
ら
で
あ
る
︵
詳
細
は
文
末
の

補
節
二
を
参
照︶

₂₂
︵

︶。

以
下
、
和
文
英
訳
の
実
例
を
採
取
す
る
こ
と
で
、
本
稿
で
提
案
す
る
英
訳

手
法
を
検
証
す
る
。

第
二
節
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
助
詞
」
の
文
型
と
そ
の
英
訳

現
代
語
に
お
い
て
は
、
時
枝
解
釈
に
お
い
て
補
っ
た
形
式
名
詞
﹁
の
﹂
が

常
態
化
し
て
﹁
連
体
形
＋
﹁
の
﹂
＋
係
助
詞
、
主
節
﹂
と
い
う
定
型
が
創
出

さ
れ
て
い
る
。
現
代
語
に
お
い
て
も
﹁
対
象
と
そ
れ
に
対
す
る
志
向
的
情
意

或
は
判
断
の
関
係
を
越
え
て
、
た
だ
、
事
柄
の
因
果
関
係
、
先
後
関
係
の
表

現
﹂︵
五
八
論
稿
︶
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
、
以
下
、
英
訳
例
と
の
対
訳
の
形

で
用
例
を
示
す
。
対
訳
例
文
は
文
芸
作
品
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。

ま
ず
、
感
情
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
感
情
表
現
の
英
訳
に
触
れ
る
。
本
稿

第
四
章
第
一
節
で
は
、
連
体
形
と
形
式
名
詞
と
感
情
形
容
詞
の
述
語
と
の
文

型
が
条
件
法
に
換
言
で
き
る
こ
と
を
観
た
。
こ
の
種
の
感
情
表
現
の
英
訳
事

例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

㊀
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
の
＋
係
助
詞
も
」
─
感
情
の
形
容
詞
・
名
詞
述
語

漱
石
作
品
﹃
こ
ゝ
ろ
﹄
と
そ
の
英
訳
を
中
心
に
事
例
を
採
り
上
げ
よ
う
。

︵
61
︶ ︵
ａ
︶
い
い
た
い
事
が
あ
る
の
に
、
い
わ
な
い
で
死
ぬ
の
も
残
念
だ
ろ

う
し
、︵
ｂ
︶
と
い
っ
て
、
こ
っ
ち
か
ら
催
促
す
る
の
も
悪
い
か
も
知

れ
ず
。

　
　

  ︵
ａ
︶O

f course, if he did have anything on his m
ind, it 

w
ould be a pity to let him

 die w
ithout telling us about 

it.

︵
ｂ
︶O

n the other hand, perhaps it w
ould be w

rong of 

us to bring up the subject. 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
残
念
だ
ろ
う
し
﹂
の
述
部
は
、﹁
感
情
名
詞
＋
推
量
の
助
動
詞
﹂
と
い
う
構
成
で

あ
り
、﹁
催
促
す
る
の
も
悪
い
か
も
知
れ
ず
﹂
の
述
部
は
、﹁
感
情
形
容
詞
述
語
﹂

＋
﹁
二
つ
の
係
助
詞
か
・
も
＋
知
れ
な
い
﹂
と
い
う
話
者
の
不
確
実
な
判
断
を
表
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す
構
成
で
あ
る
︵
形
容
詞
﹁
悪
い
﹂
の
意
味
を
﹁
す
ま
な
い
﹂
と
い
う
意
味
に
解

釈
し
た︶

₂₃
︵

︶。
と
も
に
感
情
表
現
と
い
え
る
。
や
や
詳
し
く
は
、
本
用
例
は
、﹁
言
わ

な
い
で
死
ね
ば
﹂、﹁
催
促
す
れ
ば
﹂
と
い
う
条
件
法
に
換
言
可
能
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
想
定
行
為
を
機
縁
と
し
て
（
条
件
）、
相
手
の
心
情
を
話
者
が
想
う
・
慮

る
﹁
残
念
だ
ろ
う
﹂︵
主
節
︶
こ
と
を
、
あ
る
い
は
話
者
に
﹁︵
相
手
に
対
し
て
︶

悪
い
﹂
と
い
う
感
情
が
起
こ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
場
面
に
お
け
る
話

者
の
内
的
・
自
省
的
な
感
情
の
表
現
︵
第
二
章
第
二
節
で
言
及
し
た
︶
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
対
応
す
る
英
訳
文
で
は
、︵
ａ
︶if

従
属
接
続
節
と
話
者
の
主
体
的
表

現
で
あ
る
助
動
詞w

ould
を
備
え
る
主
節
と
い
う
仮
定
法
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ

の
英
文
で
は
、 it

と
い
う
抽
象
的
主
語
を
建
て
て
感
情
を
表
し
て
い
る
が
、
ボ
リ

ン
ジ
ャ
に
よ
る
と
、や
や
婉
曲
な
表
現
で
あ
る
［
ボ
リ
ン
ジ
ャ1981:262-293

］︵
詳

し
く
は
文
末
注
を
参
看︶

₂₄
︵

︶。
感
情
の
形
容
詞pity/w

rong

の
表
現
で
あ
り
、
感
情

の
対
象
は
、to

不
定
詞
と
い
う
形
に
英
訳
さ
れ
て
い
る
。

︵
62
︶
わ
が
家
に
取
り
残
す
の
も
ま
た
甚
だ
し
い
不
安
で
あ
っ
た
。

　
　

 T
he thought, therefore, of m

y m
other living in solitude in 

the big house gave him
 considerable anxiety.

 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
取
り
残
せ
ば
﹂
あ
る
い
は
﹁
取
り
残
す
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
﹂
と
い
う
条

件
節
に
言
い
換
え
が
で
き
る
。
感
情
名
詞
述
語
文
が
、
英
文
で
は
因
果
関
係
を
表

す
他
動
詞
構
文
に
﹁
～
と
い
う
考
え
が
︵
と
考
え
る
と
︶
不
安
を
与
え
る
﹂
翻
訳

さ
れ
て
い
る
。

次
は
、
評
価
的
判
断
の
形
容
詞
述
語
の
事
例
で
あ
る
。

︵
63
︶ 

私
は
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
で
そ
ん
な
事
を
持
ち
出
す
の
も
病
人
の
た
め

に
好
し
悪
し
だ
と
考
え
て
い
た
。 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

  I w
as not so sure that to force m

y father to consider such 

a m
atter at this stage w

ould be right.

 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
そ
ん
な
事
を
持
ち
出
せ
ば
﹂
い
う
条
件
法
に
換
言
可
能
で
あ
る
。
そ
の
条
件
法

は
英
文
で
は
、to

不
定
詞
の
名
詞
用
法
とw

ould

と
に
よ
る
仮
定
法
で
表
現
さ
れ
、

﹁
良
し
悪
し
だ
と
考
え
て
い
た
﹂
と
い
う
態
度
を
決
め
か
ね
て
い
る
心
境
はnot 

so sure that-clause

の
構
文
に
よ
り
表
さ
れ
て
い
る
。

㊁
「
連
体
形
＋
形
式
名
詞
の
＋
係
助
詞
は
」
─
感
情
の
形
容
詞
・
名
詞
述
語

︵
64
︶
そ
う
思
わ
れ
る
の
は
身
を
切
ら
れ
る
よ
り
辛
い
ん
だ
か
ら
。

 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

  T
he thought that you m

ight secretly think m
e responsible 

is unbearable. 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
連
体
形
＋
の
＋
は
│
感
情
形
容
詞
述
語
﹂
の
文
型
に
よ
る
話
者
の
感
情
の
表
現

で
あ
る
英
訳
文
も
ま
た
﹁T

he thought 

⋮ is 

形
容
詞
﹂
の
文
型
。

︵
65
︶ 

た
だ
出
す
の
は
少
し
変
だ
か
ら
、
母
が
こ
れ
を
差
し
上
げ
て
く
れ
と

い
い
ま
し
た
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
奥
さ
ん
の
前
へ
置
い
た
。

 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

  I thought it m
ight seem

 odd to produce the m
ushroom

s 

w
ithout som

e explanation, so as I put them
 dow

n in front 

of Sensei＇s w
ife, I carefully explained that m

y m
other had 

w
ished m

e to present them
 to her and Sensei.

 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶
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 ﹁
連
体
形
＋
の
＋
は
│
感
情
名
詞
述
語
﹂の
文
型
に
よ
る
感
情
の
表
現
で
あ
る
。﹁
た

だ
出
す
の
は
少
し
変
﹂
は
﹁
た
だ
に
出
せ
ば
少
し
変
に
想
わ
れ
る
だ
ろ
う
﹂
に
換

言
で
き
る
。﹁
変
﹂
は
﹁
奇
妙
な
﹂﹁
異
常
な
﹂
と
い
う
心
理
を
表
す
と
解
釈
し
て

広
く
感
情
名
詞
述
語
と
し
た
。m

ight

の
仮
定
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の

仮
定
条
件
﹁
た
だ
出
す
﹂
はw

ithout

に
よ
る
前
置
詞
句
で
表
さ
れ
て
い
る
。

odd

と
い
う
形
容
詞
に
よ
り
感
情
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
感
情
と
評
価
と
の
入
り

交
じ
っ
た
心
理
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、odd

の
語
感
は
﹁
変
﹂
に
か
な
り
近

い
と
想
わ
れ
る
。

次
に
、
判
断
の
表
現
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
る
。

︵
66
︶ 

静
か
な
素
人
屋
に
一
人
で
下
宿
し
て
い
る
の
は
、
か
え
っ
て
家
を
持

つ
面
倒
が
な
く
っ
て
結
構
だ
ろ
う
と
考
え
出
し
た
の
で
す
。

 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

  A
fter all, I thought to m

yself, living as the only paying 

guest in a quiet household w
ould probably be m

ore 

convenient than having a house of one＇s ow
n.

 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
連
体
形
す
る
＋
形
式
名
詞
の
＋
係
助
詞
は
﹂
の
文
型
を
成
し
、
連
体
修
飾
節
は

判
断
の
対
象
で
あ
る
仮
想
の
事
態
を
表
し
主
節
は
判
断
を
表
す
と
解
釈
で
き
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
連
体
修
飾
節
を
、
条
件
法
と
し
て
解
釈
で
き
﹁
一
人
で
下
宿
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
⋮
結
構
だ
ろ
う
﹂
に
換
言
可
能
で
あ
る
。
こ
の
英
訳
例

で
は
、
仮
定
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

︵
67
︶ ﹁
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
の
は
個
人
の
自
由
で
し
ょ
﹂﹁
い

や
、
そ
れ
は
会
社
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
に
か
か
わ
る
問
題
だ
﹂

　
　

  It＇s entirely m
y ow

n business if I w
ant to w

ork at a host 

bar after hours. I＇m
 afraid not. It＇s som

ething that can 

affect the im
age of the w

hole com
pany.

 

最
新
日
米
口
語
辞
典

　
　
　

 ﹁
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
と
し
て
も
﹂
と
い
う
条
件
節
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
英
文
はif

仮
定
節
が
適
訳
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節　

主
体
を
表
す
体
言
を
修
飾
す
る
連
体
節
の
英
訳
手
法

主
体
を
表
す
体
言
を
修
飾
す
る
連
体
節
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
用
例
を

採
っ
た
︵
68
～
69
、
72
︶。
連
体
節
の
表
す
範
疇
的
意
味
は
、［
佐
良
木
・
新

田2008

］・［
佐
良
木
・
岩
垣2010

］
に
基
づ
い
て
分
類
し
て
区
別
し
た
。

な
お
、
以
下
で
は
、
主
に
従
属
接
続
の
節
を
採
り
あ
げ
る
。

第
一
項
　
連
体
節
を
従
属
接
続
節
に
英
訳

・﹁
時
点
﹂
の
連
体
節

︵
68
︶ 

叔
父
に
欺
か
れ
た
当
時
の
私
は
、
他
の
頼
み
に
な
ら
な
い
事
を
つ
く

づ
く
と
感
じ
た
に
は
相
違
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

 �W
hen I w

as cheated by m
y uncle, I felt very strongly the 

unreliableness of m
en. 

M
cClellan, E. ︵T

rans.

︶

・﹁
条
件
﹂
の
連
体
節

︵
69
︶
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　

  Please let us know
 ahead of tim

e if you have any allergies.

 

会
話
作
文 

英
語
表
現
辞
典
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ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
れ
ば
、
そ
の
方
は
﹂
と
い
う
条
件
法
に
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、

英
訳
に
はif

節
が
適
切
。

・﹁
相
反
﹂
の
連
体
節

連
体
節
と
主
節
と
の
意
味
関
係
が
﹁
相
反
﹂
で
あ
る
事
例
を
示
す
。
こ
れ

ら
和
文
が
逆
接
の
等
位
接
続
に
英
訳
さ
れ
る
事
例
を
示
す
。
連
体
節
と
主
節

と
が
意
味
的
に
相
反
関
係
に
あ
る
と
き
に
は
、﹁
今
ま
で
﹂﹁
い
つ
も
は
﹂﹁
そ

れ
ま
で
﹂
な
ど
現
状
認
知
の
副
詞
、﹁
あ
れ
ほ
ど
﹂﹁
あ
ん
な
に
﹂
な
ど
強
調

の
副
詞
、﹁
か
つ
て
は
﹂
な
ど
の
新
旧
比
較
の
副
詞
、﹁
一
旦
﹂﹁
一
度
﹂
な

ど
事
態
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
副
詞
が
文
頭
に
出
現
す
る
傾
向
に
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
主
節
述
部
に
対
し
て
、
意
味
的
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
﹁
前
触
れ
の
副
詞
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

︵
70
︶ 

一
旦
堅
く
括
ら
れ
た
私
の
行
李
は
、い
つ
の
間
に
か
解
か
れ
て
し
ま
っ

た
。 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

  T
he trunk, once so carefully packed, w

as now
 lying open 

on the floor. 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
一
旦
堅
く
括
ら
れ
た
の
だ
が
﹂
と
い
う
相
反
の
節
に
換
言
可
能
で
あ
る
。
英
語

はonce

と
い
う
接
続
詞
節
を
挿
入
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

︵
71
︶
一
度
壊
し
た
も
の
は
元
ど
お
り
に
は
な
ら
な
い
。

　
　

 �O
nce som

ething is broken, it can＇t go back the w
ay it w

as.

 

英
語
表
現
辞
典

︵
72
︶ 

い
つ
も
は
念
入
り
に
結
っ
て
あ
る
彼
女
の
髪
も
乱
れ
た
ま
ま
に
首
筋

に
か
か
っ
て
い
た
。

　
　

  H
er hair, as a rule so elaborately arranged, w

as tum
bling 

untidily over her neck. 

訳
：
岩
垣
守
彦

　
　
　

 ﹁
念
入
り
に
結
っ
て
あ
る
け
れ
ど
﹂
と
い
う
相
反
の
節
に
換
言
可
能
で
あ
る
。
英

語
は
分
詞
構
文
を
挿
入
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

第
二
項
　
連
体
節
を
分
詞
構
文
・
等
位
文
に
英
訳

連
体
節
が
英
文
で
は
事
態
推
移
の
分
詞
構
文
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
事
例

を
観
よ
う
。

・
時
間
的
継
起
の
連
体
節

︵
73
︶ 

一
旦
い
い
そ
び
れ
た
私
は
、
ま
た
向
う
か
ら
働
き
掛
け
ら
れ
る
時
機

を
待
つ
よ
り
外
に
仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す
。 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

 �H
aving lost the opportunity that m

orning to unburden 

m
yself to K

, I w
as forced to w

ait passively for another 

opportunity to present itself. 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

　
　
　

 ﹁
私
は
一
旦
い
い
そ
び
れ
て
、
⋮
﹂
と
い
う
シ
テ
形
接
続
に
換
言
可
能
あ
る
。
本

文
は
事
の
成
り
行
き
を
表
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
英
語
で
は
因
果
あ
る
い

は
理
由
結
論
の
従
属
接
続
詞
節
を
採
ら
ず
分
詞
構
文
で
流
す
の
が
多
い
だ
ろ
う
。

・
付
帯
状
態
の
連
体
節

︵
74
︶ 

こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く
と
い
う
目
的
の
な
い
私
は
、
た
だ
先
生
の
歩

く
方
へ
歩
い
て
行
っ
た
。 

漱
石
﹁
こ
ゝ
ろ
﹂

　
　

 �H
aving no particular destination in m

ind, I continued to 

w
alk along w

ith Sensei. 
M

cClellan, E. ︵T
rans.

︶

右
の
二
例
文
は
、
前
章
で
言
及
し
た
連
体
節
の
特
質
と
分
詞
構
文
の
好
適
な

例
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
連
用
節
や
シ
テ
形
に
換
言
で
き
な
い
が
連
体
節
に
つ
い
て
、
若

干
の
事
例
を
採
り
あ
げ
る
。
こ
う
し
た
相
反
関
係
に
あ
る
連
体
節
│
主
節
に

は
、
逆
節
の
等
位
接
続
で
の
英
訳
が
適
切
で
あ
る
。

︵
75
︶
も
う
着
い
て
い
い
は
ず
の
彼
の
手
紙
が
ま
だ
着
か
な
い
ん
だ
。

　
　

  H
is letter should have arrived by now

, but it has not com
e 

yet. 

訳
：
岩
垣
守
彦

岩
垣
の
指
摘
に
拠
れ
ば
、letter

が
所
有
格his

で
修
飾
さ
れ
て
い
る
の
で
、

関
係
代
名
詞
に
よ
り
限
定
修
飾
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
［
岩
垣1994: 172-

173

］。
原
文
は
、
手
紙
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
非
制
限
の
関

係
節
をhis letter

の
直
後
に
挿
入
す
る
と
、
手
紙
は
来
な
い
と
い
う
反
実

仮
想
の
話
に
な
る
の
で
、
原
文
と
の
意
味
の
違
い
が
生
じ
る
。

第
三
項
　「
連
体
節
＋
人
／
者
［
が
／
も
］
い
る
／
多
い
」
の
文
型

連
体
節
が
英
文
で
は
主
節
の
述
語
動
詞
に
翻
訳
さ
れ
事
例
を
観
よ
う
。

︵
76
︶﹁
煙
草
を
吸
う
人
っ
て
減
っ
て
る
の
か
な
？
﹂
最
新
和
英
口
語
辞
典

　
　

  I w
onder if few

er people are sm
oking these days.

︵
77
︶ ﹁
あ
な
た
っ
て
何
で
も
で
き
る
の
ね
﹂﹁
器
用
貧
乏
と
言
う
人
も
い
る

け
ど
ね
﹂

　
　

  Y
ou＇re good at everything, aren＇t you? / Y

eah, but like 

they say, “Jack-of-all-trades, m
aster of none.＂

 

最
新
和
英
口
語
辞
典

連
体
節
述
語
が
思
考
や
発
話
の
動
詞
で
あ
る
。
そ
の
英
訳
で
は
、
英
語
文
型

がthat　

clause

や X
 as Y

を
採
る
。
例
え
ば
、
連
体
節
述
語
が
、﹁
と

思
う
・
考
え
る
・
予
測
す
る
﹂﹁
と
言
う
・
主
張
す
る
﹂
な
ど
で
あ
り
、
こ

れ
ら
に
英
語
動
詞
＋that clause

が
対
応
す
る
［
佐
良
木
・
岩
垣2010

］。

結
章

本
稿
に
お
い
て
は
、
以
下
の
六
点
を
確
認
し
た
。

第
一
章
・
第
二
章
に
お
い
て
は
、
次
の
事
柄
を
確
認
し
た
。

一　

時
枝
文
法
に
お
い
て
は
、
対
象
語
と
い
う
文
法
範
疇
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
形
容
詞
の
意
味
分
析
が
深
め
ら
れ
た
。
こ
の
分
析
深
化
の
意
義

と
制
約
と
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
り
、﹁
連
体
形
＋
係
助
詞
│
形
容
詞
述

語
﹂
の
文
型
に
よ
る
古
文
の
情
意
表
現
に
は
、﹁
他
動
的
・
因
果
的
な
感

情
惹
起
﹂
の
表
現
と
﹁
内
的
・
自
省
的
な
感
情
生
起
﹂
の
表
現
と
が
備
え

ら
れ
て
い
る
こ
と

第
三
章
に
お
い
て
は
、
時
枝
の
古
文
用
例
を
、
文
型
的
に
整
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
以
下
の
事
柄
を
確
認
し
た
。

二　

古
文
の
文
型
を
次
の
三
群
四
枝
に
わ
け
た
こ
と

ａ
１

﹁
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
│
情
意
の
形
容
詞
述
語
﹂

ａ
２

﹁
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
│
情
意
の
形
容
詞
補
語
＋
動
詞
述
語
﹂

ｂ　
﹁
動
詞
連
体
形
＋
係
助
詞
│
動
詞
述
語
﹂

ｃ　

 ﹁
動
詞
連
体
形
＋
﹁
人
﹂
＋
︵
係
助
詞
︶
│
動
詞
述
語
＋
判
断
の
助

動
詞
﹂

そ
れ
ぞ
れ
の
文
型
に
お
い
て
、
連
体
形
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ

り
、
主
節
が
ａ

１
情
意
、
ａ

２
感
性
的
判
断
、
ｂ
判
断
、
ｃ
感
性
的
判
断
の

文
意
を
表
す
こ
と
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第
四
章
に
お
い
て
は
、

三　

現
代
語
に
お
い
て
は
、﹁
連
体
形
＋
形
式
名
詞
＋
係
／
格
助
詞
│
形
容

詞
述
語
・
動
詞
述
語
﹂
お
よ
び
﹁
連
体
節
＋
主
名
詞
＋
係
／
格
助
詞
│
形

容
詞
述
語
・
動
詞
述
語
﹂
の
文
型
の
存
在
を
確
認
し
、
両
者
と
も
に
、
連

体
形
・
連
体
節
が
古
文
条
件
法
に
当
た
り
連
用
節
に
換
言
可
能
で
あ
る
こ

と
、
か
つ
、
前
者
は
古
文
ａ
群
の
情
意
表
現
に
当
た
る
感
情
表
現
で
あ
り
、

後
者
は
古
文
の
ｂ
群
・
ｃ
群
に
当
た
る
判
断
の
表
現
で
あ
る
こ
と
、
お
よ

び
連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
で
き
る
と
き
、
連
体
形
・
連
体
節
の
述
部
と

主
節
の
述
部
と
の
意
味
的
連
関
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と

さ
ら
に
以
下
の
事
柄
を
確
認
し
た
。

四　

英
文
従
属
節
を
、
連
用
節
で
は
な
く
主
節
主
格
に
係
る
連
体
節
に
訳
出

す
る
手
法
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
連
体
節
に
よ
る
訳
文
は
、
連
用
節
に
よ

る
訳
文
に
比
べ
て
、
自
然
な
和
文
で
あ
り
そ
れ
は
主
節
主
格
を
修
飾
す
る

連
体
節
は
、
こ
と
の
自
然
な
成
り
行
き
を
表
現
す
る
た
め
の
優
れ
た
表
現

態
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
こ
と

 

連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
可
能
な
と
き
、
そ
の
換
言
に
よ
っ
て
連
体
節
と

主
節
と
の
論
理
関
係
を
範
疇
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
と
き
は
、

連
体
節
の
英
訳
は
関
係
代
名
詞
節
で
は
な
く
分
詞
構
文
・
従
属
節
が
適
切

で
あ
る
こ
と

五　

英
語
従
属
節
を
連
体
節
に
和
訳
す
る
手
法
に
つ
い
て
、
翻
訳
家
の
実
例

を
取
り
ま
と
め
て
下
記
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

英
日
翻
訳
に
お
い
て
、

︵
α

１
︶
従
属
接
続
節
を
連
体
節
に
和
訳
す
る
手
法
が
適
切
で
あ
る
こ
と
、

︵
α

２
︶ 

限
定
用
法
の
英
語
関
係
節
を
条
件
節
に
解
釈
し
連
用
節
に
和
訳
し

て
も
よ
い
事
例
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と

一
方
英
文
で
は
、
こ
と
の
成
り
行
き
と
し
て
表
す
に
は
分
詞
構
文
が
適
切
で

あ
る
こ
と
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
も
関
係
節
に
よ
る
形
容
詞
的
修
飾

の
表
現
と
従
属
接
続
節
に
よ
る
副
詞
的
修
飾
と
は
、
意
味
的
に
重
な
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
関
係
節
と
従
属
接
続
節
と
の
間
で
換
言
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
こ
と
。

第
五
章
に
お
い
て
は

六　

主
格
主
体
を
修
飾
す
る
連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
可
能
な
と
き
、
そ
の

英
訳
の
方
式
は
、
連
体
節
と
主
節
と
の
論
理
関
係
、
そ
の
範
疇
的
意
味
に

応
じ
て
英
語
文
型
を
選
択
す
る
こ
と
、
実
践
的
手
法
の
一
つ
と
し
て
は
、

︵
β

１
︶
換
言
可
能
な
と
き
に
は
従
属
接
続
節
あ
る
い
は
分
詞
構
文
へ
の

翻
訳
を
選
び
、

 ︵
β

２
︶
換
言
不
可
の
と
き
に
は
関
係
代
名
詞
節
あ
る
い
は
同
格
節
へ
の

翻
訳
を
選
ぶ
と
い
う
基
本
方
向
を
確
定
し
た
こ
と

以
上
の
本
稿
論
述
か
ら
、
以
下
の
諸
点
が
明
確
と
な
っ
た
。

［
一
］
古
文
に
お
い
て
は
﹁
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
・
動
詞
述
語
﹂
の
文
型

に
よ
る
感
情
・
感
性
的
判
断
・
判
断
の
各
表
現
に
お
い
て
、
連
体
形
・
連

体
節
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り

時
枝
説
を
、
当
該
文
型
に
よ
る
感
情
と
判
断
の
表
現
の
論
と
し
て
確
立
し

た
こ
と
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［
二
］
現
代
文
に
お
い
て
も
﹁
対
象
語
│
形
容
詞
述
語
・
動
詞
述
語
﹂
の
文

型
に
よ
る
感
情
・
感
性
的
判
断
・
判
断
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
文
型
に
お

け
る
連
体
節
が
条
件
法
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
る
こ
と

［
三
］
連
体
節
か
ら
連
用
節
へ
の
換
言
可
否
に
応
じ
て
英
語
構
文
を
選
択
す

べ
き
こ
と

 

連
体
節
か
ら
連
用
節
へ
の
換
言
に
よ
っ
て
連
体
節
と
主
節
と
の
論
理
関
係

を
範
疇
的
に
整
理
で
き
る
こ
と
、
論
理
範
疇
に
応
じ
て
連
体
節
か
ら
英
語

従
属
節
へ
の
翻
訳
が
適
切
で
あ
る
こ
と

［
四
］﹁
連
体
節
を
連
用
節
に
換
言
可
能
な
と
き
、
そ
の
英
訳
は
従
属
節
や
分

詞
構
文
が
適
切
で
あ
る
﹂
と
い
う
仮
説
が
実
証
さ
れ
た
こ
と

今
後
の
課
題
一

連
体
節
の
翻
訳
手
法
を
体
系
化
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
が
、
以
下
に
試
案
を
記
載
す
る
。

英
日
翻
訳

α
１ 

関
係
代
名
詞
節
を
、
連
体
節
に
和
訳

α
２ 

関
係
代
名
詞
節
を
、
従
属
接
続
節
に
和
訳

　
　

α
２
ａ 

制
限
節
を
、
条
件
節
に
和
訳

　
　

α
２
ｂ 

非
制
限
節
を
、
理
由
節
に
和
訳

α
３ 

従
属
接
続
節
を
、
連
用
節
に
和
訳
︵
副
詞
的
修
飾
︶

α
４ 

従
属
接
続
節
を
、
連
体
節
に
和
訳
︵
形
容
詞
的
修
飾
︶

日
英
翻
訳

β
１ 

連
体
節
を
従
属
接
続
節
に
英
訳

　
　

β
１
ａ 

連
体
節
を
従
属
接
続
節
に
英
訳

　
　

β
１
ｂ 

連
体
節
を
分
詞
構
文
に
英
訳

β
２ 

連
体
節
を
関
係
節
に
英
訳

　
　

β
２
ａ 

連
体
節
を
限
定
関
係
節
に
英
訳

　
　

β
２
ｂ 

連
体
節
を
非
限
定
関
係
節
に
英
訳

β
３ 

連
体
節
を
名
詞
後
置
の
形
容
詞
的
修
飾
に
英
訳

　
　

β
３
ａ 

連
体
節
を
分
詞
節
に
英
訳

　
　

β
３
ｂ 

連
体
節
を
後
置
形
容
詞
節
に
英
訳

　
　

β
３
ｃ 

連
体
節
を
後
置
前
置
詞
句
に
英
訳

今
後
の
課
題
二　

文
芸
の
翻
訳

主
体
を
修
飾
す
る
連
体
節
の
文
体
的
な
特
質
と
、
対
応
す
る
英
語
分
詞
構

文
の
特
質
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
文
芸
翻
訳
の
方
向
性
と
可
能
根
拠
を

わ
ず
か
で
あ
る
が
本
稿
に
お
い
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
感
情
表
現
や

心
理
描
写
の
統
語
的
特
質
を
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
つ
つ
文
芸
の
個
別
作
品

の
文
体
的
修
辞
的
把
握
が
進
む
な
ら
ば
、
機
械
翻
訳
に
お
い
て
文
芸
翻
訳
へ

の
端
緒
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

謝
辞

本
学
教
授
新
田
義
彦
先
生
に
は
、
本
稿
執
筆
に
お
い
て
も
、
ま
た
多
方
面

に
お
い
て
も
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
田
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先
生
か
ら
は
学
的
薫
陶
を
う
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
出
版
な
ら
び
に
国
際
学

会
・
国
内
学
協
会
に
お
け
る
研
究
発
表
な
ど
に
お
き
ま
し
て
も
共
著
を
賜
り

ま
し
た
。
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
学
恩
と
友
誼
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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触
研
究
会55-78

。

岩
垣
守
彦2003

﹁
連
体
修
飾
つ
き
日
本
文
の
変
換
処
理
に
つ
い
て
﹂﹃
自
然

言
語
処
理
﹄
情
報
処
理
学
会
研
究
報
告2003-N

L-156: 45-51

。

奥
津
敬
一
郎2007

﹃
連
体
即
連
用
？
﹄
ひ
つ
じ
書
房
。

鍵
本
有
里1999

﹁
万
葉
集
に
お
け
る
連
体
修
飾
│
現
代
語
と
の
比
較
を
通

し
て
│
﹂﹃
国
文
学
﹄N

o. 78 

関
西
大
学
国
文
学
会 373-388
。

佐
良
木
昌
・
新
田
義
彦2008

﹁
主
節
主
名
詞
に
係
る
連
体
修
飾
節
と
主
節

述
部
と
の
意
味
的
相
関
の
分
析
：
連
体
節
と
英
語
文
型
と
の
対
照
﹂﹃
電

子
情
報
通
信
学
会
技
術
研
究
報
告
。
Ｔ
Ｌ
、
思
考
と
言
語
﹄107

︵432
︶: 

49-53

。

佐
良
木
昌
・
岩
垣
守
彦2010

﹁
関
係
節
を
用
い
な
い
、
連
体
節
の
英
語
へ

の
変
換
パ
タ
ー
ン
：
情
報
の
比
重
を
連
体
節
の
英
訳
方
法
に
取
り
込
む
﹂

﹃
電
子
情
報
通
信
学
会
技
術
研
究
報
告
。
Ｔ
Ｌ
、思
考
と
言
語
﹄109

︵413

︶: 

7-12

。

白
井
諭
・
池
原
悟
・
横
尾
昭
男
・
木
村
淳
子 1995

﹁
階
層
的
認
識
構
造
に

着
目
し
た
日
本
語
従
属
節
間
の
係
り
受
け
解
析
の
方
法
と
そ
の
精
度
﹂﹃
情

報
処
理
学
会
論
文
誌
﹄ Vol. 36 N

o. 1: 2353-2361

。

信
太
知
子1970

﹁
断
定
の
助
動
詞
の
活
用
語
承
接
に
つ
い
て
│
連
体
形
準

体
法
の
消
滅
を
背
景
と
し
て
│
﹂﹃
国
語
学
﹄N

o. 82.　

国
語
学
会 29-

41

。

│
│
│1977

﹁
準
体
助
詞
﹁
の
﹂
の
活
用
語
承
接
に
つ
い
て
│
連
体
形
準
体

法
の
消
滅
と
の
関
連
│
﹂﹃
立
正
女
子
大
学
国
文
﹄N

o. 5

。

│
│
│1981

﹁
上
代
語
に
お
け
る
連
体
形
準
体
法
に
つ
い
て
│
万
葉
集
を
中

心
に
ク
語
法
と
の
関
連
な
ど
│
﹂﹃
馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論

集
﹄
大
修
館
。

高
橋
泰
邦1982

﹃
日
本
語
を
み
が
く
翻
訳
術
│
翻
訳
上
逹
の
48
章
﹄ 

バ
ベ

ル
プ
レ
ス

高
橋
雄
一2006

﹁
日
本
語
の
連
体
節
の
構
文
に
つ
い
て
の
研
究
﹂
東
京
外

国
語
大
学
博
士
学
位
論
文2006: 68

。

 
http://hdl.handle.net/10108/35626　

2014/11/15

取
得

玉
上
拓
彌1967

﹃
源
氏
物
語
評
釈
﹄
第
十
巻 

角
川
書
店
。

時
枝
誠
記1932

﹃
国
語
学
史
岩
波
講
座
﹁
日
本
文
学
﹂﹄
岩
波
書
店
。

│
│
│1933a

﹁
源
氏
帚
物
語
帚
木
巻
冒
頭
の
解
釈
﹁
さ
る
は
﹂
の
語
義
用

法
に
基
い
て
﹂﹃
国
語
・
国
文
﹄V

ol.3 N
o. 3

︵﹃
言
語
本
質
論
﹄
時
枝
博

士
論
文
集
第
一
冊
岩
波
書
店1973: 135-154

に
所
収
︶。

│
│
│1933b

﹁
古
語
解
釈
の
方
法
﹁
さ
る
は
﹂
を
中
心
と
し
て
﹂﹃
国
語
・

国
文
﹄V

ol.3 N
o. 9

︵﹃
言
語
本
質
論
﹄
時
枝
博
士
論
文
集
第
一
冊
岩
波
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書
店1973: 155-200

に
所
収
︶。

│
│
│1936a

﹁
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
は
可
能
で
あ
る
か
﹂﹃
日
本
学
研

究
﹄
京
城
帝
大
法
文
学
会
論
纂
︵
前
掲
同
書205-253

に
収
録
︶。

│
│
│1936b

﹁
国
語
の
品
詞
分
類
に
つ
い
て
の
疑
点
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄

第
十
三
巻
第
十
号
。

│
│
│1936c
﹁
形
容
詞
形
容
動
詞
の
連
用
形
に
於
け
る
述
語
格
と
副
詞
格

と
の
識
別
に
つ
い
て
﹂﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
第
十
三
巻
第
十
号
、
一
二
一

頁
～
一
三
一
頁
︵﹃
言
語
本
質
論
﹄
時
枝
博
士
論
文
集
第
一
冊
岩
波
書
店

1973:255-266

に
収
録
︶。

│
│
│1940

﹃
国
語
学
史
﹄
岩
波
書
店
。

│
│
│1941

﹃
国
語
学
原
論
﹄
岩
波
書
店2007

。

│
│
│1947

﹃
国
語
研
究
法
﹄
三
省
堂
。

│
│
│1950a

﹃
日
本
文
法
口
語
篇
﹄
岩
波
書
店1950a

。

│
│
│1950b

﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
︵
日
本
文
学
教
養
講
座
︿
第

14
﹀﹄
至
文
堂
。

│
│
│1953

増
渕
恒
吉
﹃
古
典
の
解
釈
文
法
﹄
至
文
堂
。

│
│
│1954

﹃
日
本
文
法
文
語
篇
﹄
岩
波
書
店
。

│
│
│1955

﹃
国
語
学
原
論
続
篇
﹄
岩
波
書
店 2008

。

│
│
│1956a

﹃
現
代
の
国
語
学
﹄
有
精
堂
。

│
│
│1956b

﹁
源
氏
物
語
の
国
語
学
的
研
究
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄V

ol.33 

N
o. 10

│
│
│1958

﹁
条
件
法
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
形
の
一
用
法
﹂﹃
国
語
と

国
文
学
﹄V

ol. 35 N
o. 2: 1-9

︵﹃
文
法
文
章
論
﹄
時
枝
博
士
論
文
集
第
二

冊
岩
波
書
店1975121-136

に
所
収
︶。

│
│
│1959

﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
﹄︵
増
訂
版
︶
至
文
堂
。

│
│
│1960

﹃
文
章
研
究
序
説
﹄
山
田
書
院
。

│
│
│1968

編
著
﹃
講
座
日
本
語
の
文
法
１
文
法
論
の
展
開
﹄
明
治
書
院
。

│
│
│1968

編
著
﹃
講
座
日
本
語
の
文
法
﹄
別
巻
﹁
言
語
過
程
説
の
諸
問
題
﹂

明
治
書
院: 64

。

寺
村
秀
夫1980

﹁
名
詞
修
飾
部
の
比
較
﹂﹃
日
英
語
比
較
講
座 

第
２
巻 

文
法
﹄

國
廣
哲
彌
編
集 

大
修
館: 265

。

西
尾
寅
弥1982

﹁
形
容
詞
述
語
の
史
的
展
開
﹂﹃
講
座
日
本
語
学
２ 

文
法
史
﹄   

明
治
書
院
：75-101

。

新
田
義
彦2012

﹃
機
械
翻
訳
の
原
理
と
活
用
法　

古
典
的
機
械
翻
訳
再
評

価
の
試
み
﹄
明
石
書
店
。

根
来
司 1969 

﹃
平
安
女
流
文
学
の
文
章
の
研
究
│
枕
草
子
、
源
氏
物
語
紫

式
部
日
記
を
中
心
と
し
て
﹄ ︵
笠
間
叢
書
５
︶ 

笠
間
書
院 15-44

。

│
│
│1973 

﹃
平
安
女
流
文
学
の
文
章
の
研
究
︿
続
編
﹀
│
枕
草
子
源
氏
物

語 

紫
式
部
日
記
を
中
心
と
し
て
﹄︵
笠
間
叢
書
30
︶ 

笠
間
書
院
。

│
│
│1973 ﹃
源
氏
物
語
枕
草
子
の
国
語
学
的
研
究
﹄。

萩
谷
朴1971

﹃
紫
式
部
日
記
全
注
釈 

上
巻
﹄
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
。

林
四
郎1977

﹁
現
代
の
文
体
﹂﹃
岩
波
講
座 

日
本
語 

10 

文
体
﹄
岩
波
書
店: 

349-393

。

半
藤
英
明2003

﹃
係
り
結
び
と
係
助
詞
﹁
こ
そ
﹂
構
文
の
歴
史
と
用
法
﹄

大
学
教
育
出
版: 34-52, 53-72

。

フ
レ
ー
ゲ
﹁
意
義
と
意
味
﹂﹃
フ
レ
ー
ゲ
著
作
集
４ 

哲
学
論
集
﹄
訳
：
黒
田
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亘
・
野
本
和
幸 

勁
草
書
房: 71-102

。

ボ
リ
ン
ジ
ャ1981

﹃
意
味
と
形
﹄
こ
び
あ
ん
書
房: 262-293

。

別
宮
貞
徳1983

﹃
誤
訳
辞
典
﹄
バ
ベ
ル
プ
レ
ス
。

益
岡
隆
志1997

﹃
複
文
﹄
く
ろ
し
お
出
版: 167-180

。

三
浦
つ
と
む1975

﹃
日
本
語
の
文
法
﹄
第
三
章
﹁
日
本
語
の〈

形
式
名
詞

│
﹁
の
﹂
と
そ
の
使
い
方
﹂
勁
草
書
房
：79-80

。

水
谷
静
夫1951
﹁
形
容
動
詞
弁
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄V

ol. 28-N
o. 5 

東
京

大
学
国
語
国
文
学
会
。

南
不
二
男1993

﹃
現
代
日
本
語
文
法
の
輪
郭
﹄
大
修
館
書
店
。

巻
下
吉
夫1984

﹃
日
本
語
か
ら
見
た
英
語
表
現　

英
語
述
部
の
意
味
的
考

察
を
中
心
と
し
て
﹄
研
究
社
。

紫
式
部
﹃
紫
式
部
日
記
﹄
日
本
の
文
学
古
典
編 
古
賀
典
子
訳 

ほ
る
ぷ
出
版: 

174-176

。

柳
田
征
司1993

﹁
無
名
詞
体
言
句
か
ら
準
体
助
詞
体
言
句
︵﹁
白
く
咲
け
る

を
﹂
か
ら
﹁
白
く
咲
い
て
い
る
の
を
﹂︶
へ
の
変
化
﹂﹃
愛
媛
大
学
教
育
学

部
紀
要
﹄
第
２
部 

人
文
・
社
会
科
学 V

ol. 25 N
0. 2: 11-36

。

渡
辺
実1963

﹁
現
代
文
の
特
質
﹂﹃
講
座 

現
代
語 

第
五
巻 

文
章
と
文
体
﹄

明
治
書
院: 19-35

。

Q
uirk, R., et al. 1985. A

 C
om

preh
en

sive G
ram

m
ar of E

n
glish

 

L
an

gu
age. Longm

an: 1238-1241.

K
ane, T

. S. 1983. T
h

e O
xford

 G
u

id
e to W

ritin
g A

 R
h

etoric an
d

 

H
an

d
book for C

ollege S
tu

d
en

ts. O
xford U

niversity Press: 

229-242.

文
芸
作
品
資
料

青
空
文
庫　

http://w
w

w
.aozora.gr.jp/

花
村
萬
月2004

﹃
父
の
文
章
教
室
﹄
集
英
社
。

松
本
清
張1971

﹃
点
と
線
﹄
新
潮
社
。

翻
訳
関
連
資
料

岩
垣
守
彦1992

﹃
英
語
の
行
間
を
読
む
﹄
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
。

岩
垣
守
彦1994

﹃
和
文
英
訳
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
﹄172-173

ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム

ズ
。

市
古
貞
次
、
小
田
切
進
編1987

﹃
紫
式
部
日
記
和
泉
式
部
日
記
﹄
日
本
の

文
学
古
典
編
17
古
賀
典
子
校
注
・
訳 

三
田
村
雅
子
校
注
・
訳
ほ
る
ぷ
出

版
坂
下
昇
編1983

﹃
現
代
米
語
コ
ー
パ
ス
辞
典
﹄
講
談
社
。

坂
下
昇
編1984

﹃
現
代
米
語
慣
用
句
コ
ー
パ
ス
辞
典
﹄ 

講
談
社: Foggy 

Bottom

の
項
・getting dow

n to the brass tacks

の
項
。

柴
田
元
幸1998

﹃
生
半
可
版
英
米
小
説
演
習
﹄
研
究
社: 90

。

高
橋
泰
邦1982

﹃
日
本
語
を
み
が
く
翻
訳
術
│
翻
訳
上
逹
の
48
章
﹄︵
バ
ベ

ル
プ
レ
ス
。

別
宮
貞
徳1983

﹃
誤
訳
辞
典
﹄
バ
ベ
ル
プ
レ
ス
。

別
宮
貞
徳1986

﹃
こ
ん
な
翻
訳
に
誰
が
し
た
﹄
文
藝
春
秋:96-97

。

邦
訳
資
料

相
原
真
理
子
訳1992

﹃
検
死
官
﹄
パ
ト
リ
シ
ア
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル 

講
談
社
。

大
石
健
太
郎
訳1995

﹃
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル　

空
気
を
も
と
め
て
﹄
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彩
流
社
。

小
野
協
一
訳
註1957

﹃
対
訳
オ
ー
ウ
ェ
ル　

２
﹄　

南
雲
堂
。

片
山
亜
紀
訳2015

﹃
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ 

自
分
ひ
と
り
の
部
屋
﹄
平

凡
社
。

川
本
静
子
訳1999

﹃
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ 

私
だ
け
の
部
屋
﹄
み
す
ず

書
房
。

工
藤
好
美
・
淀
川
郁
子
訳1965

﹁
フ
ロ
ス
河
の
水
車
小
屋
﹂﹃
ジ
ョ
ー
ジ
・

エ
リ
オ
ッ
ト
﹄
世
界
文
学
大
系
85 

筑
摩
書
房
。

小
林
歳
雄
訳1984

﹃
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル　

空
気
を
も
と
め
て
﹄
晶

文
社
。

高
橋
正
雄
訳1963

﹃
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
全
集
１　

わ
れ
ら
の
時
代
に
﹄
三

笠
書
房
。

西
川
正
身
・
安
藤
一
郎
訳1952

﹃
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ 

私
だ
け
の
部

屋
│
女
性
と
文
学
│
﹄　

新
潮
社
。

辞
書
事
典
資
料

エ
ド
ワ
ー
ド 

Ｇ
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー 

松
本
道
弘
編
集1982
﹃
最
新
日

米
口
語
辞
典
﹄
朝
日
出
版
。

北
原
保
雄
編1987

﹃
全
訳
古
語
例
解
辞
典
﹄
小
学
館
。

ジ
ャ
ン
・
マ
ケ
ー
レ
ブ 

岩
垣
守
彦2003

﹃
英
和
イ
デ
ィ
オ
ム
完
全
対
訳
辞
典
﹄

朝
日
出
版
社
。

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
ら
編
集2004

﹃
会
話
作
文 

英
語
表
現
辞
典 

第
三
版
﹄

朝
日
出
版
社
。

中
村
保
男･

谷
田
貝
常
夫1984

﹃
英
和
表
現
辞
典
﹄
研
究
社
。

中
村
保
男
編2008

﹃
英
和
表
現
辞
典
﹄
基
本
表
現･

文
法
編 

研
究
社
。

洋
書
資
料

O
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︵
１
︶　
﹁
言
語
過
程
説
の
諸
問
題
﹂﹃
講
座
日
本
語
の
文
法
﹄
別
巻
、
明
治
書

院
、
一
九
六
八
年
、
六
四
頁 

時
枝
自
身
の
言
と
し
て
、
以
下
の
講
演
記

録
が
あ
る
。

昭
和
七
年
こ
ろ
か
ら
、
私
が
言
語
過
程
説
の
具
体
的
な
体
系
を
、
打
ち

立
て
る
こ
と
に
、
努
力
し
て
い
る
時
代
な
ん
で
す
が
、
七
、八
年
か
ら

一
二
、三
年
間
、
そ
の
間
と
い
う
の
は
、
私
の
い
ろ
い
ろ
そ
う
い
う
過

程
説
の
体
系
を
き
ず
く
、
ほ
ん
と
う
に
あ
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
、
こ
れ
を
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
、
い
ろ
い
ろ
、

四
苦
八
苦
し
て
い
た
時
代
な
ん
で
す
。

︵
２
︶　

時
枝1936a

﹁
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
は
可
能
で
あ
る
か
﹂︵﹃
言
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語
本
質
論
﹄ 

岩
波
書
店
：205-253

、
一
九
七
三
年
に
所
収
︶

︵
３
︶　

時
枝1940 ﹃
国
語
学
史
﹄
序
説

　

時
枝
に
お
い
て
は
、
国
語
学
と
は
﹁
研
究
者
の
如
何
に
問
わ
ず
、
ま
た
言

語
と
し
て
の
価
値
の
如
何
を
問
わ
ず
、
一
切
の
日
本
語
的
性
格
を
持
つ
言

語
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
﹂。﹁
日
本
語
的
性
格
を
持
っ
た
言
語
と
い
う

こ
と
は
、
日
本
語
研
究
の
究
極
に
お
い
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
こ
と
で

あ
っ
て
﹁
、
最
初
か
ら
国
語
即
ち
日
本
語
で
あ
る
と
い
う
定
義
は
、
国
語

そ
れ
自
体
の
定
義
に
は
な
ら
な
い
に
で
は
な
い
か
﹂
と
い
う
疑
問
を
中
心

に
し
て
、﹁
国
語
の
方
法
論
を
考
え
、
更
に
国
語
学
史
の
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
行
き
た
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
国
家
の
概
念
を
含
む
も
の

と
し
て
の
国
語
の
概
念
は
国
語
学
史
に
お
け
る
国
語
の
概
念
で
は
な
い
と

述
べ
て
い
る
。

︵
４
︶　

時
枝
誠
記
﹁
古
典
注
釈
に
現
れ
た
語
学
的
方
法
│
特
に
万
葉
集
仙
覚

抄
に
於
け
る
│
﹂1931

京
城
帝
大
法
文
学
会
論
纂
﹁
日
本
文
化
叢
考
﹂

の
中　

刀
江
書
院

︵
５
︶　

⑴
前
期
前
半
に
お
け
る
時
枝
の
準
備
的
な
論
稿
群
と
﹃
国
語
学
史
﹄

と
の
系
譜
関
係
、
⑵
前
期
後
半
の
準
備
的
な
論
稿
群
と
﹃
国
語
学
原
論
﹄

と
の
系
譜
関
係
に
つ
い
て
は
、以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
鈴
木
一
彦﹁
言

語
過
程
説
の
成
立
と
文
法
﹂﹃
講
座
日
本
語
の
文
法　

第
二
巻
﹄ 

明
治
書

院: 160-213. 

特
に
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
一
六
三
頁
～
一
七
一
頁
、
⑵
に

つ
い
て
は
、
一
七
一
頁
～
一
八
〇
頁
を
参
看
さ
れ
た
い
。

︵
６
︶　

時
枝 1940 ﹃
国
語
学
史
﹄

︵
７
︶　

時
枝1936a 

﹁
語
の
意
味
の
体
系
的
組
織
は
可
能
で
あ
る
か
﹂︵op.

cit.: 213-214

︶

︵
８
︶　

時
枝1950a

﹃
日
本
文
法　

口
語
篇
﹄﹁
六　

文
の
成
分
と
格
﹂
岩

波
書
店
： 223-241

　

時
枝
文
法
に
お
い
て
は
、
文
は
詞
と
辞
と
の
結
合
に
よ
っ
て
成
り
立

ち
、﹁
文
に
於
い
て
は
、
詞
は
常
に
辞
と
結
合
し
て
句
を
構
成
し
て
い

る
﹂。﹁
辞
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
詞
は
即
ち
文
の
成
分
で
あ
り
、
文
の

成
分
を
全
体
的
統
一
と
の
関
係
に
於
い
て
見
た
場
合
に
こ
れ
を
格
と
い

う
こ
と
は
、
従
来
の
成
文
論
で
既
に
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。﹂﹁
文

の
成
分
及
び
格
の
概
念
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、成
分
及
び
格
は
、

句
の
中
か
ら
、
辞
を
除
い
た
も
の
に
つ
い
て
云
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
当
然
で
あ
る
。
花
が
咲
い
た
。

右
の
表
現
に
於
け
る
文
の
成
分
は
、
句
﹁
花
が
﹂﹁
咲
い
た
﹂
か
ら

助
詞
﹁
が
﹂、
助
動
詞
﹁
た
﹂
を
除
い
た
﹁
花
﹂﹁
咲
く
﹂
に
つ
い
て
云

わ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
両
者
の
関
係
に
於
い
て
格
と
云
う
こ
と
が
云
わ

れ
る
の
で
あ
る
。﹂
時
枝
文
法
で
は
、
文
の
成
分
を
全
体
的
統
一
に
お

い
て
果
た
す
役
割
か
ら
観
て
、
格
と
し
て
は
、
述
語
格
・
主
語
格
・
修

飾
格
・
対
象
格
を
認
め
、
単
独
の
も
の
と
し
て
は
独
立
格
を
認
め
る
の

で
あ
る
。

︵
９
︶　

時
枝
誠
記﹁
国
語
の
品
詞
分
類
に
つ
い
て
の
疑
点
﹂﹁
国
語
と
国
文
学
﹂

第
十
三
巻
第
十
号
、
一
二
一
頁
～
一
三
一
頁
、
一
九
三
六
年

　
　

時
枝
誠
記
﹁
形
容
詞
形
容
動
詞
の
連
用
形
に
於
け
る
述
語
格
と
副
詞
格

と
の
識
別
に
つ
い
て
﹂
第
十
三
巻
第
十
号
、一
九
三
六
年
︵﹃
言
語
本
質
論
﹄

岩
波
書
店: 255-266

︶
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︵
10
︶　

管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
上
の
諸
範
疇
を
論
じ
た
論
稿
は
同
論
稿

以
前
に
は
な
い
が
、
宣
長
の
帰
納
的
分
析
の
批
判
的
摂
取
や
宣
長
・
成
章

の
﹁
て
に
を
は
﹂
論
お
よ
び
活
用
論
の
批
判
的
分
析
︵
時
枝
誠
記
﹃
岩
波

講
座
日
本
文
学　

国
語
学
史
﹄
な
ど
︶、
お
よ
び
古
典
語
解
釈
研
究
に
媒

介
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

︵
11
︶　
﹃
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
﹄
日
本
文
學
教
養
講
座
第
14
巻　

至
文
堂1950:53
お
よ
び
贈
訂
版1959: 60-61

な
ら
び
に
﹃
日
本
文
法

口
語
篇
﹄1950: 235-238
に
お
い
て
は
、
下
記
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
分
類

に
再
編
さ
れ
て
い
る
。

主
観
的
表
現
の
語
│
│
ほ
し
い
、
の
ぞ
ま
し
い
、
恋
し
い
、
は
ず
か
し

い
、
う
ら
め
し
い
、
な
つ
か
し
い

主
観
客
観
の
総
合
的
表
現
の
語
│
│
こ
わ
い
、
に
く
ら
し
い
、
さ
び
し

い
、
暑
い
、
す
ご
い
、
面
白
い

客
観
的
表
現
の
語
│
│
高
い
、
赤
い
、
は
げ
し
い
、
早
い
、
堅
い
、
細

い

︵
12
︶　

西
尾
実
﹁
形
容
詞
述
語
の
史
的
展
開
﹂1982: 92-93

感
情
の
対
象
や
機
縁
と
な
る
も
の
は
、
い
つ
も
対
象
語
の
資
格
に
お

け
る
名
詞
や
名
詞
句
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
同
じ
よ

う
な
事
実
関
係
が
、
条
件
句
に
よ
っ
て
も
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
⋮

﹁
已
然
形
＋
ば
﹂
の
確
定
条
件
法
で
む
す
ば
れ
る
前
後
両
句
の
問
の

意
味
関
係
に
、
山
口
堯
二
氏
︵
山
口
堯
二
﹃
古
代
接
続
法
の
研
究
﹄
明

治
書
院1980

三
章
の
一
︶
は
因
由
性
、
機
緑
性
、
呼
応
性
、
志
向
性

の
四
種
を
認
め
ら
れ
た
。
因
由
性
は
前
句
が
後
句
の
原
因
理
由
に
あ
た

る
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
機
縁
性
は
、
前
句
が
主
体
の
行
為
を
表

し
、
そ
の
行
為
を
機
縁
と
し
て
主
体
の
遭
遇
す
る
事
態
が
後
句
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
主
体
の
遭
遇
す
る
事
態
は
、
主
体
の
心

中
に
形
成
さ
れ
る
心
理
内
容
に
か
た
む
く
場
合
も
あ
る
と
し
、
そ
の
例

の
中
に

妹
と
来
し
敏
馬
の
崎
を
還
る
さ
に
独
り
し
見
れ
ば
︵
者
︶
涙
ぐ
ま
し

も
︵
万
・
一
発
︶

も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
、
感
情
形
容
詞
の
述
語

に
対
す
る
条
件
句
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
多
く
は
、
山
口
氏
の
分
類
に

し
た
が
え
ば
、
こ
の
機
縁
性
の
意
味
関
係
で
、
後
句
が
心
理
内
容
に
か

た
む
い
て
い
る
も
の
、
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
⋮

︵
13
︶　

以
上
の
用
例
中
、︵
六
︶
と
︵
二
十
︶
に
は
、
係
り
結
び
﹁
こ
そ
│

け
れ
﹂
が
認
め
ら
れ
る
。
半
藤2003

に
よ
れ
ば
、
源
氏
と
同
時
代
の
枕

草
子
で
は
、﹁
こ
そ
│
け
れ
﹂
の
結
び
の
語
と
し
て
、
情
意
の
形
容
詞
﹁
を

か
し
﹂﹁
め
で
た
し
﹂﹁
に
く
し
﹂
等
お
よ
び
感
覚
動
詞
﹁
お
ぼ
ゆ
﹂﹁
き

こ
ゆ
﹂﹁
見
ゆ
﹂・
補
助
動
詞
﹁
あ
り
﹂﹁
侍
り
﹂
が
多
く
を
占
め
、
感
動

の
表
現
価
値
を
有
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、﹁
こ
そ
の
結
び
が

形
容
詞
述
語
文
で
あ
る
と
き
は
、
文
意
が
ほ
ぼ
話
者
の
心
理
的
内
容
の
表

明
と
な
る
。﹂［ibid: 34-52

］
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

︵
14
︶　

北
原1987

﹃
全
訳
古
語
例
解
辞
典
﹄
北
原
保
雄
編
小
学
館

︵
15
︶　

根
来
に
よ
れ
ば
、
松
尾
聰
﹁﹃
覚
え
給
ふ
﹄
の
語
義
﹂﹃
講
座
解
釈
と

文
法　

源
氏
物
語
・
枕
草
子
﹄1969

の
調
査
で
は
﹁
お
ぼ
ゆ
﹂
は
す
べ

て
﹁
何
々
の
お
ぼ
ゆ
﹂
と
い
う
形
で
用
い
ら
れ
﹁
何
々
を
お
ぼ
ゆ
﹂
と
い
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う
形
は
二
例
の
み
と
の
こ
と
で
あ
る
［
根
来1973: 154-155

］。

︵
16
︶　

根
来
［1973: 154-1553

］
に
よ
れ
ば
、
枕
草
子
に
お
い
て
は
、﹁
を

か
し
く
覚
ゆ
﹂
と
の
事
例
は
散
見
さ
れ
る
が
﹁
を
か
し
く
思
ふ
﹂
の
例
は

な
い
。
ま
た
、﹁
平
安
女
流
が
情
意
性
形
容
詞
の
終
止
法
で
文
を
止
め
た

も
の
を
学
者
は
感
情
を
な
ま
の
ま
ま
停
滞
亡
く
表
出
し
て
い
る
と
し
て
怪

し
む
こ
と
が
な
か
っ
た
の
を
わ
た
く
し
は
静
に
つ
つ
ま
し
く
文
を
終
止
し

て
い
る
と
し
た
。
そ
れ
は
上
に
述
べ
た
よ
う
に
情
意
性
形
容
詞
が
終
止
法

で
あ
る
ば
あ
い
そ
の
対
象
語
は
ガ
格
を
と
っ
て
絶
対
に
ヲ
格
を
と
ら
な
い

か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
こ
に
﹁
思
ふ
﹂
の
気
持
ち
を
含
ん
で
い
ず
﹁
お

ぼ
ゆ
﹂
の
気
持
ち
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
源

氏
物
語
に
は
情
意
性
形
容
詞
が
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
そ
の
終
止
法
も
や

み
な
し
に
現
れ
る
が
、
そ
れ
は
感
情
を
直
裁
に
簡
潔
に
表
出
し
て
い
る
の

で
は
な
く
や
は
り
低
回
的
に
緩
徐
的
に
表
現
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ

る
。﹂

︵
17
︶　

半
藤
［2003:46

］
に
よ
れ
ば
、
枕
草
子
で
は
、
結
び
の
語
を
、
感

覚
動
詞
が
担
う
例
が
多
数
み
と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。﹁︵
読
経
す

る
僧
の
︶
目
を
く
ば
り
つ
つ
よ
み
ゐ
た
る
こ
そ
、
罪
や
得
ら
む
と
お
ぼ
ゆ

れ
﹂
こ
の
例
の
ご
と
く
、﹁
こ
そ
の
結
び
が
動
詞
の
場
合
に
は
、
そ
の
文

意
は
話
者
の
感
覚
的
な
も
の
を
表
す
の
が
数
値
的
に
圧
倒
的
﹂
と
指
摘
し

て
い
る
。

︵
18
︶　

三
浦
つ
と
む
﹃
日
本
語
の
文
法
﹄
第
三
章
﹁
日
本
語
の〈

形
式
名
詞

│
﹁
の
﹂
と
そ
の
使
い
方
﹂
勁
草
書
房1975

：79-80

　

こ
の
種
の〈

名
詞〉

は
、
抽
象
レ
ベ
ル
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

こ
う
し
た
実
体
的
な
と
ら
え
な
お
し
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

﹁
私
の
こ
と
﹂
の
よ
う
な
、
独
自
の
対
象
の
直
接
的
な
把
握
の
表
現
よ

り
も
、﹁
干
渉
し
た
こ
と
﹂
の
よ
う
な
、
さ
き
に
表
現
さ
れ
た
属
性
を

媒
介
的
に
把
握
し
た
実
体
概
念
の
表
現
に
使
う
ほ
う
が
、
む
し
ろ
普
通

に
な
っ
て
い
く
。﹁
の
﹂
に
い
た
っ
て
は
、
圧
倒
的
に
媒
介
的
に
把
握

し
た
実
体
概
念
の
表
現
に
使
わ
れ
て
い
る
。

︵
19
︶　

水
谷
静
夫
﹁
形
容
動
詞
弁
﹂﹃
国
語
と
国
文
学
﹄1951 V

ol. 28-N
o.5 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

　

我
々
が
客
體
界
に
対
し
て
認
識
作
用
を
営
む
や
、
対
象
は
す
べ
て
概

念
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
。
ま
た
主
體
の
認
識
は
大
抵
の
場
合
、
思
考

の
方
便
上
実
體
と
そ
の
属
性
と
に
分
節
化
す
る
。
こ
れ
を
言
語
の
表
現

面
に
投
影
し
て
實
體
と
思
考
し
た
も
の

0

0

の
概
念
を
主
語
に
表
は
し
、
属

性
と
思
考
し
た
こ
と
の
概
念
を
述
語
に
表
は
す
の
で
あ
る
。
即
ち
属
性

的
概
念
は
、
属
性
が
實
體
か
ら
分
立
し
實
體
の
實
と
し
て
再
び
統
合
さ

れ
る
も
の
と
見
る
ロ
ヂ
ッ
ク
に
よ
つ
て
、
常
然
實
體
視
せ
ら
れ
難
い
。

こ
の
故
に
属
性
的
概
念
を
指
す
語
は
そ
れ
が
屢
々
思
考
の
対
象
と
な
つ

て
容
易
に
實
體
視
出
来
る
習
慣
が
成
り
立
っ
て
ゐ
な
い
限
り
、
格
助
詞

が
つ
き
に
く
く
殊
に
主
語
に
な
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
形
容
動
詞
語
幹

と
呼
ば
れ
て
来
た
も
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
典
型
で
あ
ら
う
。﹁
語
幹
﹂

に
格
助
詞
が
つ
か
な
い
の
は
、
従
っ
て
、
そ
れ
が
一
単
語
を
成
さ
な
い

か
ら
で
は
な
く
、
格
助
詞
が
實
體
視
さ
れ
た
概
念
を
指
す
語
に
つ
く
も

の
だ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
勿
論
言
語
と
思
想
と
は
別
物
に
違
ひ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
言
語
の
構
造
が
、
思
想
と
は
別
な
る
が
故
に
思
想
を
離
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れ
て
︵
何
時
も
︶
獨
自
の
法
則
を
有
つ
と
考
へ
る
の
は
、迷
妄
で
あ
る
。

名
詞
の
中
で
も
い
は
ゆ
る
形
式
名
詞
が
単
獨
で
は
、
ま
た
先
に
奉
げ
た

例
に
見
え
る
﹁
有
徳　

必
謙
﹂
な
ど
の
漢
語
は
、
決
し
て
主
語
に
な
ら

ず
、
殊
に
後
者
は
格
助
詞
も
自
由
に
つ
き
は
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
れ

ら
は
﹁
花　

庭
﹂
な
ど
と
語
の
本
性
が
違
ふ
の
で
な
く
、
實
體
視
し
難

い
概
念
を
指
す
語
と
い
ふ
思
想
上
の
制
約
に
過
ぎ
な
い
。
強
ひ
て
形
容

動
詞
を
見
分
け
る
第
一
の
目
安
を
適
用
す
れ
ば
、
右
の
や
う
な
異
質
の

語
ま
で
同
類
に
混
じ
て
し
ま
ふ
懼
れ
が
あ
る
。
こ
の
危
険
を
防
ぐ
方
法

は
、
や
は
り
﹁
形
容
動
詞
﹂
を
二
語
に
分
解
し
て
扱
ふ
事
で
あ
る
。

︵
20
︶　W

oolf, V
. 1928. A

 R
oom

 of O
n

e＇ s. O
w

n Penguin Books

　

A
ll seducers and reform

ers are responsible: Lady 

Bessborough w
hen she lied to Lord Granville; M

iss D
avies 

w
hen she told the truth to M

r Greg. A
ll w

ho have brought 

about a state of sex-consciousness are to blam
e, and it is 

they w
ho drive m

e, w
hen I w

ant to stretch m
y faculties on 

a book, to seek it in that happy age, before M
iss D

avies 

and M
iss Clough w

ere born, w
hen the w

riter used both 

sides of his m
ind equally.

︵
21
︶　

日
英
翻
訳
者
のPeter M

oore

氏
︵
米
国
加
州
︶
に
よ
る
指
摘
で

あ
る
。

︵
22
︶　

補
節
一
　
形
式
論
理
学
に
お
け
る
条
件
節
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
関
係

節

　
　

ド
イ
ツ
語
や
英
語
に
お
い
て
は
、
関
係
節
と
条
件
節
と
の
間
に
、
意
味

的
に
等
価
関
係
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

点
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
百
年
以
上
前
の
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
レ
ー

ゲ
で
あ
ろ
う
。Űber S

in
 u

n
d

 B
ed

eu
tu

n
g　

フ
レ
ー
ゲ﹃
意
義
と
意
味
﹄

に
お
い
て
、
形
容
詞
文
と
条
件
文
と
の
換
言
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。
フ
レ
ー
ゲ
は
形
容
詞
文
︵
関
係
代
名
詞
節
︶
が
条
件
文
︵
条
件
節
︶

に
換
言
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
要
点
を
約
め
て
お
く
。

あ
る
数
が
１
よ
り
小
さ
く
０
よ
り
大
き
い
な
ら
ば
、
そ
の
平
方
も
１
よ

り
小
さ
く
０
よ
り
大
き
い
。

w
enn eine Zahl kleiner als 1 und grösser als 0 ist, so ist　

auch ihr Q
uadrat kleiner als 1 und grösser als 0

︵if a num
ber is less than 1 and greater than 0, then the 

square thereof is also less than 1 and greater than 0.

︶

形
容
詞
文
も
ま
た
条
件
文
を
代
行
し
う
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
書
き

換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。﹁
１
よ
り
小
さ
く
０
よ
り
大
き
い
数
の
平
方

は
、
１
よ
り
小
さ
く
０
よ
り
大
き
い
。﹂

das Q
uadrat einer Zahl, die kleiner als 1 und grösser als 0 

ist, ist kleiner alsl und grösser als 0.

︵the square of a num
ber w

hich is less than 1 and grater 

than 0 is also less than 1 and greater than 0.

︶

 

独
語
原
文
の
英
訳
は
筆
者
に
よ
る
も
の

　

と
こ
ろ
が
、
主
文
と
副
文
に
共
通
す
る
構
成
部
分
が
固
有
名
で
表
示
さ
れ

る
と
き
に
は
、
事
情
は
全
く
異
な
る
。

　
﹁
自
分
の
右
翼
に
対
す
る
危
険
を
認
知
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
自
ら
自
分
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の
近
衛
兵
を
率
い
て
敵
陣
へ
お
も
む
い
た
。﹂

　
N

apoleon, der die Gefahr fur seine rechte Flanke erkannte, 

führte selbst seine Garden gegen die feindliche Stellung

︶﹂
と

い
う
文
に
お
い
て
は
、

１　

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
自
分
の
右
翼
に
対
す
る
危
険
を
認
知
し
た

　
　
︵ N

apoleon erkannte die Gefahr für seine rechte 

Flanke.
︶

２　

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
自
ら
自
分
の
近
衛
兵
を
率
い
て
敵
陣
へ
お
も
む
い

た

　
　
︵ N

apoleon fürte selbst seine G
arden gegen die 

feindliche Stellung.

︶

 

と
い
う
二
つ
の
思
想
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
主
文
と
副
文
に
共
通
す
る
構

成
部
分
が
固
有
名
で
あ
る
。

﹁
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
察
知
し
た
の
で
敵
陣
に
赴
い
た
﹂
と
い
う
因
果
論
的

文
は
導
く
こ
と
は
で
き
る
が
、﹁
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
察
知
し
た
な
ら
ば
敵

陣
に
赴
い
た
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
仮
定
文
は
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

形
式
論
理
学
で
い
う
全
称
量
詞
が
被
さ
る
名
詞
が
、
後
続
の
条
件
節

全
体
を
範
囲
に
取
る
と
き
、
こ
の
条
件
節
が
全
称
量
詞
を
限
定
す
る
関

係
節
と
等
価
に
み
え
る
、
こ
の
こ
と
は
、
さ
し
て
驚
く
こ
と
で
は
な
い

と
い
っ
た
言
説
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
副
詞
節
が
形
容
節
に
意
味
的
に

等
価
で
あ
る
事
例
を
確
認
で
き
る
。

以
上
の
フ
レ
ー
ゲ
記
号
論
理
学
の
観
点
か
ら
の
言
語
学
的
知
見
と
同
様

の
知
見
が
、
英
文
法
教
科
書
の
権
威
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
次

節
に
要
点
を
記
す
。

補
節
二　

A
 C

om
p

reh
en

sive G
ra

m
m

a
r of T

h
e E

n
glish

 la
n

gu
a

ge

に
お
け
る
関
係
節
と
条
件
節
と
の
換
言
可
能
性

①
関
係
節
を
従
属
接
続
詞
節
に
換
言

α　

非
制
限
関
係
節
に
は
、
原
因
や
理
由
の
副
詞
節
的
機
能
が
あ
る

　
　

 Q
uirk

ら
は
、非
制
限
の
関
係
節
は
副
詞
節
に
似
る
こ
と
が
あ
り
、

副
詞
節
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
次
の
事
例
を

挙
げ
て
い
る
。Q

uirk, R., et al. ［1985: 1241

］

　
　

A
nn thanked her teacher, w

h
o h

ad
 been

 very h
elpfu

l.

　
　

 

対
照
的
に
一
般
性
の
あ
る
先
行
詞
を
伴
う
制
限
関
係
節
は
条
件
関

係
を
表
す
。

β　

制
限
関
係
節
に
は
、
条
件
の
副
詞
節
的
機
能
が
あ
る

　
　

Students w
ho w

ork hard pass their exam
s.

　
　
［＇If students w

ork hard, they pass their exam
s.＇

］

固
有
名
詞
に
は
限
定
用
法
の
修
飾
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
一
時
的
に

普
通
名
詞
と
し
て
の
特
徴
が
あ
る
と
き
に
は
、
制
限
的
修
飾
が
可
能
で

あ
る
。

th
e S

prin
gfi

eld
 that is in Illinois

 

イ
リ
ノ
イ
に
あ
る
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
は
各
州
に
あ
り
ど
の
州
か
を
指
定
し
た
い
と
き

th
e J

oh
n

son
 w

ho w
rote the dictionary

 

辞
書
を
作
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
何
に
も
い
る
の
で
、
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ど
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
か
を
特
定
し
た
い
と
き

非
名
詞
句
が
先
行
詞
︵
文
先
行
詞
︶
で
あ
る
と
き
は
制
限
修
飾
は
不
可

で
あ
る
が
、
文
先
行
詞
の
非
制
限
修
飾
は
可
能

H
e likes d

ogs, w
hich surprises m

e.
あ
い
つ
が
犬
好
き
で
あ
る
と
は
驚
き
だ
。

︵
英
米
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
右
の
文
体
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

主
節
が
原
因
事
態
を
表
し
、
後
続
の
非
制
限
関
係
節
が
結
果
事
態
を
表

し
て
い
る
。︶

②
制
限
的
関
係
節
︵
先
行
詞
は
一
般
人
称
や
一
般
物
︶
が
条
件
の
関
係
を
表

す
事
例

Students w
h

o w
ork

 h
a

rd pass their exam
s.

が
ん
ば
っ
て
学
ぶ
学
生
は
試
験
に
通
る
。

If students w
ork hard, they pass their exam

s.

が
ん
ば
っ
て
学
べ
ば
学
生
は
試
験
に
通
る
。

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
、
制
限
関
係
代
名
詞
節
を
条
件
節
に
換
言
で
き
る
。

　

形
式
論
理
学
的
な
知
見
と
し
て
は
﹁
否
定
文
﹂
で
は
非
制
限
修
飾
は
不
可

で
あ
る
。

　
　

*I w
on＇t see an

y person, w
ho has not m

ade an appointm
ent.

　

対
照
的
に
、
非
制
限
修
飾
は
平
叙
文
︵
断
定
文declarative sentence

︶

の
先
頭
の
語
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る
。

Som
eone, w

ho sounded like your m
other, called to say she 

w
anted to see you.

　

先
頭
の
語
に
非
特
称
限
定
詞
︵
＝
全
称
限
定
詞
︶
が
付
く
と
き
、
限
定
修

飾
の
み
可
能
で
、
非
限
定
修
飾
は
不
可
で
あ
る
。

* E
very book, w

hich is w
ritten to deceive the reader, should 

be banned.

* A
ll th

e stu
d

en
ts, w

ho had failed the test, w
anted to try 

again.

し
か
し
、
非
限
定
修
飾
の
事
例
も
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。

A
ll th

e stu
d

en
ts, w

ho had returned from
 their vacation, 

w
anted to take the exam

.

 

学
生
は
皆
、
休
暇
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
試
験
を
望
ん
だ
。

T
he students, w

ho had all

︵of them

︶ returned from
 their 

vacation, failed the test.

 

学
生
は
、
皆
、
休
暇
か
ら
帰
っ
て
き
た
が
、
試
験
に
落
ち
た
。

* T
h

e stu
d

en
ts w

h
o h

ad
 all

︵of th
em

︶ failed the test w
anted 

to try again.

A
ll th

e stu
d

en
ts w

ho had failed the test w
anted to try 

again.

 

試
験
に
落
ち
た
学
生
は
皆
、
再
試
験
を
望
ん
だ
。

Som
e of the students requested m

akeup exam
 because 

they had failed the test.

 

学
生
の
何
人
か
は
再
試
験
を
望
ん
だ
、
試
験
に
落
ち
た
か
ら
。

︵
注
意
す
べ
き
は
、
以
下
の
事
柄
で
あ
る
。

・
英
文
で
は
、
唯
一
無
二
の
実
体
は
関
係
節
限
定
修
飾
で
き
な
い
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・
和
文
で
は
唯
一
無
二
の
実
体
で
も
連
体
修
飾
で
き
る
︶

︵
23
︶　

日
本
大
辞
典
刊
行
会1976

﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
小
学
館
﹁
悪
い
﹂

の
項
17

︵
24
︶　

ボ
リ
ン
ジ
ャ
﹃
意
味
と
形
﹄
こ
び
あ
ん
書
房1981: 262-293

。

　
　
︵
１
︶It w

as foolish for M
ary to go there.

　
　
　
　

  
メ
ア
リ
ー
が
あ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
の
は
、ば
か
な
こ
と
だ
っ

た
。

　
　
︵
２
︶It w

as foolish of M
ary to go there.

　
　
　
　

  

あ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
く
な
ん
て
、
メ
ア
リ
ー
は
ば
か
な
こ
と
を

し
た
。

　
　
︵
３
︶M

ary w
as foolish to go there.

　
　
　
　

 

あ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
く
な
ん
て
、
メ
ア
リ
ー
は
ば
か
だ
っ
た
。

傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
も
の

﹁
タ
イ
プ
３
の
構
文
は
感
情
が
む
き
出
し
で
あ
る
が
、
タ
イ
プ
２
の of 

構
文
に
は
、﹁
タ
イ
プ
３
に
比
べ
て
、
形
容
詞
の
影
響
力
を
和
ら
げ
る

効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
話
し
手
は
、人
の
悪
口
を
言
う
と
き
、

気
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
攻
撃

目
標
を
そ
ら
そ
う
と
思
え
ば
、
形
容
詞
の
的
が
一
見
、
人
物
で
は
な
く

行
為
に
し
ぼ
ら
れ
る
よ
う
に
み
せ
か
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
、of 

構
文
は
婉
曲
的
表
現
な
の
で
あ
る
。﹂

タ
イ
プ
3
の
構
文
で
は
、
個
別
実
体
で
あ
る
主
語
と
評
価
的
な
形
容
詞
述
語

と
が
繋
辞
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
と
い
う
判
断
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、to

不
定
詞
が
表
す
行
為
は
メ
ア
リ
ー
に
付
随
し
て
い
る
形
で
あ
る
。
タ
イ
プ
2

の of 

構
文
で
は
、
一
方
で
は
、
一
般
的
抽
象
的
存
在
を
表
すIt

を
主
語
に

置
き
感
情
的
な
評
価
形
容
詞
と
繋
辞be

で
繋
ぐ
こ
と
で
普
遍
判
断
の
形
式

を
と
り
、
判
断
の
主
観
性
を
回
避
し
て
い
る
。
他
方
で
は
、
判
断
の
内
容
は

of M
ary to go there

と
し
て
分
節
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
判
断
そ
れ

自
体
と
客
観
的
な
事
柄
＝
判
断
内
容
た
る
命
題
と
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。


